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第 5章  自然科学的分析

第 6節 植物珪酸体分析

古環境研 究所 杉 山 真二・ 岩手県埋蔵文化財 セ ンター 佐瀬 隆

植物珪酸体分析は、土壌や各種堆積物から高等植物の細胞、組織内に形成された非晶質珪酸の微粒子を抽出して

給源植物相および古県境を推定する方法である。いまだその方法は、花粉分析の様に統一されておらず研究者がそ

れぞれ独自の方法で分析を進めている現状である。

ここではまず杉山、佐瀬がそれぞれこれまで用いてきた方法により得 られた植物珪酸体分析の結果を併記する。

その後、両者を比較検討し問題点も含めてまとめることにする。

|.富沢遺跡第30次調査 における植物珪酸体分析 (杉山 真二 )

1.試料

III区北東コーナー付近で採取された基本層序試料 (4～ 30層)と ⅢA区北西端で採取された20～27層 の試料、お

よび25層 と26層で平面的に採取された試料について植物珪酸体分析を行った。試料数は計65点である。

2.分析方法

植物珪酸体 (プラント・オパール)の抽出と定量は、「プラント・オパール定量分析 (藤原 :1976)」 をもとに、

次の方法で行つた。

(1)試料土の絶乾 (105° C・ 24時間)

(2)試料土約 lgを秤量、ガラスビーズ添加 (直径約40μ m、 約0.02g)

※電子分析天秤により1万分の lgの精度で秤量

(3)電気炉灰化法による脱有機物処理

(4)超音波による分散 (300W。 42KHz・ 10分間)

(5)沈底法による微粒子 (基本土層試料は10μ m以下、他は20μm以下)除去、乾燥

(6)封入剤 (オ イキット)中に分散、プレパラー ト作成

(7)検鏡・計数

同定は、機動細胞に由来する珪酸体をおもな対象とし、400倍 の偏光顕微鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個

数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラー ト1枚分の精査に相当する。試料 lgぁ たりのガラスビーズ

個数に、計数された珪酸体 とガラスビーズ個数の比率をかけて、試料 lg中の珪酸体個数を求めた。

また、この値に試料の仮比重 (1.0と 仮定)各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個あたりの植物体乾重、単位 :

105g)をかけて、単位面積で層厚 l cmあたりの植物体生産量を算出した。換算係数は、イネは赤米、ヨシ属はヨ

シ、ウシクサ族はススキ、キビ族はヒエの値を用いた。その値は、それぞれ2.94、 6.31、 1.24、 12.2で ある(杉山・

藤原 :1987)。 タケ亜科については、数種の平均値を用いて葉身重を算出した。メダケ属 (メ ダケ属ネザサ節以外)

は0,08、 ネザサ節は0.24、 クマザサ属 (ミ ヤコザサ節以外)は 0.22、 ミヤコザサ節は0.30である (杉山 :1987)。

3.分析結果

分析試料から算出された植物珪酸体の分類群は、イネ、ヨシ属、ウシクサ族 (主 にススキ属やチガヤ属など)、 キ

310



第6節 植物珪酸体分析

ビ族 (ヒ エ属など)、 ジュズグマ属、シバ属、タケ亜科の Alaタ イプ (メ ダケ属ネザサ節など)、 Blaタ イプ (ミ ヤ

コザサ節以外のクマザサ属など)、 Blbタ イプ (ミ ヤコザサ節など)、 B2タ イプ (メ ダケ属メダケ節など)、 その他

のタケ亜科、不明のAタ イプ (キ ビ族類似)、 Bタ イプ (Aタ イプの細型)、 Cタ イプ (ウ シクサ族類似)、 Dタ イプ

(Cタ イプの大型)、 茎部起源、地下茎部起源、表皮毛起源、棒状珪酸体、その他、樹種起源のブナ科、モクレン科

類似、その他である。

以上の分類群について定量を行い、その結果を第 1・ 2・ 4表および第 1・ 2・ 4図 に示した。また、おもな分

類群について植物体生産量を算出し、その結果を第 3表および第 3図に示した。

4.考察………・コメント

(1)植物瑳酸体群集と古環境

富沢遺跡第30次調査の層準は、植物珪酸体の検出状況からA、 B、 C、 Dの大きく4つ の部分に分けられた (第

1・ 2・ 3図 )。

このうち、最下位のD層準 (18～ 30層 )では、クマザサ属 (ミ ヤコザサ節も同属に含まれる)な どを主体とする

タケ亜科が圧倒的に卓越 してお り、植物珪酸体総数に対する割合はおおむね70～80%に も達 している。C層準

(16～ 17層)で も引き続いてタケ亜科が優勢であるが、クマザサ属は減少傾向を示し、かわってメダケ属ネザサ節

などが急激に増加して卓越している。B層準 (12～ 15層)ではタケ亜科が急激に減少し、かわってヨシ属が優勢と

なっている。また、ジュズダマ属やキビ族、茎部起源、地下茎部起源なども多 く見 られた。このうち、茎部起源と

地下茎部起源については、その大部分がヨシ属の茎部および地下茎部に由来するものと見 られる。A層準 (4～11

層)ではイネが継続的に検出された。

以上のことから、同遺跡における堆積当時の植生と環境について推定すると次のようである。D層準の堆積当時

は、クマザサ属 (ミ ヤコザサ節も含まれる)な どのタケ亜科を主体 とするイネ科植生であったものと推定される。

なお、調査区の一部では樹木起源の珪酸体が見 られることから、森林の林床植生 としてクマザサ属が生育していた

可能性も考えられる。C層準でも依然 としてタケ亜科が優勢であるが、その主体はクマザサ属からネザサ節に移行

したものと推定される。ネザサ節は林床では生育しにくいことから、当時の遺跡周辺は森林に覆われたような状況

ではなく、比較的開かれた環境であったものと考えられる。また、ネザサ節はクマザサ属よりも比較的温暖なとこ

ろに生育していることから、この時期に寒冷から温暖への気候変化があった可能性が考えられる。なお、タケ亜科

は比較的乾いた土壌条件を好むことから、C～D層準の堆積当時は比較的乾いた土壌条件で推移したものと推定さ

れる。

その後、B層準では、なんらかの環境変化によってヨシ属などの繁茂する湿地に移行 したものと考えられ、A層

準の時期にはこのヨシ原を開墾して稲作が開始されたものと推定される。なお、稲作の開始以降もヨシ属が比較的

多 く見られることから、水田雑草などとしてヨシ属が生育していたことも考えられる。

(2)25層 および26層 における平面分布

25層検出面から平面的に採取された29試料について分析を行った。その結果、いずれの試料でもクマザサ属など

のタケ亜科が卓越しており、植物珪酸体密度は平均69,000個/gと極めて高い値である (第 5表。第 4図 )。 また、カ

ヤツリグサ科もШ区を中心としてほとんどの試料から少量検出された。

これらのことから、25層の堆積当時は、調査区のほぼ全域でクマザサ属を主体 とするタケ亜科植物が生育してお

り、カヤツリグサ科もⅢ区を中心としてほぼ全域で見られたものと推定される。なお、26層の堆積当時も25層 とほ

ぼ同様の状況であったものと考えられる。
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H。 富沢遺跡の植物畦酸体分析 (佐瀬 隆 )

その1 富沢遺跡26層の植物珪酸体分析

1.は じめに

旧石器包含層である富沢遺跡26層 (約23000年前の古土壌A層 )の堆積。生成時の古環境について手がかりを得る

ために、植物珪酸体分析を実施 した。その結果について報告する。

2.試料と方法

Ⅳ区南西壁に露出する26層 を3ヵ 所で採取し分析試料 とした。

植物珪酸体分析の手順は次の通 りである。

(1)風乾土約10グ ラム相当量の試料をビーカーにとり、過酸化水素水を加えホットプレー ト上で加熱し有機物を

分解する。

(2)超音波破砕機等で土塊を解した後、ヂチオナイ ト法で脱鉄処理を行う。

(3)節 と沈降法で 100～ 10μm粒径画分を分離する。

(4)分離した画分の一部をカナダバルサムで封じプレパーラー トを作成する。

(5)顕微鏡下で検鏡、同定する。

3。 結果および考察

各試料 とも700粒以上を読み取った。そのうち70～80%がイネ科起源の珪酸体 と同定された。樹木、シダ起源のも

のは合わせても1%前後にすぎない。残 りは、風化粒子、破片および起源不明珪酸体で占められる (第 7表 )。

珪酸体の大半を占めたイネ科起源の珪酸体群集は、棒状型十ポイント型>フ ァン型 (I型>H型)の大型組成 と

タケ型 (I型 >Ⅱ型)お よびウシノケグサ型が明らかに優勢な小型組成で特徴づけられる (第 5図 )。 このような珪

酸体組成は、ササ属 とイチゴツナギ亜科が優勢なイネ科植物相を示している。

樹木起源は既述のようにその検出率は極めて低いが、その大半はモミ属起源の珪酸体である。シダ起源について

は、残念ながらその給源種を特定できない。

以上のことから、26層形成当時、ササ属とイチゴツナギ亜科を主要構成種 とするイネ科植物群およびシダ植物を

含む林床植生を伴うモミ属を構成種の一つとする森林が成立していたと推定される。

富沢遺跡の26層が形成された23,000年前前後の年代を示す各地の土壌、堆積物について実施された植物珪酸体分
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析の結果について見てみよう。八戸付近に分布する八戸浮石およびビスケット浮石直下の埋没土 (年代は、約14,000

年前 と約25,000年前)の植物珪酸体の主要給源はイチゴツナギ亜科、ササ属およびモミ属を含む針葉樹であり (佐

瀬 :1980)、 富沢遺跡26層のそれと類似 している。ただ、前者では小型珪酸体でウシノケグサ型が、大型珪酸体で棒

状型・ ポイント型が優勢であることから、イテゴツナギ亜科がより優先するイネ科植物相であったと考えられる。

北海道・十勝の居辺16遺跡の先土器H包含層 (約19,000年前)は、タケ型をほとんど伴わず極めてウシノケグサ型

に富む珪酸体組成を示す(近藤 :1984)。 したがって、当時はイチゴツナギ亜科が極めて優勢なイネ科植物相が成立

していたと推定される。また、東京・成増の立川ローム層の植物珪酸体分析によれば、 2万年前前後はササ属が優

勢でこれにキビ亜科が伴うイネ科植物相が推定されている (佐瀬ほか :1987)

これらの資料に基づいて 2万年前頃のイネ科植物相の分布を考えてみると、北海道 (十勝)でイチゴツナギ亜科、

東北北部 (八戸)でイチゴツナギ亜科>>ササ属、東北中部 (イ山台)でイチゴツナギ亜科=ササ属、そして関東 (東

京)ではササ属>キ ビ亜科ということになり、北部ほどイテゴツナギ亜科がイネ科植物相に占める率が高 くなって

いた。 この傾向は、当亜科が低温型イネ科草で高緯度地域、寒冷地を中心に優占する群であることと調和する。

このような分布の規則性は現在 も認められるが、分布のあり方は大きく異なっている。現在、イチゴツナギ亜科

が優占するイネ科植物相の分布域の南限が北海道南部にある(Numata:1969)のに対し、2万年前頃のこの南限は、

少なくとも仙台付近まで南下していたと推定される。このことは、 2万年前頃が最終氷期の一つの顕著な寒冷期で

あったことにより説明されるであろう。

3。 まとめ

富沢遺跡26層 の植物珪酸体分析により、次のことが明らかになった。

(1)26層形成時、イナゴツナギ亜科、ササ属を主体 とするイネ科植物群およびシダ植物群を含む林床植生を伴っ

たモミ属を構成種の一つとする森林が成立 していた。

(2)26層形成当時のイネ科植物相の分布は現在 と異なり、イチゴツナギ亜科の優占域が少なくとも仙台付近まで

南下していた。これは、最終氷期の寒冷気候の影響による現象の一つと考えられる。

その 2 富沢遺跡基本層序試料の植物珪酸体分析

基本層序試料 (土壌サンプル全録 Nos.384・ 394・ 404・ 414・ 424・ 434・ 444・ 454・ 464・ 474・ 484。 494・ 504・ 514・

524・ 534・ 544・ 554・ 564・ 574・ 585・ 594・ 604・ 614・ 624・ 634)の植物珪酸体分析を行った。杉山によって調整

された試料の一部をカナダバルサムで封じプレパラー トを作成した。

第 8表、第 6図に結果を示した。給源の明らかな植物珪酸体では、イネ科起源が圧倒的に多数を占め、樹木起源、

シダ植物起源、カヤツリグサ科起源の頻度は極めて低かった。イネ科起源植物珪酸体の組成に基づきA～ Eの 5つ

の植物珪酸体帯を設定した。

[A帯](4層～15層 )

ファン型 (機動細胞起源):H型 (非 タケ亜科起源)≧ I型 (タ ケ亜科起源)

11、 12上、14上、14下層では I型は全 く検出されないか、頻度が極めて低かった。H型のうち、ヨシタイプは 7、

8d上、12上、12下、14上層で、イネタイプは 4、 7、 8a、 8d下層で検出された。

短細胞起源 :非タケ型≧タケ型

非タケ型 :キ ビ型 (キ ビ亜科、一部のダンチク亜科に由来)力 概ゞして優勢だが、12上層、12下層ではヒゲシバ型

(ス ズメガヤ亜科、ヨシ属などダンチク亜科の一部に由来)の頻度が最も高い。なお、検出されるヒゲシバ型の大

部分はヨシ属起源 と推定される。ウシノケグサ型 (イ チゴツナギ亜科に由来)は普遍的に検出されるが、最高頻度
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を示す層はな く12上層を除いてキビ型より頻度は低い。イネ型 (イ ネ属由来)は 4、 7、 8a層で検出される。

タケ型 :H型 (メ ダケ属タイプ)≧ I型 (ササ属タイプ)

8d、 ■、12上、14上、14下層では、全 く検出されないか、頻度は極めて低かった。このことは、ファン I型の出

現傾向と一致 した。

[B帯](16層 、17層 )

ファン型 :I型 ≧H型

短細胞起源 :タ ケ型 >非タケ型

タケ型 :I型>H型

非タケ型 :キ ビ型 >ウ シノケグサ型

[C帯](18層 ～25層 )

ファン型 :I型>>H型

短細胞起源 :タ ケ型 >>非 タケ型

タケ型 :I型 >>H型

非タケ型 :ウ シノケグサ型 =キ ビ型

[D帯](26層 ～28層 )

ファン型 :I型>>H型

短細胞起源 :タ ケ型 >>非タケ型

タケ型 :I型 >>H型

非タケ型 :ウ シノケグサ型 >キ ビ型

[E帯](29層 、30層 )

ファン型 :I型>>H型

短細胞起源 :タ ケ型>>非 タケ型

タケ型 :I型 >>H型

非タケ型 :ウ シノケグサ型 =キ ビ型

A帯、 B帯がタケ I型 =タ ケ H、 キビ型≧ウシノケグサ型であるのに対 して、 C帯、D帯、E帯はタケ I型>>

タケH型、ウシノケグサ型≧キビ型であった。 このことか ら、 C帯、D帯、E帯ではササ属がメダケ属 より、また

イチゴツナギ亜科がキビ亜科より優勢なイネ科植物相が推定 されるのに対 して、A帯、 B帯ではササ属 とメダケ属

が措抗 しキビ亜科がウシノケグサ亜科より優勢なイネ科植物相が推定される。ササ属、ウシノケグサ亜科 は低温環

境に適応 した分類群であることから、C帯、D帯、 E帯はA帯、 B帯に比べより寒冷な気候であったであろう。 こ

のことは、16層、19層の年代がそれぞれ約5,000年前、約20,000年前 とされていることと矛盾しない。

B帯はA帯に比ベタケ亜科の比重が大きい。換言すればA帯はB帯よリバラエティーに富んだイネ科植物相を示

す。これは、B帯上部の16層の年代が約5,000年前であることから、縄文時代前中期における植生変動を示すものか

もしれない。

26層 を含むD帯は、 C帯、 E帯に比ベイチゴツナギ亜科の比率が大きく、また数は少ないが針葉樹起源の植物珪

酸体 も検出される。
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佐瀬 隆  (1980):「 八戸浮石層直下の埋没土壌の植物珪酸体 (プラント・オパール)分析」『第四紀研究』20 P15～ 20

佐瀬 隆・細野 衛・宇津川 徹・加藤 定男・駒村 正治 (1987):「武蔵野台地成増における関東ローム層の植物珪酸体分析」F第 四
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|||。 まとめ

杉山の方法は主にイネ科の機動細胞起源の珪酸体を対象にした分析法である。そこでは機動細胞起源珪酸体を族、

一部属段階の植物分類群 と関連ずけ珪酸体分類群が設定されている。加えて、他のイネ科起源の珪酸体 として棒状

珪酸体、表皮毛起源、茎部起源、地下茎部起源の各珪酸体群、さらに、カヤツリグサ科起源、樹木起源の珪酸体も

計測の対象とする。

一方、佐瀬の方法では杉山が除外しているイネ科の短細胞起源の珪酸体 も計測対象とし、イネ科起源の珪酸体群

を短細胞起源 (タ ケ型など5珪酸体群)と 非短細胞起源 (フ ァン型など3珪酸体群)に大別する。なお、ファン型

は機動細胞起源珪酸体で、タケ亜科起源 と非タケ亜科起源に大きく区分するにとどめ、杉山の様に属、族段階での

計測はしない。イネ科以外 としては、カヤツリグサ科起源、シダ植物起源の各珪酸体群を設定する。

この様に相違する方法で求められた植物珪酸体分析の結果を以下で比較検討する。

(1)イネ科起源植物珪酸体

a.機動細胞起源 (フ ァン型)

杉山の分析値から機動細胞起源珪酸体についてタケ科起源 と非タケ亜科起源の総数をもとめ佐瀬の分析値 と比較

するとほば両者は対応しているといえる(第 7図―A)。 15層 で両者の比が対応しないのは、おそらく佐瀬の分析値

で起源不明 (フ ァンШ型)と しているものの多 くがタケ亜科起源のもので占められるためかもしれない。

b.長細胞起源 (棒状珪酸体、棒状型)

杉山の分析値から機動細胞起源と棒状瑳酸体、佐瀬の分析からファン型と棒状型の比を求め比較した (第 7図 ―

B)。 26層で一致しない例外もあるが両者はほぼ対応しているといえる。

C.プ リケルヘアー細胞起源 (表皮毛起源、ポイント型)

杉山の表皮毛起源珪酸体は佐瀬のポイント型のうち I型 に相当する。そこで杉山の分析値では機動細胞起源と表

皮毛起源、佐瀬の分析値では機動細胞起源とポイントI型の比を求め比較したが両者はほぼ対応している(第 7図 ―

C)。

d.短細胞起源

この珪酸体について杉山は分析対象 としていないので比較できない。

e。 その他

杉山は茎部起源、地下茎部起源、佐瀬は海藻状、カレイ状、ヨシ存起源、マクロヘアー起源、ミクロヘアー起源、

葉肉細胞起源を設定 しているが、両者の設定 した分類群に整合性が乏しく比較検討できない。今後、分類群の定義

の統一性が必要である。
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(2)樹木起源

杉山の「ブナ科起源」、「モクレン科類似」は、それぞれ佐瀬の「パズル状」、「ブレイ ド状」に相当する。佐瀬は

この他に「針葉樹起源」を設定 している。両者の分析値に明瞭な整合性は認められないが、検出頻度がいずれも低

いためであろう。

(3)カヤツリグサ科起源

カヤツリグサ科起源 として計測対象としているものは、杉山と佐瀬で異なっている。しかし、同一植物分類群を

給源とするので検出頻度に類似の傾向が期待されるが、頻度が低いためかそのような傾向は認められない。

(4)分帯

杉山はA帯 (4～ 11)、 B帯 (12～ 15)、 C帯 (16～ 17)、 D帯 (18～ 30)の 4つ の植物珪酸体帯、佐瀬はA帯 (4

～15)、 B帯 (16～ 17)、 C帯 (18～ 25)、 D帯 (26～ 28)、 E帯 (29～ 30)の 5つの植物珪酸体帯を設定しているが

両者に大きな矛盾はない。佐瀬がA帯とした 4層～15層 を杉山はA帯 (4～11)と B帯 (12～ 15)に 区分している

が、佐瀬の分析値からも下半部は上半部に比して明らかにタケ亜科が劣勢であり、ほぼ同じ層準で区分が可能であ

る。18層～30層 に佐瀬はC帯 (18～ 25)、 D帯 (26～ 28)、 E帯 (29～ 30)の 3つの植物珪酸体帯を設定している。

この区分は主にイチゴツナギ亜科を特徴づけるウシノケグサ型の頻度変化にもとづくものである。杉山は同層準に

D帯一つを設定しているにすぎないが、これは機動細胞の発達の悪いイチゴツナギ亜科の動向が杉山の方法では把

握が難しいためであろう。しかし、杉山の分析値でも棒状珪酸体、表皮毛起源珪酸体の頻度分布で佐瀬の分析値に

対応した変化が認められるので、佐瀬の分帯は概ね妥当なものと思われる。両者の結果を整理し第 9表のように植

物珪酸体帯を設定する。
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第 1図 富沢遺跡30次調査Ⅲ区北東コーナー付近における植物珪酸体 (プラン ト・ オパール)群集の分布
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第 1表-1 富沢遺跡30次調査Ⅲ区北東コーナー付近における植物珪酸体 (プラント・オパール)

第 6節 植物珪酸体分析

の検出結果
(単位 :× 100個/g)

12下  14上   14下   15

イネ科

イネ
ヨシ属

ウシクサ族 (ス スキ属など)

キビ属 (ヒ エ属など)

ジュズグマ属
シバ属

６９

７

２．

　

６２

タケ亜科
Alaタ イプ(ネザサ節など)

Blaタ イプ(ク マザサ属など)

Blbタ イプ(ミ ヤコザサ節など)

B2タ イプ(メ グケ節など)

その他

４３

・０

１

・１

３

不明等
Aタ ィプ(キ ビ族類似)

Bタ イプ(同細型)

Cタ イプ(ウ シクサ族類似)

Dタ イプ(同大型)

茎部起源

地下茎部起源

表皮毛起源

棒状珪酸体

その他

カヤツリグサ科

樹木起源

ブナ科
モクレン科類似

その他

(海綿骨針)

植 物 差 酸 体 総 数

第 1表-2 富沢遺跡30次調査Ⅲ区北東コーナー付近における植物珪酸体 (プラン ト・ オパール)の検出結果
(単位 :× 100個/g)

20上

イネ科

イネ

ヨシ属

ウシクサ族 (ス スキ属など)

キビ属 (ヒ エ属など)

ジュズダマ属
シバ属

３５

７８

５５

Ｖ

９３

３２

８３

４７

６

０２

４６

２０

１３

　

２２

夕ヶ亜科
Alaタ イプ(ネ ザサ節など)

Blaタ イプ(ク マザサ属など)

Blbタ イプ(ミ ヤヨザサ節など)

B2タ イプ(メ ダケ節など)

その他

不明等

Aタ イプ(キ ビ族類似)

Bタ イプ(同細型)

Cタ イプ(ウ シクサ族類似)

Dタ イプ(同大型)

茎部起源

地下茎部起源

表皮毛起源

棒状珪酸体

その他

８９

２２

　

　

　

■

０７

カヤツリグサ科

樹木起源

ブナ科
モクレン科類似

その他

(海綿骨針)

植 物 産 酸 体 総 数 1702



第 2表 ⅢA区北西端における植物珪酸体の検出結果
(単位 :× 100個 /g)

分     類     群      20  25  26  27

イネ科
イネ
ヨシ属
ウシクサ族 (ス スキ属 な ど)

キ ビ属 (ヒ エ属 な ど)

ジュズダマ属
シバ属

タケ亜科
Alaタ イプ(ネ ザサ節など)       27   59   62   61
Blaタ イプ(ク マザサ属など)      136  316  158  200
Blbタ イプ(ミ ヤヨザサ節など)     82  445  224  246
B2タ イプ(メ ダケ節など)            49   41   40
その他                308  366  237  205

不明等
Aタ イプ(*ビ族類似)

Bタ イプ(同細型)

Cタ イプ(ウ シクサ族類似)

Dタ イプ(同大型)

茎部起源
地下茎部起源
表皮毛起源
棒状珪酸体
その他

20      50      26

41      61
9     168     101      44

226     544     384     309

カヤツリグサ科

樹木起源
ブナ科
モクレン科類似
その他

(海綿骨針)

植 物 珪 酸 体 総 数 788    1977    1326    1213

第 3表 仙台市、宮沢遺跡 (第30次調査)HI区北東コーナー付近における主な分類群の推定生産量
(単位:kg/m2。 cln)

19

10              21

イネ科
イネ
ヨシ属
ウシクサ族 (ス スキ属など)

キビ族 (ヒ エ属など)

タケ亜科
Alaタ イプ(ネ ザサ節など)       005  017  018  003  005  013  001      001  005  002  0_02  047
Blaタ イプ(ク マザサ属など)      009  002  005      005  015  0,05  002      038  002  004  015

0 13

分     類     群      4   7   8a  8d上   8d下   9   10   ■  12上  12下  14上   14下   15

0 81    1 42    1 10            1 46    0 79    0 18    0 42
1 31    2 18    5 21    0 90    1 79    2 11    0 74    4 54    3 46    0 95    0 91    1 67    0 77

0 43    0 09 0 30
1 76    0.85

Blbタ イプ(ミ ヤコザサ節など)     002  006  018 0 04            0 02            0 02
B2タ イプ(メ タケ節など)

(単位 :kg/だ 。m)

イネ科
イネ
ヨン属
ウンクサ族 (ス スキ属など)      018
キビ族 (ヒ エ属など)

タケ亜科
Alaタ イプ(ネ ザサ節など)       112  038  020  0_13  008  017  008  004      007  004  004  0.03
Blaタ イプ(ク マザサ属など)      046  025  043  058  018  036  061  026  002  040  039  020  055
Blbタ イプ(ミ ヤコザサ節など)     040  037  075  064  044  033  0_77  015  002  026  020  002  006
B2タ イプ(メ タケ節など)

分     類     群      16   17   18   19  20上   20下   21   25   26   27   28   29   30

0 01            0 01    0 01    0 01    0 01 001

イネ科
イネ
ヨシ属
ウシクサ族 (ス スキ属など)

キビ族 (ヒ エ属など)

タケ亜科
Alaタ イプ(ネ ザサ節など)       006  014  0_15  015
Blaタ イプ(ク マザサ属など)      030  070  035  044
Blbタ イプ(ミ ヤコザサ節など)     025  134  067  074
B2タ イプ(メ ダケ節など)           004  003  003

第 5表 富沢遺跡 (第30次調査)25層における主な分類群の検出状況
(単位 :× 100個/g)

第 4表 ⅢA区北西端における主な分類群の推定生産量
(単位 :× kg/∬・ cm)

分   類   群 20      25      26      27

分   類   群     No22 24  26  31  35  36  39  40  43  46  47  50  53  56  60
ヨシ属                               9
タケ亜科 (ネ ザサ節など)     26  8  37  4     31  17  15  84  8  8  18  26  17  8
タケ亜科 (ク マザサ属など)   427 473 539 343 378 376 479 218 578 770 316 591 649 894 447
カヤツリグサ科          9  8  9  8  8  8  9  7  47  8  38  55  17  34  17

(単位 :× 100個 /g)

分   類   群     61  64  68  72  74  77  80  83  86  89  92  95  98 100
ヨシ属
タケ亜科 (ネ ザサ節など)     14 15     20  22  44  7  20  22  37  38  7  60  38
タケ亜科 (ク マザサ属など)   278 276 147 423 226 440 275 298 537 403 723 334 272 999
カヤツリグサ科          7  7  13  7     7  30  20  7  22  46  7  8  76

322



第 6節 植物珪酸休分析

第 6表 富沢遺跡 (第30次調査)26層 における主な分類群の検出状況
(単位 :× 100個 /g)

25    70    75    96    99   112

ヨシ属
タケ亜科 (ネ ザサ節など)

タケ亜科 (ク マザサ属など)

カヤツリグサ科

第 7表 富沢遺跡26層の植物珪酸体組成

群類分
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型

科

型大 /」 ヽ
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シ 読

取

総

数F零
生
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― 緋 型
ポイント   タ ケ 型   ヒゲンヾ

型  Io IIめ  Ⅲめ  型
キビ型 ダ写墨 未分類 他

1

2

3

74

105
126

15 9
114
15 8

178     123
25 2    17 4
134     110

16 9    13 9
150     118

20 7    16 3

3  5
04 07
4    5

0 5   0 6
0    4

00 06

6     5     1   156
0 7   0 1  22 1
14     8     1   222

1 8   1 0   0_1  28 1
4     2     1   182

0 6   0 3   0 1  25 2

1)タ ケ亜科タイプ 2)非タケ亜科タイプ

各欄上段粒数,下段検出率 (%)

4)サ サ属タイプ 5)メ グケ属タイプ 3)不明

第 8表 宮沢遺跡基本土層の植物珪酸体組成
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02 12 02  51  140  00    189 00        00 03 317

4         79  340

1 2       23 2

oo o0 00  29  18 9  67    18 9 00        00    28 7
3 11  2  18  60  25     87  0

06 22 04  36  121  51     176 00        04    257
19 27  6  12  36  13     61  0 1    153 618
31 44 10  19  58  21 99 oo        02    24 8

0        151   505

08 13 03  00  03  00

23 13 05  03  03  08
14  5  3   0   0   2

37 23 05  05  05  00

47 17 12  07  05  02

12 9  5 4  4 3    0 3    0 3    0 9

80 98 30  04  04  26

50 33 15  00  02  09

113 110 18 61 03
71     30    8   16

102     29    4   13

26 2    7 4  1 0  3 3

112      35     5    17

29 9     6 8   1 0   4 3

28 2    10 2  0 5  1 4

22 0    7 1  0 5  3 2

12 6   12 6  2 0  7 7

27      73    11    10

12 6    15 8  3 2  4 8

25 9    9 4  1 5  3 7

60      11     9    12

28 0    5 1   1 4  5 6

30     80   13   31

25 50 9  5  24  4    54 2(,,2)
50 99 18  10  48  08    107 04
20   25    4      5      7      2           18    1 (  , 1.  )

11    1 (  ,  , 1)      0        111   404

28    0                 0         62   350

80 00 o0    177
8 1(i,) 0   109 301

2 7  0 3               0 0       36 2

16    4  (4,  ,  )      1        119   501

3 2  0 8               0 2       29 8

6    1 (  ,  , 1)      1        117   458

8  5  4   0   1   1     5  0
37 23 10  00  05  05     23 00
58   28   23      4      2      6 33  1( ,,1)   0    117 474  60

12 2  5 9  4 9    0 8    0 4    1 3          7 0  0 2               0 0       24 7    _____― ――

1)タ ケ亜科タイプ 2),ト タケ亜科タイプ 3)不明 4)ササ属タイプ 5)メ ダケ属タイプ 6)典型 7),F典 型

各欄上段粒数,下段検出率 (%)
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第 9表 各植物瑳酸体帯の嶋性

層序   植物珪酸体帯   植物珪酸体給源植物分類群 (イ ネ科)

11

非タケ亜科>タ ケ亜科

非タケ亜科 :イ ネ属,ヨ シ属,キ ビ亜科

(ウ シクサ族キビ族,ジ ュズダマ属)

シバ属,イ チゴツナギ亜科

タケ亜科 :メ ダケ属>ササ属

稲作時代

最も多様なイネ科値

本日

非タケ亜科>>タ ケ亜科

非タケ亜科 :ヨ シ属,キ ビ亜科 (ジ ュズ

ダマ族,キ ビ族,ウ シクサ族),シバ

属,イ チゴツナギ亜科

タケ亜科 :メ グケ属 >ササ属

最も湿性な環境

ヨシ属が優勢,タ ケ亜

科は金層準を通じ最 も

劣勢

タケ亜科>非タケ亜科

タケ亜科 :メ ダケ属 =ササ属

非タケ亜科 :キ ビ亜科 (ウ シクサ族),

イナゴツナギ亜科

ササ属からメダケ属ヘ

優占種の交替,気候は

冷涼から温暖へ変化

タケ亜科>>非タケ亜科

タケ亜科 :ササ属>>メ ダケ属

非タケ亜科 :イ チゴツナギ亜科=
キビ亜科

タケ亜科 (サ サ属)

が優勢な冷涼な時代

タケ亜科>>非タケ亜科

タケ亜科 :ササ属>>メ ダケ属

非タケ亜科 :イ チゴツナギ亜科>キ
ビ亜科

タケ亜科 (サ サ属)

イチゴツナギ亜科が優

勢な最も寒冷な時代

タケ亜科>>非タケ亜科

タケ亜科 :ササ属 >>メ ダケ属

非タケ亜科 :イ チゴツナギ亜科=キ
ビ亜科

タケ亜科 (サ サ属)が
優勢な冷涼な時代
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写真 1(杉山)富沢遺跡 (第30次調査)か ら検出された植物瑳酸体の顕微鏡写真

地 点 試料名 倍率

1 ヨシ属

2 キビ族 (ヒ エ属など)

3 ジュズダマ属

4 タケ亜科Alaタ イプ (ネ ザサ節など)

5 タケ亜科 Blaタ ィプ (ク マザサ属など)

6 タケ亜科 Blaタ ィプ (ク マザサ属など)

7 タケ亜科 Blbタ イプ (ミ ヤコザサ節など)

8 タケ亜科Blbタ イプ (ミ ヤコザサ節など)

9 タケ亜科 B2タ イプ (メ ダケ節など)

10 タケ亜科 B2タ イプ (メ ダケ節など)

11 不明Aタ イプ (キ ビ族類似 )

12 不明 Bタ イプ (キ ビ族類似,細型 )

13 不明 Cタ イプ (ウ シクサ族類似 )

14 不明Dタ イプ (ウ シクサ族類似,大型 )

15 イネ科の茎部起源

16 イネ科の茎部起源

17 イネ科の地下茎部起源

18 イネ科の地下茎部起源

19 表皮毛起源

20 表皮毛起源

21 棒状珪酸体

22 棒状珪酸体

23 棒状珪酸体

24 不明

25 不明

26 不明

27 不明

28 カヤリツグサ科

29 カヤツリグサ科

30 カヤツリグサ科

31 樹木起源Aタ イプ (モ クレン科類似 )

32 樹木起源Aタ イプ (モ クレン科類似 )

33 樹木起源

34 樹木起源

35 海綿骨針

36 海綿骨針

Ⅲ区北東  8a  400

111区北東  11  400

lII区北東  8a  400

Ⅲ区北東  11  400

111A区北西  27  400

Ⅳ区25層 鹿の糞  400

ⅢA区北西  25  400

HA区北西  27  400

ШA区北西  26  400

111A区北西  26  400

ⅢA区北西  27  400

HA区北西  27  400

Ⅲ区北東  8a  400

111区 北東  15  400

Ⅲ区北東  8d上  400

H区北東  11  400

Ш区北東  9   400

Ⅲ区北東  11  400

Ⅳ区25層 鹿の糞  400

Ⅳ区25層 比較±  400

Ⅳ区25層 鹿の糞  400

Ⅲ区北東  10  400

Ⅲ区北東  9   400

Ⅳ区25層 鹿の糞  400

Ⅳ区25層 比較±  400

ШA区北西  27  400

Ⅳ区25層 鹿の糞  400

26層上面  No25  400

26層上面  配96  400

Ⅳ区25層 比較±  400

111A区北西  26  400

皿A区北西  26  400

HIA区北西  27  400

ШA区北西  27  400

ⅢA区北西  26  400

ⅢA区北西  27  400



第 5章 自然科学的分析

写真 2(佐瀬)富沢遺跡基本土層の植物珪酸体

1～ 3:フ ァン I型 (タ ケ亜科起源), 4～12:フ ァンH型 (非タケ亜科起源)

13～17:棒状418・ 19:ポイントI型,20～22:ポイントH型,23:マ タロ

ヘアー起源進燃 24～31:タ ケ I型,32～39:タ ケ■型,40～52:キ ビ型,

53～55:ヒゲシバ型,56:イ ネ型.57～02:ウ シノケグサ型,63-68:未分類

小型避酸体,69・ 70:ヨ シ祷起源珪酸体,71:海藻状差酸体,72:針棄樹起源

荘酸体,73・ 74:シ ダ起源避酸体,75:カ ヤツリグサ科起源珪酸体,76・ 77:

起源不明

1・ 2:19層 , 3,26う 58■59,62・ 63・ 66・ 72・ 78:26層 , 4・ 11,1, 6・

40・ 43・ 46・ 47・ 49・ 51・ 54・ 60・ 65。 07'68:15月雪,  5 。10・ 41・ 42・ 48。

50,70・ 75:11膚, 6。 7・ 9。 19・ 53・ 74・ 76・ 77:12上層, 8,・ 15,18・

2830・ 33・ 34・ 37・ 57・ 61:30層 ,12・ 14・ 22・ 35・ 36・ 44・ 45・ 52・ 56・ 69:

7膚 ,13・ 17・ 20・ 24・ 25。 31・ 38・ 64:27層,21・ 27:25層,23・ 32,39・

71:16膚―,55:12下撮雪
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第 7節 虫および珪藻化石から推定される富沢遺跡の

環境変遷

愛知県埋蔵文化財センター 森 勇一 。伊藤 隆彦

I.は じめに

昆虫は生物の中で最も多い種類数を誇り、多様な環境に棲み分けている。さらに、死後の移動が少ないことなど

遺跡周辺の狭い地域の古環境の復元に有効である。筆者は、これまでに愛知県内外の遺跡の調査を通じて多くの昆

虫化石を抽出し、古環境復元に役立つ指標性昆虫の特定と分析を実施してきた (森 :1988a,森 :1988b,森 1989,

森・伊藤 :1989a,森 。伊藤 :1989b,森 :1990,森・伊藤 。中村 :1990)。

また、珪藻は珪酸質の被殻を有し、堆積物中によく保存される。種によって明瞭な棲み分けがみられることから

遺跡をめぐる水域環境の復元に重要な役割を果たす。今回はこれらの分析を併せて実施し、富沢遺跡周辺の古環境

の変遷について考察する。

H.分析方法

A.昆 虫

第30次調査Ⅲ区・Ⅳ区間東壁の基本土層のブロックサンプル (4～ 30層)か ら、主にブロック割 り法によって検

出した昆虫化石265点、旧石器時代の上層 (25・ 26。 27層)中より整理作業の過程で水洗選別された昆虫化石76点の

計341点 について、実体顕微鏡下でクリーエングののち、種の同定を行った。標本はカビと乾燥を防ぐため、50%の

エチルアルコールに浸した脱脂綿で上下をおおってプラスチックケースに収納した。同時に実物スケッチと写真撮

影を行った。また、古環境を推定するうえで重要なネクイハムシ類については電子顕微鏡下で細部の観察と写真撮

影を実施した。

なおブロックサンプルについては、あらかじめ重量を測定したうえで試料 l kgあ たりの昆虫化石数を算出した。

B.瑳 藻

昆虫化石と同様、Ⅲ区・IV区間の東壁から得られた基本土層のブロックサンプル (4～ 30層)よ り、上部・下部

のそれぞれ 2試料ずつ計52試料を採取し、うち26試料について分析した。検鏡は1000倍 の光学顕微鏡を使用し、各

試料 とも200個 の珪藻殻を同定した。また、珪藻殻 と植物珪酸体の算定にあたっては、400倍で複数枚のプレパラー

ト中の 8走査線以上を検鏡し、鏡下に出現した殻数 と試料の希釈率から珪藻殻数および値物珪酸体数を算出した。

珪藻の分類 と生態的特性などは、Hustedt(1930,1927～ 1966),Krammer and Lange― Bertalot(1986・ 1988),

Hendey(1964)な どによった。

III.昆虫および珪藻化石群集

A.昆 虫

昆虫化石のリス トを第 1表に、昆虫化石の顕微鏡写真を写真 1・ 写真 2に、また主な昆虫化石のスケッチを第 1

図に示した。昆虫化石は、25～27層、11～12層、 8層の 3層準中より多 く発見された (第 2図 )。

26層 をはさんで25層および27層 (い わゆる旧石器層準)よ り産した昆虫化石は計74点であった。地表性歩行虫で

あるゴミムシ科 (17点 )の多産 と、ルリバネナガハムシ (2点)を はじめとしたハムシ科12点、キンスジヨガネ (2

点)・ スジヨガネ(1点 )を はじめとしたコガネムシ科 6点など、草本や樹木の葉を食害する食葉性昆虫の多産によっ

昆

古
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て特徴づけられる。ほかに湿地帯に生息するオオミズクサハムシ、シラハタミズクサハムシ各 1点ずつ、および水

生昆虫のヒメゲンゴロウ亜科 6点などを産した。27層 の l kgあた りの昆虫化石数は1.5個、26層では 8.5個であった。

11～12層では湿原域を好むネクイハムシ類を多 く産 した。ォォ ミズクサハムシ (13点 )に、ヒラタネクイハムシ

(2点 )が伴われる。なお、オォミズクサハムシは、分類学的にはエゾオオミズクサハムシに同定されるべきもの

である。他にセマルガムシ、コツブゲンゴロウなどの水生昆虫 7点、オナガカツオゾウムシ、クチブ トコメツキと

いつた食植性昆虫を産 した。ハムシ科およびコガネムシ科などの食葉性昆虫群はまったく発見されなかった。12層

下半部の l kgあた りの昆虫化石数は22.2個 、12層上半部では47.0個 と多産 し、■層でも30.8個 であった。

8層では11～ 12層 同様、オオミズクサハムシ (14点 )を多産したが、ヒラタネクイハムシは伴われていない。ゴ

ミムシ科に属する昆虫 7点に加えて、食糞性昆虫のオオセンチコガネ (2点 )・ エンマコガネ属 (2点 )、 およびハ

ネカクシ科 (2点)を産 した。8d層下半部の l kgあ たりの昆虫化石数は11.9個 、8d層上半部では43.5個、8a層では

12.6個 であった。

なお、第 1表に記した昆虫化石のうち種まで同定できた昆虫について、宮城県内における現生および遺跡産の採

集・確認記録があるものを、文献名 (後記)。 採集地 とともに以下に列記する。

ヒメゲンゴロウ (保谷 :1989,名 取市 :渡部 :1989,伊具郡丸森町)、 コシマゲンゴロウ (保谷 :1989,名取市 ;

渡部 :1989,丸森町)、 シジミガムシ (渡部 :1989,丸森町)、 ヒラタネクイハムシ (斎藤 :1989,黒川郡大和町ほ

第 1表 富沢遺跡から発見された昆虫化石リス ト

生  態 種 名
層 準

28層 27層 26 層 25層 14層 12 層 H 層 10層 8層 層準不明

水

生

食

　

肉

　

性

ゲンゴロウ科 DYTISIDAE
ヒメゲンゴロウ亜科 COLYMBETINAE
ヒメゲンゴロウ R/Pr″ FFvs,ク ′υ?わS婚 (Stephens)

コツブゲンゴロウ 川勇″婚′ψο″之パ Sharp

コシマゲンゴロウ ,つ力Jrrard酔 物夕ね埒 (Germar)

1

6

M/1

W2Tl Al

Wl Hl

食

　

　

植

　

　

性

ガムシ科 HYDROPHILIDAE
セマルガムシ Cο?ん sヵヮ,効 ワ (Walker)

シジミガムシ Lαεω房塔 bσ諺″Sharp

¶「1

ｌ

Ｗ W3Pl
３

Ｗ

Ｗ

ネクイハムシ亜科 DONACHNAE
ネクイハムシ属 功 ″π力 sp

ヒラタネクイハムシ つ カカ絃ゲKimOtO

ミズクサハムシ属 Я″物″,燃 sp

々至〉不穿て多少挙′仏 g密
螢 争

除 Cacobの

シラハタミズクサハムシ Psカケ翅77z筋ぢKimoto Bユ

5

B2

2

V5P2
Hl B2

２
　
　
　
　
Ｗ

５

　

　

　

ｌ

Ｐ３

Ｂ２

Ｗ３
Ｈ５

地

表

性

食
薬
性

オオセンチコガネ Gσοttψゐ ,″々膨S MOtS
エンマコガネ属 0″励ψtt Sp

Ｗ

２

食
　
　
　
肉

　
　
　

性

ホソエンマムン科 肘

"″

ケ熔 sp

ゴミムシ科 HARPALIDAE
トックリゴミムシ族 Oodini

アオゴミムシ属 働筋2ガ公 sp

ヒメキベリアオゴミムシ G ttψS Chaudoir

クリイロコミズキワゴムシ 駒ひゎ″惚″ ″ MotS

ナガゴミムシ属 PrFtts肱 塔 sp

ハネカクシ科 STAPHYLIDAE
スナゴミムシダマシ属 Gο″οじψ協蕨 sp

2

2

1

2 1 2

1

1

3

W3

1 ４

ｌ

　

　

Ｗ

ｌ

２

ｌ

Ｈ
　
　
　
　
　
　
ｌ

陸

生

尖
　
　
　
植
　
　
　
性

ハムシ季キCHRYSOMELIDAE
ルリバネナガハムシ をかお ¢οσ物彦ヵ?%%蓉 Weise

ゾウムシ科 CURCULIONIDAE
オ ナ ガ カ ツ オ ゾ ウ ム シ L疵閤 ″″塑 2FVS Kono

クチプトコメツキ 駁修s蓉 ヮ塔じクJtt Candeze

７

Ｗ

２

２

Ｗ

Ｗ２

Ｐ・

1 1

ウスチャコがネ P/2」 ′ヵ″rt確 滋クο苓,VVaterhous

クロコガネ 汀ο肪万肋力 力々r9夕%sA Brenske

ヒメコがネ?4ηο瘤,力 ″ヵじ″/,,MOtS

サクラコガネ?4紡 力″α Har。 ld

スジヨガネ ν物望力 /2s″骸″委 Mots

キンスジコガネ ″ 力οんo効2(Fabicius)

M「 1

Ｗ

Ｖ

ＰＷ

Wユ

W」

不明および未同定種 2 5 3 2

計 2 3 1 11

昆虫化石数 (個/1fg) 5 ユ 9 25 3

種まで同定できたものについては部位を示した。
w― rTI翅  P一前胸背板 H―頭部
T― 胸部 A一腹部 B―一体分
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1 ヒラタネクイハムシ Dο2cc,α んげクヶαサ宮i胸背板 12層 下層

2 オ オ ミズ ク サ ハ ム シ PJαヶ99卯 αTjS CO■ sι T,cι tcο Jんs前 胸 背 板  12層

3 オ オ ミズ クサ ハ ム シ PJαι927Jα ttS cο■s,売cJJcoど んsイ甜 辺  12屑 下層

4 ウスチャコガネ PttJJο ρ9年とんαじル9Tsα 右綸辺 27層

5 ヒメゲンゴロウ亜科の一種 COLYMBETINAE左 精剋 26層

6 ヒメゲンゴロウEBI科 の一種 COLYMBETINAE胸 部・陵部 26屑

7 キ ンスジコガネ 〃j婢 ,α んοどοs9″ ,c9α 左軸辺 26層

8 オオセ ンチコガネ G91ι″η9Sα″αι2G右斡辺 8層  (ス ケールは l mm)

か ;渡部 :1989,加美郡小野田町 ;梅津 :1975,仙台市富沢遺跡・弥生時代など9点 )、 エゾオオミズクサハムシ(斎

藤 :1989,柴田郡村田町ほか ,梅津 :1975,仙台市富沢遺跡・弥生時代など 168点 <ただし分析結果ではオオミズ

クサハムシ>)、 シラハタミズクサハムシ (斎藤 :1989,丸森町)、 オオセンチコガネ (渡部 :1989,刈 田郡蔵王町

ほか)、 ヒメキベリアオゴミムシ (保谷 :1989,名 取市 ;渡部 :1989,丸森町ほか)、 ルリバネナガハムシ (渡部 :

1989,柴田郡川崎町ほか)、 クチブ トコメツキ (渡部 :1989,丸森町ほか)、 ウスチャコガネ (渡部 :1989;仙 台市

国見峠)、 クロコガネ (渡部 :1989,蔵王町)、 ヒメコガネ (渡部 :1989,丸森町ほか)、 サクラコガネ (渡部 :1989,

丸森町ほか)、 スジヨガネ (渡部 :1989,丸森町ほか)、 キンスジヨガネ (渡部 :1989,蔵王町ほか)。

次に出現した主な種の特徴および生態について述べる。なお、ネクイハムシの生態等については、野尻湖昆虫グ

ループ (1985)に よった。

(1)ヒ ラタネクイハムシ   Dο ttαοカ カ励陶ケKimOt0 12層

左右輪翅 長さ 6.24ull 幅 1.61Mll (写真 2-1)

弱い緑色光沢を有する暗銅色。輪翅上面の点刻は円形で、点刻列はやや蛇行する。点刻にともなうシワは横方向

に強 く、斜めにも延びる。翅端部は直線状に小さく切断される。これらの特徴および大型種であることにより本種

に同定される。

332

第 1図  昆虫化石スケッチ
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本種は、亜寒帯～冷温帯に分布域を持ち、現在では、北海道と東北～中部地方の山地帯にみられ、岐阜県天生湿

原を西限としている。幼虫、成虫ともに湿地帯のスゲ群落に多い食植性の水生昆虫である。

(2)オオミズクサハムシ   Pテ 2″2物α%s εOηSⅣi�CO′燃 (Jacoby)27層

前胸背板 長さ1.8Hlll 幅1.61Hll (写真 1-9)

やや紫を帯びた黒色で光沢を有する。背面は全体に滑らかで、前縁部に点刻を多 くそなえる。前側隆起が発達し、

亜基部襟帯は明瞭である。中央縦濤は前半部で深 く中央部で不明瞭となる。

本種はさらにチュウゴクオオミズクサハムシ・ トヤマオオミズクサハムシ・ シナノオオミズクサハムシ・エゾオ

オ ミズクサハムシの 4亜種 に分類 されるが、本標本 は、中央縦濤の特徴などか らエゾオオ ミズクサハムシ

(Pカルタ吻αtt ιο%sttθ ttο」除 εο%sttο励〃か であると考えられる。

エゾオオミズクサハムシは、北海道南部 と東北地方に分布し、ヨシ・ ミズバショウの群落や、ハンノキ類の見ら

れる湿原のスゲ群落に生息する。ヒラタネクイハムシ同様、食植性の水生昆虫である。

(3)オオミズクサハムシ   司肪効%αtt εο%s力万οttο′燃 (Jacoby)12層下層

右輪翅 長さ5.61ndl 幅 1,91nlll (写 真 2-5)

黒色で、弱い青紫色光沢を有する。会合部にねじれ上反部を有することからミズクサハムシ属に分類できる。さ

らに鞘麺上面の点刻にともなうシフが浅いこと、翅幅1.9almと 大型であることから本種に同定される。輪翅のみでの

亜種の分類は困難であるが、同時に出土した前胸背板の特徴からエゾオオミズクサハムシに同定される可能性が高

い。電子顕微鏡下では、点刻に伴うしわは浅 く広い。点刻列は小さく浅い濤状を呈する。

(4)オオセンチコガネ   Gω ″妙容 αク紹励d Mots.8層

右輪麺下半部 長さ7.8141n 幅 7.2nlm  (写真 1-7・ 第 1図 -8)

緑色を帯びた鮮やかな青藍色で、強い金属光沢を有する。輪翅側縁は上反し濤状を呈する。センチコガネに似る

が、本標本が鮮やかな色を呈すること、点刻が条濤から強 くはみ出さないことなど、現生標本の特徴から本種に同

定した。

本種は主に山地に生息し、牛馬をはじめ大型車食獣の糞を好む食糞性昆虫の仲間である。人糞にも来る。

(5)ス ジヨガネ   ν物兜力 ″s″θιゎ杏 MOtS 26層

右鞘翅 長さ12.6mm 幅5.31mll  (写 真 1-1)

緑色で弱い光沢を有する。輪翅の縦方向の隆条は 4条認められ、各間室には大きさ・形の異なる不規則な点刻を

密にそなえる。近似種のオオスジヨガネとは、輪翅の光沢が弱いこと、点刻を密にそなえることにより区別される。

本種は、主にスギ・ ヒノキをはじめ針棄樹の葉を好んで食べる食棄性昆虫である。

(6)キ ンスジヨガネ   ν物斃物 力οわsιηεια (Fabricius) 26層

左輪翅下半部 長さ5.811ull 幅4.8mm  (写真 1-2・ 第 1図-7)

緑色の金属光沢を呈し、全体に形の不規則な大型の点刻を密布する。会合部側 3分の 1付近に縦方向の隆条がわ

ずかに認められる。

本種は主に北日本の山地帯に分布し、針葉樹を食害する。食棄性昆虫である。

(7)ヒ メゲンゴロウ亜科の一種 ?   COLYMBETINAE 第26層

左輪翅・後胸腹板・腹部腹板 輪翅の長さ9.Olmn 幅3.llnlll (第 1図 -5・ 6)

輪翅は黒色不透明で、弱い光沢を有する。上面は平滑で弱い点刻を 3列そなえる、高倍率下では全面に網目状の

印刻が観察できる。後胸腹板、腹部腹板 ともに黒色である。後基節突起の形状からゲンゴロウ科の一種であること

がわかる。しかし、輪翅が黒色不透明であること、後基節突起の形状が異なることから現生標本および、文献類の

記載には該当種がなく、ヒメゲンゴロウ亜科の一種 と同定するにとどまった。食肉性の水生昆虫の仲間である。
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4～ 30層より産 した進漠化石の I ス

名学 pH  CURR ECOL  α 1   2   3   4   5   6   7   8   9   10  11  12  13  14  15  16  17  18  19  20  21  22  23  24  25  26 計
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学 pH  CURR ECOL  CI 計
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名 pH  CURR ttOL  CI 1   2   3   4   5   0   7   8   9  10  11  12  13  14  15  16  17  18  19  20  21  22  23  24  25  26 計
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励確lta v肋諺

22″
"彦

滋 π″ω 滋?施

P12″
"彦

″αゅ 強″ν滋滋

22″
"″

力 b9%¢ ハ

Albi  Liph  Bent  lnd

hd  lnd  Bent lnd

Acph  ?   ?   ?

Ind    lnd    Bent  〔nd

3

10 5 5 19 10 6 4 4   2 1       6 1     1   1   1     1

107

″%ηχ″病α ψttz,ハ

声″″夕″施 力期 塔

P助猪
“
″滋 カフィ辟″拡弱協α

疑 ph hd  Bent  ?

Acph lnd  Bent  lnd

Acph lnd  Bent  lnd

Acph lnd  Bent  lnd

Acph lnd  Bent hd

,″″
"彦

滋 すう″

Pr2,夕 肱万,ル協ゆ形″

Pt2″″″お,力″″″滋

Pr22"″施 ″ガο/

Acph hd  Bent lnd

Acph Libi  Bent hd

lnd    lnd    Bent   lnd

Acph lnd  Bent  lnd

2 4     1                6 3   5 5 4 2 5 0 9 7

2   5  11  14   2                                      2   2   2   3   1   6  12   1  12   2   2

43

p″″
"協

″ρ″。榜ハ

p″″ИrFガα ηθ,osa

Я″2%ぢ励 sヵ″αψ 力ο密

,″孵z協滋 s"うゅ
'″

滋

Acph hd  Bent hd

lnd  R―ph Bcnt  lnd

Acph lnd  Bent  lnd

hd  LIbi  Bcnt  IIId

3

17  10   8  11   1       2   2        1               9o  45  20   2  46  52  53  16  50  12  11  12

9

触 ,滋力滋 すう滋

■力ο″わ崩α rrJb虎 ″カ

■力卵 わ訪α″盗解J4/s

S協留η″禿 α骸肱

S滋
"々

ヵ,`,ηε″G

Alph lnd  E∬ p Haph

Alph lnd  Epip Meha

Alph lnd  Epip Haph

lnd    lnd    Bent   lnd

1   4       1                       1               1  17  18  25   9  21  10  29  29  16  18  13

35

129

sra夕ヵ兜,`″ 41″ ″

骸 И々 2あ ″励切ルれ助 免

S″
"Ю

%餐 s″ヶ協″

S″方彦″響 ″

骸虚 1″ θ物望ηs

Ind  hd  Bent  lnd

lnd  lnd  Bent ind

hd  R― ph Bent  lnd

Alph  lnd  Bent  lnd

lnd    lnd    Bent   lnd

2   1   2   4               1   1                         lo       5  15   1   7   9   3  16   6

3

132

133

dzガ蒻力励盟″蓉

Szrガ″′諺ο″滋

Szrガκ励 修′ρク

勤 Ztt z″ρ埒

働η″″ ″協α

Alph  lnd  Bent  Haph

?     ?    Bent   ?

Ind  titt EDip lnd

Alph lnd  Epip [nd 2 2 3   1 3 1                 1 4   7 6     1 13 6 8
136 η″rr2滋 ″%離α諺

角諺陸滋 アο¢″わ磁

や物γ施 ′πttr2s

効αrFss溢 ヵ spp

Aωh lnd  Epip Hpho

lnd  lnd  ttip lnd

Alph Liph Eplp lnd

Euha

4   2   4   3   8  23

TOTAL 00200155200200200 12 15 9 39 58 8 3 5200200200200200200200200200200200200

生態値凡例

pH(pH SDeCtra)

Albi AlkanbiOndc forns

(真アルカリ性種)

Alph i AlkanphmOus fOrms

(好アルカリ性種)

(不定牲種)

Acph i Acidoph� ous forms

(好酸仕種)

Acbi:Acidobiontic Foans

(真酸tFe)

?   : Unknown

(不明種)

水流性 (Current spectra)

Libi:Limnobiontic foms

(真止水性種)

Llph:五mnOphnods fOms

(好止水性種)

hd I Indfferent Foms

(不定博睡)

R ph:R leophnous fOalls

(好流水性種)

(真流水性種)

?  : Unknown

(不明種)

生態性 (EcO10gン )

Bent i Benthonic Forms

(底生種)

Epip:Epiphytic fonms

(付着

“

筐)

(浮遊生種)

?  : Unknown
(不明種)
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塩分 (Halobion spectra)

Euha:Euhalobous forrs

(真塩性種)

Mcha:Mesoれ alobous foms

(中塩曽箇)

Hapあ :Halophilous foms

(好塩性種)

Ind:Indirerent Forms

(不定性種)

Hpho:H』 Ophobous foms

(嫌塩博働

?   : UnknOwn

(不明種)
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B.珪藻化石

今回の分析 (4～ 30層)で得られた珪藻化石は、32属 139種 (14変種を含む)計3734個体であった。そのリスト

を第 2表に、生態値の百分率と出現頻度等を主要昆虫化石 とともに第 2図に示した。また、主な珪藻化石の顕微鏡

写真を写真 3・ 写真 4に示した。

珪藻化石の群集組成は、全体にpHに ついては真～好酸性種が多 く、水流性については不定性からやや好止水性に

傾いた群集組成 とみなすことができる。

また、珪藻の生態性では、底生および付着生の種群で大部分が占められ、塩分に対する適応性では嫌塩性種の出

現率が高い。

珪藻の含有殻数は平均8.0× 105個/gで、15～20層 の砂質部をのぞけば比較的多いといえる。次に主な地層ごとの

珪藻化石群集の特徴について述べる。

(1)25～ 27層 (試料 4・ 5・ 6)

好酸性 。付着生のう″0協 属 (26%)、 同じく好酸性・付着生の 2%%クル%α 属 (23%)の種群を多く産した。好

酸性～不定性で、付着生種の Tttι JJp力α虎%ιS婉物,aガ 00θクんsα は試料 4(27層 )で6.5%、 試料 5(26層)で 4%、

試料 6(25層 )で急増し42%に達するようになる。これら2種は、池沼や湖の湖岸付近の挺水植物や沈水植物に付

着して生活する種群である。また、Я物滋sθカカαηクカ,opSや F″%ηク励%α うοttαηsな ど、水分のほとんどないところ

でも生活できる好気性の「陸生産藻」が試料 4で31%、 試料 5で21%、 試料 6で13%と 高率で出現したことは当時

の古環境を考えるうえで重要である。珪藻の含有殻数は平均2.4× 106ィ回/gで、きわめて多い。

(2)15～ 20層 (試料 8・ 9。 10・ 11・ 12・ 13・ 14)

珪藻殻が大変少なく、発見される珪藻化石は二次化石 (誘導化石)でほとんどが占められる。20層中にバブルウォー

ル型の火山ガラス片が多数認められた。

(3)14層 (試料15。 16)

Dttο励 属 (35%)お よびμ%%筋力ηα属 (24%)の種群の出現率が高い。なかでも好酸性 。水流不定性種で陸生

珪藻 としても知られる Dttο婉 少紹ι夕婢ル (19%)、 pH・ 水流性 ともに不定性種の Fttη %励狗αυケη″ケs(19%)の 2

種が優占し、出現種数の乏しい単純な群集組成を示す。珪藻の含有殻数も少ない (平均3.7× 105個 /g)。

(4)12層 (試料17・ 18)

好酸性・付着生種の のヮうι協 穆 紹 (平均43%)が優占種 として出現する。Dttθ厖 属の出現率も高い。珪藻の

含有殻数は平均4.9× 105個/gである。陸生産藻はまったく見られない。なお、この層準下位の14層では植物珪酸体

の含有率がもっとも増加する (7.8× 106個 /g)。

(5)8層 (試料22・ 23・ 24)

2η勿ク協狗α属、N力んク励属、Nct'挽η 属などの底生種の出現率が高い。E"%ο婉 属、の
“
うιι力属などの付着生の

種群 も認められた。また、水田層中に多 く認められる買力ψα競湯 夕うιι紹励や 働%″筋 筋励α,ハウυケε筋励発″ι%SA,

N残賜 %ゲカプたなども,ヒ較的多 く見られた。

Ⅳ.古 環 境

昆虫および珪藻化石の群集組成の特徴から推定される主要層準の古環境について述べる。

旧石器時代 (25～ 27層 )

25～27層の時期はシラハタミズクサハムシ・エゾオォミズクサハムシなどのネクイハムシ類の出現、ヒメゲンゴ

ロウ亜科やセマルガムシなどの水生昆虫、および食葉性昆虫の産出で特徴づけられる。その結果、本立に囲まれた

水深の浅い池沼ないし湿地帯が存在したことが考えられる。水辺には、スゲやヨシ・マコモなどの挺水植物が茂っ
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ていた。そのことは、ネクイハムシ類や水生昆虫の存在、および挺水植物等に付着して生活する 免 うιJ励吻 ヵ%ιs‐

妨 ″・Tガοεοπん能 などの珪藻化石の多産によって推定される。なお、食葉性昆虫のなかに針葉樹の葉を好んで食

べるキンスジヨガネやスジヨガネが発見されることより、木立の中には少なくとも針葉樹が混じっていたことは確

実であろう。

ゴミムシ科および陸生珪藻の多産、さらに未同定の昆虫化石の中にはキクイゾウムシに分類される種群が多 く認

められることから、旧石器時代の頃には倒木や朽木の横たわる湿潤な地表面が存在し、発掘区の中央部付近には浅

い湿地帯が広がっていたことが昆虫および珪藻分析によって復元される。

弥生時代中期の頃 (11～ 12層 )

オオミズクサハムシ・ ヒラタネクイハムシをはじめネクイハムシの仲間、およびセマルガムシ・ コツブゲンゴロ

ウなどの水生昆虫が多 く発見された。珪藻化石では好酸性 。付着生種の ウ %うιtt αψι紹 が優占種として出現 した。

その結果、水面の開けた清澄な止水域が存在したことが推定される。昆虫化石群集に食葉性昆虫をまった く含 まな

いことより、池沼の周囲には本々が少なく、比較的水深のある沼沢地や湿地帯が富沢遺跡周辺に展開していたこと

が考えられる。

弥生時代以降 (8層 )

水生昆虫に加えて、オオセンチコガネ 。エンマコガネ属などの食糞性昆虫、食肉ないしは雑食性のゴミムシ科の

昆虫が多数発見された。珪藻化石では底生の種群が多 く見いだされ、水深が浅 くて富栄養の上水域 (お そらく水田)

が存在したことが昆虫および珪藻化石の分析結果より推定される。
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写真 1 富沢遺跡から産 した昆虫化石の顕微鏡写真

1.ス ジコガネ ν物兜協 友剌πι妙盗 MOtS.

右輪翅 長さ12.6mm 26層

2.キ ンスジヨガネ "物修カ カ0乃影″♂効 (Fabriciu0

左輪翅下半部 長さ5。 8nlm 26層

3. ウスチャコガネ =拗′物″力物 ″ゲυ″磁 Waterhouse

右輪翅 長さ5.3mm 27層
4.ル リバネナガハムシ L力ιtt ω2物診妙%ηたWeise

左輪翅 長さ6.2血m 27層
5. シラハタミズタサハムシ 物 物,お 勁 紹力″ゲKimOto

左右鞘翅 長さ6.5mm 26層
6。 オナガカツオゾウムシ Lカハ 物0カ〃,%熔 Kono

右輪翅 長さ■.Omm 12層
7.オオセンチヨガネ Gヮο激妙査 α%筋嫁 Mots.

右輪翅下半部 長さ7.3mm 8層
8.オ オミズクサハムシ PJF″疹 ω熔カカ″ω燃 (Jacoby)

頭部 長さ1.8mm 8層
9.オオミズクサハムシ P】α″%夕協ぬ ω%sttc肱o′′ケs(Jacoby)

前胸背板 長さ1.8mm 27層

写真 2 富沢遺跡産のネクイハムンの顕微鏡写真

1`ヒ ラタネクイハムシ D9%減 力物ηケKimoto

左右輪翅 長さ6.2�m 12層
2.ヒ ラタネクイハムシ DO%π筋 力勿紹,Kimoto

一体分 輪翅の長さ6.OHIm 12層

3.オオミズクサハムシ ヨアクル%物タム ιο熔″ιttθO′燃 (Jacoby)

左右輪翅・前胸背板 輪翅の長さ5。 lmm 12層
〈電子顕微鏡写真〉

4.ヒ ラタネクイハムシ つ
"筋

σカ カサ
"9ゲ

Kimoto

左輪翅 a:約 45倍 b:約 90倍 C:約 160倍

5。 オオミズクサハムシ Pテα″%%α夕盗 ω%S肋崩力″ぬ (Jacoby)

右輪翅 a:約 15倍 b:約 40倍 C:約 90倍
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仙台市富沢遺跡から産 した瑳藻化石

写真 3

1.″θわs力∽α効うな%α (Grun.)O Muller(pH不定 。好止水・浮遊生)

2.Z♂みstt α物効勲α(Grun.)O.Muller(pH不定 。好止水・浮遊生)

3.働εωηιぬ少力θιη励力 Var.ι悠抄力 (Ehrenberg)(好アルカリ・水流不定 。付着生)

4.砂ゲ励ι%彦 z乃紹 (Ehr.)Kむ tzing(好 アルカリ・水流不定・付着生)

5。 Nttscカ カ gηηク励力 Grunow(海生/二次化石)

6.⑫陶うι協 初妙力
'卵

 (Kitz)Cleve(pH不 定・水流不定・付着生)

7.9%うι肋 餞ψtt Kitzing(好アルカリ。水流不定・付着生)

8。 ●吻う冴力物励%力 Rabenhorst(pH不 定 。好流水・付着生)

9.⑫ηうι協 物励%力 Rabenhorst(pH不 定・好流水・付着生)

10。 ●%うιtt μπゲ殊 (Rabh)Cleve(pH不定・好止水・付着生)

11.の物う冴力 %,υん
"ヵ

解 港Auerswald(pH不 定 。水流不定 。付着生)

12.⑫吻う2腸 ″働   (Greg.)Cleve(真 アルカリ・真止水・付着生)

13.■力ψα力励α多うう¢物励 (Ehr)O.Mこ ller(好アルカリ・水流不定・付着生)

14.4物″θtt ο%ぬ var.″,)切 (Ehr)Cleve(好 アルカリ・水流不定・底生)

15。

'テ

η%%力滋 妙″笏施%物″ (Agarh)Cleve(好酸′
陛・水流不定・底生)

16.2%%ク協″α″兜響οηtts″″α(Grun.)Cleve(好 酸性・水流不定・底生)

17.2η2ク励物 的物所妙力οη Grunow(好酸性・水流不定 。底生)

18。 22η %協滋 力ι物ゎ″紹 (Kdtz)Cleve(好酸性・真止水・底生)

19.2勿勿クル物 υゲゑ瀦 (Nitz。 )Ehrenberg(pH不 定・水流不定 。底生)

20.2%″傷励滋 滋″解妙ヵ w.Smith(pH不定・水流不定 。底生)

21。 2ηη%物滋 g乃う,Ehrenberg(好 酸性・水流不定・底生)

22.2勿勿ク協滋 αθ拓ぃ,力α¢滋 BrёbissOn(pH不 定 。水流不定・ 底生 )

23.2%ηク励物 物ヵ ″(Kdtz.)cleve(好酸性・水流不定 。底生)

写真 4

1.D″οtt απtt Ehrenberg(好酸性 。水流不定 。付着生)

2.Dttο賜 ″θ蕨ク施 Var。 物励ο″(Kこtz)Rabenhorsrt(好酸性・水流不定 。付着生)

3.D"ο協 夕ηθ夕″力 Ehrenberg(好 酸性・水流不定・付着生)

4.Dttο協 少紹ι夕″力 Ehrenberg(好 酸性・水流不定 。付着生)

5。 Dttο厖 少ψゲ肋 Ehrenberg(好 酸性・水流不定・付着生)

6.Dttο 婉 陶う熔″ Ralfs(好酸性・水流不定・付着生)

7.Dttο 厖 励ηαお (Ehr.)Grunow(好 酸性・水流不定 。付着生)

8.F盗物協 力ο効うοゲあιs(Ehr.)de Toni(好酸性・好止水・付着生)

9.Fps励協 υ躯留お Thwaites(pH不 定・水流不定・付着生)

10.川みん筋協 力ιク密v%α Kit2ing(pH不定・水流不定・底生)

11.ハ吻蕨 吻 ゲカ″ぬ (Ehr)Cleve(pH不 定 。好止水・底生)

12.対肋ゲ能物 ¢をゲηιηSぬ (Greg)Ralfs(好 アルカリ・真流水・底生)

13.川みん%力 っJt7乾%力 Ehrellberg(pH不 定・水流不定 。底生)

14.免う励肋力 虎η盗婉″ (Lyngb)Kこtzing(好酸性 。水流不定 。付着生)

15。 助 b冴力物 ヵ%盗焼 筋 (Lyngb.)K� tzing(好酸性・水流不定 。付着生)

16.働婢 力ο%ιttα α協物 紘 物 var.εO約物α力 (Ehr.)W,Smih(pH不定・好止水・付着生)

17.Gο%ψ力οηιttα 卵 励物 (Kutz)Rabenhorst(好 アルカリ・水流不定 。付着生)

18. 罰物陶%ιぬα%∽S Ehrenberg(pHラド定 。/k流不定 。底/L)                     .
19。 S″ク知ηι港 力́οιカルη″知η Ehrenberg(pH不 定・水流不定・底生)

20.Nttvカ カ οttM W.smith(好アルカリ・不明・底生)

21.p%%%協励 ぅ
"効

施 Ehrellberg(pH不 定・底生/陸生)

22.河勿ηクカ滋 s%うε妙捻″ Gregory(pH不 定・底生/陸生)

23.対肋ゲ協力 物%″じα Kitら ing(pH不定・底生/陸生)

24.FrFη ttιヵヵ
"″

め
'0つ

S(Ehr.)Grunow(好 アルカリ・底生/陸生)

25.ユ物力vカカα物,カゲοりS(Ehr.)Grunow(好 アルカリ・底生/陸生)

(バースケールは10μ m)
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写真 3 珪藻化石の顕微鏡写真 (1)
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写真 4 珪藻化石の顕微鏡写真 (2)
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第 8節 珪藻分析から復元される旧石器時代の地表環境

愛知県埋蔵文化財センター  森 勇一

|.は じめに

珪藻は、10～ 100μ mの単細胞の植物プランクトンである。地球上の水のある場所のあらゆる環境に生息し、pHや

塩分濃度だけでなく、流水や止水などの水域環境によって棲み分けている。またその生態についても、浮遊生活を

するものから付着生の種群、底生種、それに通常は水分のほとんど存在しない水溜 りや湿岩上などに生活するもの

がいるなど多岐にわたっている。

珪藻はおもに三分裂によって増殖し、そのうえ、体全体が珪酸質の丈夫な殻で覆われているので、死後土中に埋

もれたままよく保存される。そのため、遺跡の立地や遺跡をとりまく水域環境の復元に、示相化石として重要な役

割を果たす。筆者は、愛知県を中心に遺跡の発掘調査にあたって、遺跡基盤層や遺物包含層中より珪藻遺骸を抽出

し、古環境復元に役立ててきた (森 :1989、 森・伊藤 :1989a、 森・伊藤 :1989b、 森。伊藤 :1990a、 森・伊藤 :1990

b、 森 :1991)。

本論では、こうした珪藻のもつ生態的特性に昆虫分析の成果を併せ、旧石器時代における富沢遺跡の地表環境に

ついて一資料を提供しようとするものである。

‖.分析方法

1.珪 藻

発掘の過程で採取された分析サンプル 204試料のうちから、旧石器時代層準 (26層 )の平面サンプルより64試料

(Aサ ンプル)、 およびその直上の25層の平面サンプルより60試料 (Bサ ンプル)の計124試料について分析した。

試料の分析にあたって、乾燥重量 lgを トールビーカーにとり、過酸化水素水 (35%)を加えて煮沸し、有機物の

分解 と粒子の分散を行った。岩片除去ののち、水洗を4～ 5回 くり返しながら、同時に比重選別を行った。分離し

た試料を希釈し、マウントメディア (和光純薬製)にて封入した。

検鏡は1000倍 の光学顕微鏡を使用し、各試料 とも200個 の珪藻殻を同定した。しかし、試料中に含まれる珪藻殻が

極端に少ない場合は、200個に達 しなくても検鏡を打ち切った。また、珪藻殻の算定は、400倍で複数枚のプレパラー

ト中の 8走査線以上を検鏡し、鏡下に出現した殻数と試料の希釈率から算出した。

珪藻の分類 と生態的特
′
陛については、主にKrammer and Lange‐ Bertalot(1986・ 1988),CholnOky(1968),イ ヽ

杉 (1986), Schoeman(1973), Patrick and Reimer(1966・ 1975), Hendey(1964), Hustedt(1930, 1937～ 1938,

1927～ 1966)な どによった。

2.昆 虫

富沢遺跡における整理・発掘作業の過程で、土層中より発見された昆虫化石について、実体顕微鏡下でクリーニ

ングののち、同定を行った。また、あらかじめ計画的に採取されたブロックサンプルについて、定量化をめざして

実験室にて詳細な抽出と分析を実施 した。今回分析に役立てた昆虫化石は、旧石器時代層準 (26層)の未同定種を

含めた計55点である。
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III.珪藻および昆虫化石群集

1.珪藻化石

今回の分析で得られた珪藻化石は、Aサンプル (26層 )の 64試料より37属 151種 (8変種を含む)計■704個体、

Bサンプル (25層 )の 60試料より45属 215種 (17変種を含む)計9853個体であった。同定したA・ B両サンプルの珪

藻化石のリス トを第 1表および第 2表に、26層における珪藻化石の生態値の百分率 と出現頻度を標高とともに第 1

図に示した。また、珪藻化石の顕微鏡写真を写真 1に 示した。そして、出現した珪藻化石をその生態性にしたがっ

て分類し、面的な分布や標高などのデータと併せ考察した。

A.26層

珪藻化石の群集組成は、全体にpHに ついては真～好酸性種が多 く、水流性については不定性からやや好止水性に

傾いた群集組成 とみなすことができる。珪藻の生態性では底生および付着生の種群で大部分が占められ、試料によっ

てその組成を異にする。また、塩分に対する適応性では嫌塩性種の出現率が高い。

種ごとにみると、好酸性・底生の F′%%%励吻 属 (29.0%)、 同じく好酸性 。付着生の DttO歩力属 (28.0%)の種

群を多 く産した。好酸性～不定性種で、付着生種の 焼♭ι協物 矛%容焼 ヵ,Tガθεε%ん磁 (合計7.1%)が随伴する。

これら2種は、池沼や湖の湖岸付近の挺水植物や沈水植物に付着して生活する種群である。

また、Frpη燃どヵヵル″励θηSや 2%%%肋物 ι
"勉

‰ などをはじめ、水溜 りなどの湿潤地表面・湿岩上、および古

木等の樹幹上に生育するコケ植物の表面などの好気的環境にも生活できる陸生珪藻 1/Jヽ杉 :1986)が、総計で42.7%

も出現したことは旧石器時代における古環境を考えるうえで興味深い (第 2図 )。 第 3表は、26層 (Aサ ンプル)中

の陸生珪藻と水生珪藻の出現率を試料ごとにまとめたものである。

26層では陸生珪藻が80%を越える地点が存在する一方で、陸生産藻が10%未満の地点もみられるなど、旧石器時

代の陸域 と水域 との違いをはじめ、当時の微環境を推定するにあたって陸生珪藻 と水生産藻の出現比は重要な手が

か りを与える。

なお、陸生珪藻については、安藤 (1977・ 1978。 1979。 1981・ 1982)や小杉 (1986)、 およびこれまでの筆者によ

る愛知県内外における遺跡の遺物包含層やその基盤層である非海成第四系などの陸生珪藻の結果をふまえて、好気

的環境に生育する主な種群 (陸生珪藻)を使宜上次のように3タ イプに分類し分析 した。

陸生珪藻 1-主に土壌表層部や湿潤地表面に特徴的にみられる種群

P�η%カカα うθttα′ぬ ′吻 %滋sιカカ α夕塑〉力′O聡患

陸生珪藻 2-主に湿潤地表面や湿岩、およびコケ植物表面などに生活する種群

ハ吻υ〃%力 εο%ヵη勉 ハ物υ″筋励 %%廃ca,jttη %2″万α s2うεしゅケカ″

陸生珪藻 3-主に池沼や流水環境の底質 。水生植物等に付着して生活するが、湿潤地表面や湿岩、およびコケ植

物表面などにもみられる種群

β%%ο筋2少夕¢ι夕ηちクチら2クタワιタフ少歩2 Var. うう09%s

水生珪藻 ―池沼や流水環境の水中および水底に生活する種群

Q躍力所力 ,ψι靱 2η%%カカクノιうち 七肋うθ腕万α虎%容チ紹″など

B.25層

珪藻化石の群集組成は、26層同様にpHについては真～好酸性種が多いものの、不定性の種群や真～好アルカリ性

の種群が26層以上に認められるようになる。水流性については不定性種がきわめて優占した。珪藻の生態性につい

ては、26層 にくらべて底生の種群が減少し、かわって付着生の種群が増力日するようになる。塩分に対する適応性で

は26層同様嫌塩性種の出現率が高かった。
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第 1図  Aサ ンプル (26層 )に おける珪藻化石の生態値と出現頻度および標高
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P番号 試 料 番 号 標高 (m) 陸生 産 藻 1 陸 生 産 藻 2 陸生 珪 藻 3 全陸生珪藻 水生珪藻 そ の 他
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6
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第 3図 26層 における陸生および水生珪藻の出現率と標高との

相関関係を示すグラフ
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第5章 自然科学的分析

種ごとにみると、好酸性・付着生の DttO婉 属 (25.0%)、 pH不定～好酸性で付着生の のηう房力属 (5.6%)、 同

じくpH不定～好酸性種で、付着生種の Tttι′肋物 矛%θ助 娩 Tガοει%んSα (合計3.2%)な どの付着生の種群が多

く出現した。見いだされた珪藻の種類は26層 に くらべてはるかに多 く、種組成 も変化に富んでいる。形燃θカカ

騨 ηク励″ (4.7%)や Cン J9診協 勤物ル (09%)、 脆 筋肋 S2んα筋 (0.6%)な どの海生起源の二次化石が合計で8.2%

と比較的多 く含有されることより、25b層 (砂層)を はじめ、25層全体が水流の影響下で堆積したものであることを

示唆している。

また、26層 で高率で出現した陸生珪藻は25層 では16.4%(平均)と 著しく減少し、かわって水生珪藻が73.3%(平

均)認められるなど、26層 と25層 との間には大きな環境変化が存在したことが考えられる。第 4表は26層 と同様陸

生珪藻と水生珪藻の出現率を試料ごとにまとめたものである。

2.昆 虫

26層 中より産した昆虫化石は計55点であった。地表性歩行虫であるゴミムシ科の多産 (13点 )と 、ハムシ科 (9

点)、 コガネムシ科 (4点 )な ど草本類や樹木の葉を食害する食葉性昆虫の多産で特徴づけられる。ほかに湿地帯に

生息するシラハタミズクサハムシ 1点、および水生昆虫のヒメゲンゴロウ亜科 6点などを産した。

なお、26層直下の27層からは水生昆虫であるオオ ミズクサハムシ (1点 )・ セマルガムシ (1点 )、 食葉性昆虫の

ウスチャコガネ (1点)な ど計10点 を産した。25層 からは地表性歩行虫のゴミムシ科 (2点 )、 食葉性昆虫のルリバ

ネナガムシをはじめハムシ科 3点など計 9点 を産した。

Ⅳ.考 察

珪藻分析の結果、得られた種群をその生態性によって区分し、考察に役立てた。とくに26層 における陸生珪藻お

よび水生産藻の出現率と標高との間には、明瞭な相関関係が認められることがわかった(第 3図 )。 第 4図は、陸生

珪藻が50%を上回る地点 (陸域)と 、逆に水生珪藻が50%を上回る地点 (水域)を もとに描いた旧石器時代の一時

期の様子を物語る「古地理図」である。この図より調査区の西部と東部のIB区・ HA区およびⅢC・ D区・Ⅳ区

の大半はほぼ陸域であったことが推定され、調査区中央部のHB区南半部からⅢA・ B区にかけての部分では水域

になっていたものと思われる。

陸生珪藻を詳細に検討してみると、陸域にあたる26箇所の地点では、
'%%筋

カカ うθttα施 ,鳳%拷sιカカα夕修カゲοヮs

といった上壌表層部や湿潤地表面に特徴的にみられる [陸生珪藻 1]が全体の39.3%も 出現し、 [陸生珪藻 1]は水

生珪藻。その他を除 く全陸生珪藻中の63.9%を 占めた。一方、境界部にあたる11箇所の地点では、 [陸生珪藻 1]に

くらべてより湿潤な環境に認められるNカルクルεθ%″%ル や ハリク″%力 物ク虎αなどの [陸生珪藻 2]、 β%%ο協 夕筋ι升

″筋ゃ a少紹%妙筋var bゲ′ι%sと いった [陸生珪藻 3]の 出現率が全体の27.6%と 増加し、全陸生珪藻中の57.0%

を占めるようになる。 [陸生珪藻 1]の 出現率は陸域にくらべて著しく減少する。また、水域にあたる27箇所の地点

では [陸生珪藻 1]の 出現率は 8.8%と 極端に少なくなり、 [陸生珪藻 2]・ [陸生珪藻 3]を あわせた全陸生珪藻で

も全体の22.7%と 大きく後退している。かわって水生珪藻が72.1%と 高率を示すようになる。

これらの結果を総合すると、陸域に相章する部分では、 トウヒ属やモミ属・ カラマツ属などの針葉樹が生育し、

各所に倒木や朽木などが横たわるような湿度の高い林床内の湿潤地表面に覆われていたことが多 くの陸生珪藻の出

現によって推定される。また、水域にあたる部分にはスゲやマコモなどの挺水植物が繁茂する浅い湿地帯が存在し

ていたものと考えられる。なお、第 2図および第 3図 をもとに、当時の陸域と水域の境界を読みとると、その標高

はおよそ6.85m付近と推定される。
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第5章 自然科学的分析

そして、26層 中より得られた昆虫化石の出上位置をこの第 4表に重ね合わせてみると、ヒメゲンゴロウ亜科やゲ

ンゴロウ科、シラハタミズクサハムシなどの水生ないしは湿地性昆虫は水域の範囲内に、スジヨガネ 。キンスジヨ

ガネをはじめコガネムシ科、ハムシ科などは陸域の範囲内から発見されており、珪藻化石から推定された古地理図

ともきわめてよく一致している(第 5図 )。 そのため旧石器時代における富沢遺跡の珪藻および昆虫化石は、死後ほ

とんど移動することなく速やかに埋積された現地性の化石であることが改めて確認されたということができる。

一方、25層堆積当時の地表環境を調べるために、26層 同様陸生珪藻および水生産藻の出現率 と標高 との関係をグ

ラフにあらわした (第 6図 )。 この図から陸生産藻の出現率が標高の高低にかかわらず低率 (平均16.4%)であり、

水生珪藻がどの地点においても大変高率で出現することを容易に読みとることができる。その結果、富沢遺跡周辺

では26層堆積時から25層 の堆積した頃にかけて、著しい環境の変化があったことが考えられる。26層が堆積した頃、

中央部に比較的浅い湿地帯があり、 トウヒ属等の針葉樹のおい繁る林床内であったところが、25層 の堆積時には広

範囲にわたって

'ヒ

較的水深のある池沼のような環境に移 り変わったことが推定される。

V。 まとめ

26層 (Aサ ンプル)と 25層 (Bサ ンプル)の計 124試料について珪藻分析を実施し、26層 (旧石器時代)中に土

壌表層部や湿潤地表面、および湿岩・ コケ植物表面などを好んで生活する陸生珪藻の多産層準を確認することがで

きた。

26層 中の試料を詳細に分析すると、陸生珪藻の出現率は調査区西部 と東部にかけて高 く、中央部付近で低率を示

すことより、調査区の中央部に湿地帯が存在しその他の場所は陸域になっていて、針葉樹の繁茂する湿潤地表面に

覆われていたことが明らかになった。

つづ く25層 の堆積時には、陸生珪藻の出現率が調査区全域にわたって著しく減少し、かわって水生珪藻の出現率

が高率を示すことから、それまで陸域であったところを含め、富沢遺跡一帯が河川水の影響を受ける広い沼沢地の

ような環境に変化したものと考えられる。
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旧石器時代の地層 (26層)から発見された珪藻化石

1.2ηηクカ滋 う
"効

お Ehrenberg(陸 生珪藻 1)

2. 2勿物力万αうο%9,夕盗 Ehrenberg(陸 全L珪藻 1)

3.2夕%力万αうοttιαお Ehrenberg(陸 生王圭藻 1)

4.P�%%力物 う餌効施 Ehrenberg(陸 生産藻 1)

5.鳳物拷sθカカ α物,カゲοヮS(Ehr.)Grunow(陸 生珪藻 1)

6. 肋 ηttscЙ力 α婢 カゲθ夢  (Ehr.)Grunow(陸 生珪藻 1)

7. Я物燃θカカ %″力

'卵
  (Ehr.)Grunow(陸 /L珪藻 1)

8,珂カケ能力 ηク″θα Kitzing(陸生珪藻 2)

9.N力〃%力 物%″θα Kitzing(陸生珪藻 2)

10。 対肋″クカ物%″θα K�tzing(陸 生産藻 2)

11.対あた%励 %%″θα K�tzing(陸 生珪藻 2)

12. 対あ″%協 ω%″%″ Grunow (陸生発と藻 2)

13。 対肪ゲ磁励ω勿″η力Grunow(陸生珪藻 2)

14.P視勿%励滋 s%%妙揚力 Grerory(陸生珪藻 2)

15。

'切
物力万αs%う妙 ケカカ Grerory(【≧生産藻 2)

16。 '勿物力ちps%うθψケカカ GrerOry (陸 生珪藻 2)

17.Dttο 妨 少解¢夕″ ″ Ehrenberg(陸 生珪藻 3)

18. Dttο ttα っ紹2切″ Var.bゲ冴♂ηs Grunow(陸 生珪藻 3)

19.Dttθ 厖 っ陶9効力 Ehrenberg(陸 生珪藻 3)

20。 フИθ虎腕 %励 ″ Var.εοη諭力″ (Ralfs)van Heurck

21.助う冴協物 虎%6婉″ (Lyngb。 )Kttzing(水 生珪藻 )

22.晩うι協物 ガοι協乃M(Roth)K�tzing(水 生珪藻)

23.助ιグ協励 励″解砂力W Smith(水生差藻)

24. P�協 力滋 υゲ滋ぬ (Nitz。 )Ehrenberg(水 生珪藻 )

25。

'%%%励
滋 効 θ″(Kこtz.)cleve(水生産藻)

(水生珪藻 )

〈バースケールイま10μ m〉
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第 9節 フン (糞 )

I.富沢遺跡から出土した草食獣の糞について

東北大学理学部生物学教室   高槻 成紀

序

富沢遺跡発掘は旧石器時代の層に達し、数多 くの動植物の遺体のほか石器や炭など人間の活動を示す証拠も出土

した (太田・斎野 :1988)。 このような過程で1988年 4月 28日 に第Ⅳ区の第25層で動物の糞のような物質が発見され

た。これはドングリを圧しつぶしたような偏圧された楕円形のものであり、40粒が塊 として発見された。これは草

食獣の糞と判断されたが、このような分解されやすい物質が良好な保存状態で出土されたのは極めて稀なことであ

る。このような糞状物質はその後も次々と発見され、最終的に21群 に達した。筆者は現生のシカやカモシカなどの

食性を研究しており、彼らの糞分析を手掛けた経験もあることから、この試料を分析する機会を与えられた。本報

告では、この貴重な試料から情報を引き出し、現生の草食獣の生態に関する知見を加えながら考察を試みたい。

機会を与えられた仙台市教育委員会各位、ことにさまざまな便宜をはかって頂いた太田昭夫氏にお礼申し上げる。

また以下の動物園からは飼育動物の糞を提供頂いた。記してお礼申し上げる。札幌市円山動物園、旭川市旭山動物

園、おびひろ動物園、釧路市動物園、仙台市八木山動物公園、東京都恩賜上野動物園、東京都多摩動物園、横浜市

金沢動物園、名古屋市東山動植物園、鹿児島市平川動物公園。

結果

1 出土状況など

発掘は仙台市教育委員会によって行われた (太田・斎野 :1988)。 糞状物質は1988年 4月 28日 から同年■月28日 に

かけて、合計21群 (1粒 も含む)出土した (第 1表 )。 その層位はほとんどが第25層であったが、一部は第26層 と第

27層からも出土した。これらの位置を第 1図 に示した。糞状物質は上下に偏圧されており、ある程度まとまった塊

状で出土することが多かった (第 2図 )。 これらは状況から、粒状の糞を排泄する草食獣のものであると判断された。

2粒 数

出土した21群の糞塊の粒数は 1か ら119ま での幅があり、平均31.1粒 (標準偏差=30.8)粒であつた。10粒未満の

ものは、排泄後に散在したか、同じ糞塊のうちの他の糞が出土されなかったために少なかったという可能性が大き

いので、これらを除いた10粒以上の糞塊の平均をとると45。 1粒 (N=14,標準偏差=29.2)であった。堆積の過程

での破壊や、糞粒同士が重複して 1粒 としての判別が困難である場合などを考えると、 1塊が60～70粒程度 と推定

される。

現生のエホンジカは 1回 に80ないし100粒排泄するから (高槻ら :1981)、 出土した糞粒数はこれよりやや少ない

といえる。 1回の排泄粒数が60～70粒 というのは、北アメリカのワピチ (78粒 )や ヨーロッパのダマシカ (69粒 )

に捉王セゝ (Riney :1957)。
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3 形】犬・サイズ

糞状物質はドングリ (弾丸)型で、シカ科またはウシ科の一部 (ヤ ギ、ヒツジ、カモシカ、レイヨウなど)の可

能性があるが、後者は 1糞塊当たりの糞粒数が多 く(た とえばカモシカでは200～ 360粒 /回、高槻ら :1981)、 また

生息していた可能性 も小さいので、可能性はシカ科にしばられる。

次にこの糞を排泄したシカの大きさを推定するために、糞の大きさを復元した。試料番号 1の糞のうち、保存状

態の良かった10粒の長径×短径を調べた。これらは偏圧を受けていたので、現生のシカの糞をつぶし、 これらから

元の形を復元した (第 3図 )。 その結果、出土した糞の長径 ×短径は平均で20.4× 11.4111mと 推定された。

次に、各地の動物園の協力により、飼育されているシカの類の糞を入手してそのサイズを調べ、これに文献によ

るデータを加えて図示したところ、ほぼ体の大きさに

'ヒ

例していることが確認された(第 4図 )。 一方、動物園のシ

カ類の糞のサイズと出土した糞のサイズを比較すると、出土糞を排出したシカの大きさは、マーロー 瞼 ℃%sι″―

少力姑)よ りやや大きく、ヘラジカ (4た盗激 杏)よ りやや小さい程度であり、 トナカイ (Rα 化壺をγ筋紹η物0や ニ

ホンジカよりはかなり大きいと判断された (第 5図 A)。

ところが、飼育状況下では濃厚試料を与えるために消化率が高 く、その結果、野生状態のシカの糞よりは小さい

傾向があることがわかった (第 5図 B)。 したがって第 5図 Aの結果は野生状態のシカのそのままあてはめることは

できず、実際にはもう少し大きめの糞をすると考えなければならない。あいにく野生状態のシカの糞サイズに関す

る情幸艮は限られているが、第 5図 Cに はニホンジカとヘラジカとを示した。これによると出上した糞はニホンジカ

の糞 とほぼ同レベルにあり、ヘラジカよりは明らかに小さいことが判った。

4組 成

糞の保存状態は良好であったものの、新鮮な糞に比較すればもろく、細片化しやすかった。このため、水洗しな

がら0.5mm間隔のフルイで受け、これに残った植物片を過酸化水素水処理し、これらの表皮細胞を顕微鏡により観察

した。

分析の結果、出上した糞の組成は、木質繊維がほぼ半分の50。 4%を 占めていた。棄部のうち、同定できたものの

大半は針棄樹の棄で27.7%を 占めた (第 2表 )。

試料間の組成の変異はかなり大きく、木質繊維で21.5～ 70.5%、 針葉樹棄で4.0～ 60.5%程度の幅があった。しか

し、通常の有蹄類の糞であればかなり出現してもよいイネ科や双子葉植物は確認されなかった。ただし、植物珪酸

体分析によればササやヨシが検出されており(杉山 :本報告書)、 今回の結果はイネ科が水洗の段階で流失 したこと

による可能性が大きい。

1 糞を排泄 した動物について

第25層 を花泉層と対応するとすると、当時の東北地方には第 3表にあげた草食獣 (有蹄類)がいた可能性がある。

第 3表には同時期 (Wurm氷期)の本州の他地域 も含めたものも示した。今回出土した糞を排泄した動物を推定す

ると、これらのうちゾウ科、ウマ科、ウシ科、イノシシ科は粒状の糞をしないので否定される。ウサギの糞は同じ

粒状でもドングリ型ではなく慢頭型であるから、やはり否定される。

可能性のあるシカ科 7種のうち、絶滅種であるオオツノジカ属 (Mcgaθιtts)と 0例物?♂αειttSの異同には議論が

あるので、これらは Zttπιttdと して一括する。またシカ属 (Cιη姑)は現在のエホンジカに続 くもので、これら

が異なる種であったかどうかは検討の余地があるので、これはシカ属として一括する。その結果、最終的にはヘラ

察考
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ジカ属 (4みつs)、 オオツノジカ属、シカ属の 3属を検討すべきことになる。

これらのシカの生息地はおよそ次のようである。ヘラジカ属は高緯度のヤナギ、カンバなどの低木の生える湿地

や針棄樹林などに生息する (Franzman:1978)。 オオツノジカ属は温帯の、低木の多いオープンランドに生息して

いたと推定されている (長谷川 :1977,Gould i 1974)。 これら2属の生息地はいずれもかなり特徴的だといえる。

これらに対して、シカ属は北アメリカのフピチ (C.房妙力2S2%α虎%sた)の ように草原適応型のものからルサジカ

(C.力陶杞ηsλ )の ように森林適応型まで幅が広 く、ニホンジカはその中間で疎林や林縁を好む (高槻 :1992)。 し

たがつてシカ属の場合、その生息地は特定しにくい。

生息地は食物の組成に直接影響を与える。そこで出土糞の組成を検討すると、イネ科がほとんど出現しなかった

ことから、この糞を排泄したシカが草原適応型であるオオツノジカ属であつた可能性は小さいと考えられる。針葉

樹が多 く含まれていたことはヘラジカの可能性が大きいことを示唆する。しかし、シカ属の食性は可塑性が大きく

(Nelson&Leege:1982:高 槻 :1991)、 針棄樹を多 く採食することもまれではない。したがって組成からはヘラ

ジカ属であるかシカ属であるかの判断はできない。

出土した糞のサイズは、ほぼニホンジカ程度のシカに該当し、ヘラジカ属である可能性は小さい。なぜならヘラ

ジカは体重が体重400～800kgも あり、その糞も出土糞よりもはるかに大きいからである(第 5図 C)。 絶滅種である

オオツノジカの体重はわからない。そこでこれを推定するために表 4に これら3属の頭骨 と下顎骨の長さを上ヒ較し

た。また第 6・ 7図 にはオオツノジカの大きさを示す比較図を示した。 これらからオオツノジカの大きさは少なく

ともヘラジカ程度あり、ニホンジカよりはるかに巨大であったことがわかる。したがって出土糞がオオツノジカの

糞である可台ヒ性はさらに小さいことになる。

2 糞の排泄時期について

シカの糞の形状は、植物の生育期であればコロン状 (精円の一方が尖る)や不定型の糞があるはずであるが、出

土糞にはそのような糞はなかったことから、排泄されたのは植物の)F生育期、つまり秋から冬にかけての季節であ

ると考えられる。また〕,泄 されたのが暖かい季節であれば、分解しやすいはずであるが、出土した糞は偏圧されて

いただけでほぼ原型を保っていた。このことは

'F泄

された季節が寒いか、あるいは乾燥していた可能
′
性の大きいこ

とを示唆する。また糞からは食糞性の昆虫は全 く検出されなかった。これらのことから、排泄された時期は冬を中

心とした季節であったと考えられる。

このことは、糞組成に木質繊維が多かったことからも支持される。なぜならシカが栄養価の低い木質繊維を採食

するのは食物の乏しい季節だからである。これにはさらに有力な情報がある。第 5節の花粉分析結果 (第 5章第 5

節第 6表)に よれば、出土糞の花粉分析の結果、ハシバ ミ属、カンバ属などが極めて多 く検出されている。その比

率からこれらが二次付着 (フF泄後、降り積もった)と は考えにくく、おそらく採食されたものと考えられるという。

これらの植物は晩冬から早春にかけて開花するから、これらの糞が排泄されたのもこの季節である可能性大きい。

3 糞の密度について

ここで糞塊の密度に関する情報を検討したい。 1個の糞も1糞塊 とすると、糞塊は21群出土した。調査区の面積

は約1300m2であるから、糞塊の密度は0.016/m2と なる。これがある年の冬に排泄されたと仮定し、シカの密度をD

(頭/k♂ )、 シカの 1日 の排糞回数を f、 排泄期間をt(日 )と すると、次のような関係が成 り立つ。

D× f× t=0.016× 106(/k♂ )

ここで fは 10(高槻ら :1981)であり、シカの滞在した期間 tを冬季の 4ヵ 月 (120日 )と すると、D=13.5頭 /
k♂ となる。 2万年もの過去の糞の出上であるから、さまざまな要因による見落 としがあることを考慮してこの 2倍

372
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ほどを見積 もると、シカの密度は30頭/財となる。

この密度はどの程度の値なのであろうか。シカの密度が高いとされる金華山島のシカ密度が約50頭/k♂である。

しかしここは積雪が少なく、狩猟 も全 く行われていないという特殊な状況にある。自然状態のシカが生息する岩手

県北上山地の五葉山では積雪に伴 うシカの季節移動が認められ、夏には10頭/蹴未満だが、冬には場所により数十

頭/k〆から100頭 /km2に もなる (伊藤・高槻 :1987)。 栃木県日光でも同様の季節移動が観察されるが、冬の密度は

約50頭 /1m2である (丸山 :1981)。

富沢の当時の気温は現在よりも摂氏 7度ほど低かったとされるから(第 5節参照)、 シカは季節移動をしていたと

考えてよいだろう。すでに述べたさまざまな状況証拠から、この場所がシカの越冬地であり、積雪期に標高の高い

場所から下降してきたシカ達が、現在の日光や五棄山などのように 1平方キロ当たり数十頭 もの高密度を形成して

いたという状況は十分ありうると考えられる。

4 結論

以上の結果と考察から、今回出上した糞はニホンジカまたは近縁のシカ属 (Cι力笏)の 1種が、冬季または早春

に針棄樹林内で越冬し、食物条件の厳しい中で針棄樹などの木本植物を採食 して樹木の根元などに排泄したと考え

るのが最も自然である。同時代に生息していたゾゥ、ゥマ、オオツノジカなどの車原生の車食獣の糞である可能性

はほぼ否定された。
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第 1図 出土糞の平面分布 数字は第1表に対応

第 1表 出土糞の層位と糞粒数

番号   層  位   粒数 番号 層 粒数

イ

≠

位

1 25層
2 25層 cの上

3 25層の下

4 25層 cの中

5 25a層
6   25a層

7 25ュ 層

8 25c層
―

9 25a層
10 25c層 中

11 25層
12 2.5層

40

1

3

2

53

8

40

23

26

13

6

63

13 25層中

14   25月 雪

15 25層中

16 25層
17 25層申

13 25層中と26層上面

19 25層中と26層上面

20 25層 中

21 25層中

20

5

53

119

2

95

34

19

33

・ 21

● 1

８

　

９

０

●

Ｒ

Ｈ

Ｈ

＝

Ｕ

ｎ

＝

＝

＝

Ｈ

ｕ
６

‐

．

．

７

１

軋
２

３
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第 3図 シカの糞の原形 (上 )

と出土糞 (下)

観
∞一鰯

け
緯

③

lθ

第 2図 出土糞 (No 5)の 出土状況

糞  8000
の
体
積
(mm3)

6000

200 300      400

体重 (k9)

第 4図  シカ類 の体重 (X)と 糞体積 (Y)と の関係

Y=1404× +8976、  r2=0913
ただし糞体積は中央部の断面積×長さとして算出

D:ダマシカ,E:エゾシカ,K:キ ョン,H:ヘ ラジカ,Miマ ーロー,K:カ モシカ
,

N:ニホンジカ(NG:五葉山産),T:ト ナカイ,W:ワ ピチ,Y:ヤ クシカ
,

O:オ ス メスの区別をした種のうちメス
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第 5図  A.シ カの糞の長さと幅の関係 記号などは図4と 同じ、O:出土糞
B.野生状態 感黒)と 飼育下 (白 )のヘラジカ(丸)と ニホンジカ (五葉山,四角)の糞の長さ

b:子 ,fiオ ス,miオ ネ,Z:動物園飼育,K:金華山産

C.野生状態のニホンジカとヘラジカ、および出土糞 (O)の長さと幅
H:ヘ ラジカ,N:ニホンジカ, f:メ ネ,miオ ス,K:金華山産
ヘラジヵのデータはMaOCrackOれ &Ballenbergho(19871に よる。

と幅
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第 6図  オオツノジカの骨格標本
Gould(1974)の 写真より描く

/刀 ン /V    ヮ ピチ      ヮ ピチ

(ブ カラシカ型)(イ ズブルジカ型)

第 7図  シカ属とオオツノジカとの比較

ツ ノ

(絶滅種)

Geist(1983)よ り
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第 2表 出土糞の組成 (%)
(N=17)

カテゴリー  組成(%)標準偏差

グラ ミノイ ド

単子葉植物の葉

双子葉植物の葉

針 葉 樹 の 葉

木 質 繊 維

不     明

同 定 不 能

第 3表 ウルム期の草食獣相  十が記録のあるもの

0.09      0.26

0.15      0.37

4.18      3.28

27.65     18.52

50.41     15.30

12.97     11.87

4.56      5.01

文

2   3   4

献

5678

ゾウ科

Lοχοttθ%カ カカク%坐夢αゲ

乃 力3ιttθ″οπ %αη筋誠働s

捻 力員o範′ο勿勿α%ηttηゲ

ウマ科

Eσπtt ωうα〃周

Eσクタs力ι効力勿熔

E?クιtt ηttοη
'翻

S

ウシ科

Lιο力うゲsθ%フ筋%α″%物″夕熔港

L砂力うケsθηカルつ吻ιηsλ

hSつ力%炒η泳

シカ科

′И♂♂2πttsカルヮ%¢ηsぬ

Sゲタ,ο %珍笠gttθιγοSノαうιゲ

フ4,ccs sp.

の 2多秩s%αゐ%夕″ヮθι

の2熔 ηttο%物純物οカゲ

Ω知距企%″沙ο%%″沙οη

鬱陶熔 少紹ι物冴捗οη″%S

その他

Lψtt Sp.

し殆雰 ブ妙ο%ルお

Stt η勿,θ tttC盗

トクナガゾウ

ナウマンゾウ

ウ マ

ハナイズミモリウシ

キンリュウモリウシ

ゲンギュウ

キンリュウオオツノシカ

ヤベオオツノシカ

ヘラジカ

ナツメジカ

エゾアカジカ

ニホンジカ

ニッポンムカシジカ

ノウサギ

ヒグマ

イノシシ

一  ―  十

一  一  十

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一

十
　
一
　

一

十
　
一　
十

十
　
一
　

一

十  一

十  一

十  一

十  一

十

十

―  十

―  十

一  十

十 十

十

十

―  十

一  十

一　
十

一
　

一

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一　
十

　

　

一
　

一
　

一

十

十
　
一
　

一
　

一
　

一
　

一　
　
　
一
　

一
　

一

一
　

一
　

一
　

一　
十

十
　
二

　

一　
十

十
　
一
　

一　
十
　
一
　

一
　

二

　

一
　

一

十
　
一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一　
　
　
十
　
一
　

一

十
　
一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一　
　
　
一
　

一
　

一

一
　

一

1.松本・森 (1956), 2,直良 (1959), 3.Mattumoto et al"(1959), 4.松 本ら (1962), 5.亀井 (1962), 6.小野

寺 (1970), 7.加藤 (1975), 8.長谷川 (1977).

第 4表 シカ類の頭骨長と下顎長. ( )内の数値は筆者による推定値

産 地
頭

llull  
下需長   文   献種

ニホンジカ (メ ス )

アカシカ (オ ス)

(メ ス)

ワピチ (オ ス)

ヘラジカ

オオツノジカ

岩 手

金華山

デンマーク

ノルウェイ

ポーランド

デンマーク

ノルウェイ

ポーランド

カナダ

ノルウェイ

欧米各地

花 泉

250     200

245     190

430   (340)

370   (300)

400     320

340   (270)

330   (260)

360     290

450   (360)

(560)     450

480   (384)

(570)     455

高槻 (未発表 )

高槻 (未発表 )

Ahlen(1977)

�lystrowska(1966)

Ahlen(1977)

A/1ystrowska(1966)

Hutton(1972)

Saether(1983)
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H.富沢遺跡 (第30次調査)旧石器時代層から出土した糞状物質の植物珪酸体分析

古環境研究所   杉 山真二

1.試料

旧石器時代層から出土した糞状物質のついて植物珪酸体分析を行い、その中に含まれるイネ科植物の推定を試み

た。試料はNo.1～No.4の 4点である。このうち、No.1はⅣ a区の26層、No.2お よび No 3はⅢF区―b-2
地点の25層、No 4はⅣ区の25層 から検出されたものである。また、,ヒ較試料 として No.2～No.4の周辺の上壌に

ついても分析を行った。

2.方法

糞状物質から植物珪酸体を抽出する手順は、第 6節「植物珪酸体」の分析法と同様である。なお、汚染の危険を

避けるため、糞状物質の中心部のみを取 り出して分析試料 とした。植物珪酸体の同定は、機動細胞珪酸体に由来す

るものをおもな対象として、400倍の偏光顕微鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個数が 400以上になるまで行っ

た。これはほぼプレパラー ト1～ 2枚分の精査に相当する。試料 lgあた りのガラスビーズ個数に、計数された植

物珪酸体 とガラスビーズ個数の比率をかけて、試料 lg中の植物珪酸体個数を求めた。

また、この値に各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個あたりの棄身重、単位 :105g)をかけて、試料 lg中 に

含まれる給源植物の葉身重 (乾燥重量)を推定した。ヨシ属の換算係数は1.33、 ネザサ節は0.24、 クマザサ属 (ミ

ヤコザサ節以外)は 0,22、 ミヤコザサ節は0.30である (杉山・藤原 :1987、 杉山 :1987)。

3.結果および考察

糞状物質から検出された植物珪酸体の分類群は次のとおりである。ヨシ属、タケ亜科の Alaタ イプ (メ ダケ属ネ

ザサ節など)、 Blaタ イプ (ミ ヤコザサ節以外のクマザサ属など)、 Blbタ イプ (ミ ヤコザサ節など)、 その他、給源

不明のAタ イプ (キ ビ族類似)、 Cタ イプ (ウ シクサ族類似)、 表皮毛起源、茎部起源、棒状珪酸体、その他 (未分

類)、 および樹木起源である。

このことから、糞を排泄した動物がヨシ属やクマザサ属 (ミ ヤコザサ節 も同属に含まれる)、 ネザサ節、および樹

木葉などを採食していた可能性が考えられるが、糞は長期間にわたって土壌中に埋 もれていたことから、周囲の上

壌から植物珪酸体が混入した危険性についても考慮する必要がある。このため、比較試料 として糞の周囲の上壌を

分析して、混入の可能性について検討を行った。

ヨシ属はNo 2お よび No.3か ら検出された。植物珪酸体密度はおよそ3000個/gであるが、比較試料の No.2'お

よび No.3ア ではまったく検出されないことから、糞中に周囲からヨシ属の植物珪酸体が混入した危険性は考えにく

い。したがって、これらの糞中にはヨシ属が含まれていたものと考えられる。

なお、植物珪酸体密度からヨシ属の植物体量 (葉身重)を算出したところ、試料 lgあたり約0.35gと 推定された

(第 8図 )。 この値に 1群の糞の総重量をかけることによって、1回の排泄の間に採食した植物体量の推定も可能で

あるが、分析試料が少なく誤差が大きくなることが予想されるため算出を見合わせた。

タケ亜科 Blbタ イプ (ミ ヤコザサ節など)は、No.1～No.4の すべての試料から検出された。このうち、No.2

では密度が3500個 /gと 、|ヒ較試料 (No.2′ )の 2200個 /gよ りも高い値であることから、糞中に周囲から同分類群の

植物珪酸体が混入した危瞼性は考えにくい。したがって、この糞中にはミヤコザサ節などが含まれていたものと考
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えられる。

タケ亜科 Alaタ イプ (ネ ザサ節など)は、No.1～ No 3の 各試料から検出された。このうち、No.3では密度が

7800個 /gと 、

'ヒ

較試料 (No.3′)の 1300個 /gよ りもかなり高い値であることから、糞中に周囲から同分類群の植物

珪酸体が混入した危険性は考えにくい。したがって、この糞中にはネザサ節などが含まれていたものと考えられる。

4。 まとめ

以上のことから、これらの糞を排泄した動物は、ヨシ属やミヤコザサ節およびネザサ節などを採食 していた可能

性が高いと判断された。また、この他にもクマザサ属 (ミ ヤコザサ節以外)や樹木棄などを採食していた可能性も

認められた。なお、植物珪酸体分析で検出 。同定される植物はおもにイネ科に限定されるため、その他の草本や樹

木などは対象外 となっていることに留意されたい。

参考文献

杉山真二 (1987):「 タケ亜科植物の機動細胞珪駿体」『富士竹類植物園報告』第31号 P70～83

杉山真二・藤原宏志 (1987):「ナII口市赤山陣屋跡遺跡におけるプラント・オパール分析、赤山一古環境編―」『ナII口市遺跡調査会報告』

第10集 P281～ 298

第 1表 宮沢遺跡 (第30次調査)旧石器時代層から出上 した糞状物質の植物珪酸体分析結果
(単位 :× 100個 /g)

No 4No 3No 2No l

イネ科

ヨシ属

タケ亜科

Alaタ イプ (ネ ザサ節など)

Blaタ イプ (ク マザサ属など)

Blbタ イプ (ミ ヤコザサ節など)

B2タ イプ (メ ダケ属など)

その他

不明等

Aタ イプ (キ ビ族類似 )

Cタ イプ (ウ シクサ族類似 )

表皮毛起源

茎部起源

棒状珪酸体

その他

7

35

14

112

105

43

17

カヤツリグサ科

樹木起源

モクレン科類似

その他

(海綿骨針 ) 6      42      33 11

植 物 珪 酸 体 総 数 272     526     485     477     523     206     535

※No lは Ⅳ a区の26層 ,No 2と No 3は Ш Ftt b 2の 25層 ,No 4はⅣ区の25層から出上したもの。No2′ ,No3′,No4′ はそれぞれ

の

'ヒ

較試料 (周囲の上壌)。
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第 2表 糞状物質におけるおもな分類群の植物体量 (葉身重)の推定値
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(単位 :g/g)

No4′No 4No3′No 3Nα 2No l群類分

イネ科

ヨシ属 0.37 0.35

タケ亜科

Alaタ イプ (ネ ザサ節など)

Blaタ イプ (ク マザサ属など)

Blbタ イプ (ミ ヤヨザサ節など)

0.06    0.02    0.07

0。 14    0.17    0.33

0.13    0.11    0.07

0.19

0.09

0.12

0.04

0.14

0.03

0.30    0.04

0 17    0.04

※No lは Ⅳ a区の26層 ,No 2と No 3は Ⅲ Ftt b 2の 25層 ,No 4はⅣ区の25層から出土したもの。No2′ ,No3′,No4′はそれぞれ

の比較試料 (周 囲の上壌)。

科

等亜  科
|

似

そ
の
他

棒
状
珪
酸
体

茎
部
起
源

表
皮
毛
起
源

Ｃ
（ウ
シ
ク
サ
族
類
似
）

Ａ
（キ
ビ
族
類
似
）

そ
の
他

Ｂ２
メ
ダ
ケ
属
な
ど

ｂＢｌ
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
節
な
ど

ｌａ
ク
マ
ザ
サ
属
な
ど

ＢＡ

不
ザ
サ
節
な
ど

ヨ
ン
属

試
料
名

N。 2

卜はユ

N02

Nα 3

IN。 3

Nα 4

h104′

♀  千  †×Ю∞釘回ん

第 1図 宮沢遺跡 (第30次調査)旧石器時代層から出上 した糞状物質の植物珪酸体分析結果
※ 聴 1は Ⅳa区の26層 ,聴 2と 陥3は ⅢF区―b-2の 25層 ,N04は Ⅳ区の25層 から出上したもの。

No 2′ ,No 3′ ,No 4′ はそれぞれの比較試料 (周囲の上壊)。
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Ⅲ.富沢遺跡で発掘された糞様物の検査結果について (報告)

東北大学農学部教授 星野 忠彦

先に富沢遺跡で発掘された糞様物について組織化学的に検索し、一応の成績を得ましたので別紙の通 り報告致し

ます。

検査者

東北大学農学部畜産学科家畜形態学教室 星野忠彦・土屋 剛

糞様物の検査結果

1.糞様物の組織標本作製

検体はブアン固定した後、パラフィンに包理し、 3～ 5 μmの切片を作製した。切片は次の染色方法によって染

色し組織標本を作製した。

染色方法

一般組織構造観察 :ヘマ トキシリンーエオジン (HE)染色

多糖類検出   :過 沃素酸シッフ (PAS)反応

酸性多糖類検出 :ト ルイジン青染色

IPH 2.5ア ルシアン青染色

鉄イオン検出  :鉄染色

2.観察結果

1)糞様塊の主体は草本植物の茎・棄の細片と木本植物の樹皮などであった。茎細片では細胞および組織 (構造)

が良好に保持されていた。茎の厚膜細胞では細胞質も残っているものが多かった。また、維管東系も明瞭であった。

葉片ではクチン層は明瞭であったが、柔細胞は崩壊し細胞膜は部分的に欠如しており、細胞質はみられなかった。

樹皮ではゴルク層が見られた。多糖類を検出するための PAS染色では細胞壁に強い陽性反応があり、細胞壁の多糖

類は良好に保持されていることが分かった。

2)糞様塊の周囲と、内部に存在する植物の細片と細片の間隙には微細な小粒からなる集塊物が存在していた。

この集塊物はPAS染色で淡染し、 トルイジン青染色で組織化学的に酸性多糖類を示すネタクロマジーが、また

PH2.5の アルシャン青染色で青色に染まった。これとは別に、鉄染色でも集塊物内に陽性反応が認められた。これ

らの染色で陽性を示す物質は植物細胞内にも稀に認められた。

3)以上の所見から次のことが考察される。

糞様塊の組織は極めて良好に保持されている。

植物細胞の細胞壁には多糖類が認められる。

植物細片の中で、葉の柔細胞が崩壊し細胞質が全 く認められなかったのは、可消化部分が消化された結果である

と推察される。

糞様塊の周囲、植物細片間の小粒集塊に認められた酸性多糖類は消化管の粘膜であろうと推察される。

382



第9節 フ
.ン

欅手

小樺築塊醸 醐 られたのは消化管鞠 された呻 分解による.も のと考えら―れる。しか1味 当然のこ

とであるが、擁掘さ|れたと中にある鉄分の浸占に|よ
―ることの可能性も考

―
離 る必要があるが、鉄の局在輔 湧性

(ぜマンヤイ)で はないこ―とから、■から―蜘 によ―るのではないと考えた。

1組織化学的に鍛
―
あること|のRT4と して軟|の ものの存在が必要であ獲|。

■―!消指瞥の醜落粘藻細胞  2Ⅲ 粘液  3‐ 胆汁色素  4Ⅲ 消化管内触

1靭

組織化学的検査から機査物体は描物組片よりな ,、 消液と鉄が認められたと|とから、検体彗章働 イゅ糞である。
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第10節 富沢遺跡27層上面における残留磁化測定結果

東北大学理学部  鈴木 秀明

1. は じbに

遺跡の中に焚火跡が発見できたならば、過去の人類活動を探る上で重要な鍵になる。旧石器時代の遺跡の場合に

は、焚火跡の位置を推定する方法の一つとして、生活面の上壌の残留磁化の測定が試みられている (真鍋 :1986)。

上壌あるいは堆積物の初生的な磁化は、沈積物粒子の間隙水の中で地球磁場方向に配列した磁性鉱物が、脱水に

ともなって固定されることで獲得される(堆積残留磁化)。 土壌が焚火で加熱された場合には、熱の影響であらたな

磁化が獲得されることが予想される。土壌の磁性が焚火によって変化することは、再現実験で確認されている (加

藤ら :1988,森永ら :1989)。 受熱によって獲得する磁化は熱残留磁化 (真鍋 :1986)、 あるいは磁性鉱物が化学変

化を起こす過程 (水和酸化鉄→赤鉄鉱→磁鉄鉱)で獲得する化学残留磁化 (森永ら :1989)と 考えられている。い

ずれも堆積残留磁化に較べて獲得する磁化が大きく、磁気的に安定である。したがって、遺跡の土壌の残留磁化を

調べることにより、焚火跡の位置を推定可能である。

富沢遺跡の27層上面では炭化材の集中部が発見されており、それを取 り巻 くように多数の石器が出土している(仙

台市教育委員会 :1989)。 状況から判断して炭化材集中部は焚火跡 と考えられ、その付近の上壌はあらたな磁化を獲

得していることが期待される。この研究では27層上面の土壌の残留磁化を測定し、焚火跡の可能性を考察した。

2.試料 の採取 および測定方法

27層上面の上壌の一般的な磁性を調べるために、炭化材集中部を含む 6m2の 区域 とその数 m南方の 4m2の 区域

(Ⅳ区)、 およびⅢ区の石器出土地点を含む 4m2の 区域の土壌の残留磁化を検討した (位置図参照 )。 以下の文中で

は、それぞれの区域をⅣA区、ⅣB区およびⅢ区と呼ぶ。試料は 1辺20cm四 方の区画に 1個の割合で定方位採取さ

れたものであり、9.7ccの ポリカーボネイ ト製のカプセルに封入されている。長期間保管されていたために一部の試

料は乾燥によって収縮しており、カプセルの中で動 くものも認められる。収縮した試料の残留磁化は、本来のもの

とは異なるみせかけの磁化である可能性が高いため、採取された350個 の試料のうち収縮の小さな 242個 のみを残留

磁化測定用試料 とした。

まず全試料の自然残留磁化 (NRM,Natural Remanent Magnetization)を 測定し、その結果を参考にして適当

な試料を選択し、段階的な交流消磁実験を施して磁化の安定を吟味した。さらに二次磁化成分の除去に適切な消磁

処理をすべての試料に施し、あらためて残留磁化を測定した。

磁化の測定および交流消磁には、Schonstedt社製のスピナー磁力計 (SSM 2A)と 交流消磁器 (GSD 5)を 使

用した。

3.測定結果

3-1.III区

図 1にⅢ区の試料の NRMの方位 (a)と 強度 (b)を示す。図の上側は真北であり、矢印の方向は偏角を示す。

m区の区画線は真北方向と斜交するため、図のように補正してある。矢印の長さは伏角を表しており (長いほど低

角度)、 実線は下向き、破線は上向きである。磁化は磁力計で測定された X、 Y、 Z、 一X、 一Y、 一Z成分 (直交座標
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系)か ら計算されるが、試料内部の磁化分布が不均―な場合には、 (X、 Y、 Z、 )ベク トル と (― (X)、 一 (Y)、 一(Z))

ベク トル との間に角度差が生 じる。この角度が20°以上の場合には磁化が不均質な試料 とみなし、方位図中で影をつ

けて区別した。強度は5× 104A/mお きに 7段階の明暗で表現した(暗部ほど強度大)。 前述の説明は図 1以外の磁

化記録図にも共通である。

Ⅲ区の試料の磁化方位は北向きおよび下向きのものが卓越するが、南東部および北東部の試料の一部は周囲と異

なる方位を示す。しかし異常方位試料は磁化の不均質なものが多 く、信頼できる記録ではない。磁化強度は一般に

5× 104A/m～ 15× 103A/mであり、東部により大きな強度の試料が分布する。

磁化が均質な試料のうちD21は明瞭に南向きであり、C04と C06も 周囲と異なる南向きの成分をもつ。ただしこ

れらの試料の強度はШ区の平均的な値である。C15と D20は磁化が不均質であるものの、Ⅲ区の中では最大級の

2.5× 103A/m以 上の強度を示す。

図 2は交流消磁に対する磁化の安定性を消磁曲線で示したものであり、磁化の異常な試料 (a)と 一般的な試料 (b)

を比較してある。C15と D20お よび比較試料 A20を除 く7試料は、NRM強度が半分になる消磁値 (MDF,Median
Destruct�e Field)が 10mT以下であり、それ以上の消磁区間では磁化強度がなめらかに減少する。C15と D20は

磁化の不均質な試料であるが、MDFが30mT以上で交流消磁の影響を受けにくい(以下の文中では磁化の「かたさ」

と表現する)。 A20は 高消磁域において強度が不規則に変化しており、一般的な試料 よりも磁化がかたいものの

(MDF>15mT)不安定である。

図 3に 10mTの交流消磁後の残留磁化の方位 (a)と 強度 (b)を示す。消磁実験を参考にすると、磁化のかたい

C15と D20の 10mTの消磁後の強度はNRMの 80%以上であることから、消磁後の強度が NRMの 80%以上である

試料はとくに磁化がかたいと解釈し、そのような試料を強度図の中に黒丸で示してある。

試料の 7割は消磁によって NRM強度の半分以下になり、全体的に磁化はやわらかい。強度はおもに1× 109A/m

以下であり、5× 104A/m以 下の試料がその半数以上を占める。東部～南東部により大きな強度の試料が分布する

が、この分布は不均質な磁化試料の分布とも重なるようである。南東部に分布する磁化の不均質な試料の中には、

全体の 6%(5/80)を 占める磁化のかたい試料が認められる。消磁による磁化の良質化は認められず、むしろ磁化

の不均質な試料が増加し、方位のまとまりも悪 くなる。

Ⅲ区の中の特異な磁化試料は、磁化が均質で一般方位からかけはなれた試料 (C06、 D21、 D09)、 および不均質な

がらかたい磁化を示す試料 (B25、 C15、 D18、 D19、 D20)である。C15と D20は強度が大きいことで も注目される。

3-2.IV A区

ⅣA区の試料の NRM記録を図 4に示す。磁化が均質な試料の方位は北向きおよび下向きが卓越するが、Ⅲ区ほ

どまとまりがない。全域にわたって、さまざまな方位を示す磁化の不均質な試料が認められる。磁化強度は5× 104

A/m～ 1× 103A/mの 試料が多い。

磁化の均質な試料のうち F17、 G25お よび 022は南向き成分をもち、他の試料と区別される。ただしこれらの試

料の強度はⅣA区の平均的な値である。2.5× 103A/m以上の大きな磁化強度を示す試料が認められるが (G06、

N07、 015)、 これらの磁化はきわめて不均質である。

異常な磁化を示す 6試料は、交流消磁に対する挙動からおおまかに2つ のタイプに区別可能である(図 5)。 1つ

はMDFが30mT以上の磁化のかたいものであり、G16、 N07、 015お よび G25が含まれる。もう 1つ はMDFが 15

mT程度の磁化のよりやわらかい試料であり、F17と 022が含まれる。4つ の比較試料はMDFが 10mT～ 20mTの

間にあり、高消磁域で K15の強度が大きく減少することを除けば、異常磁化試料の F17と 022の消磁挙動に類似す

る。Ⅲ区と同様に、磁化が不均質で強度の大きな試料はそれ以外の試料の磁性 とは明らかに異なる。G25は磁化が
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均質かつ MDFが 30mT以上であり、注目すべき試料である。

図 6は 10mTの交流消磁後の磁化記録である。多 くの試料の磁化強度は5× 104A/m以下 と小さいものの、強度が

NRMの 半分以下である試料は 3割 くらいである。磁化のかたい試料はⅢ区よりも比率が高 く全体の16%(14/87)

を占め、南西部においてみかけ上環状に分布する。このうち G22と 011の磁化は均質であり、G25と ともに注目す

る必要がある。これらの試料の強度は7.6× 104A/m～ 1.6× 103A/mの範囲にあ り、Ⅳ A区の中ではやや大きめで

あるが、方位はまった く一致 しない。消磁 による磁化の改善は認められず、むしろ不均質な磁化試料が増加 し方位

のばらつきも大きくなる。

Ⅳ A区の中の特異な磁化試料は、磁化が均質で一般方位からかけはなれた試料 (F17、 G14、 G25、 011)、 および

磁化のかたい試料 (G22、 F19、 G03、 G06、 G07、 Jll、 J16、 」22、 K07、 Kll、 N07、 015)で ある。G06、 N07お

よび 015は強度が大きいことで注目でき、また G22、 G25お よび 011は磁化が均質かつかたい試料 として重要であ

る。

3-3.Ⅳ B区

Ⅳ B区の試料の NRM記 録 を図 7に 示す。磁化の均質な試料には南向きの方位成分 は認められず、すべて下向き

および北向き成分から成る。 しかし方位のまとまりは小さく、 とくに南東部の試料 は東西成分が強い。磁化強度は

5× 104A/m～1× 103A/mの試料が多い。

Q14は磁化が不均質ながら強度がlX10 2A/m以上で非常に強 く、Ⅳ B区の中では特殊である。また西向き成分

の強い T07と T20お よび伏角の小さな T12は、磁化方位がとくに一般方向から離れている。

図 8は異常磁化試料 と一般試料の交流消磁曲線である。異常磁化試料のうち T07と T12は MDFが 10mT以下で

あり、類似した消磁曲線を示す。T20は 消磁曲線が不規則な形態であるが、MDFが30mT以上で磁化がかたい。強

磁化試料 Q14の強度は正弦波状に滑らかに減少しており、MDFは20mT～25mTに認められる。Q02以外の比較試

料はMDFが15mT以上であり、類似 した消磁曲線を描 く。Q02は MDFが 10mT以下で磁化がよりやわらかく、異

常磁化試料 T07と T12の消磁挙動 と類似する。

図 9は10mTの交流消磁後の磁化記録である。磁化強度は Q14を 除いてすべて1× 103A/m以下であり、とくに

5× 10~4A/m以下の試料が多い。ⅣA区 と同様に強度が NRMの半分以下になる試料は全体の 3割程度であり、磁

化のかたい試料も全体の15%(11/75)で ある。磁化のかたい試料はとくに強磁化試料 Q14の東方に集中する。消

磁による磁化の改善は認められない。

Ⅳ B区の中の特異な磁化試料は、磁化のかたい試料 (Q14、 R22、 S07、 S12、 S13、 S16、 S17、 S18、 S21、 S22、

T20)である。Q14は 強度が大きいことで注目でき、S12は磁化が均質かつかたいことで重要である。

4.考 察

地球磁場は数十万年から百万年の周期で逆転を繰 り返しているが、 1万年以下程度の短い逆転を除き、過去73万

年間は同じ極性 (正極性)が継続している (Cox:1969)。 富沢遺跡27層上面の上壌の残留磁化は現在の地球磁場 と

同じ極性を示すが、27層上面における人類活動は 2万年前 くらいと考えられ (仙台市教育委員会 :1989)、 当時の地

球磁場が正極性であることに矛盾はない。しかし多 くの試料の NRMは 15mT以下の交流消磁でその半分以上が消

失しており、消磁によって磁化が不均質になるとともに方位のまとまりが悪 くなることを考慮すると、NRMの大部

分は現在の地球磁場の影響で二次的に付加 したもの (粘性残留磁化)であり、消磁後 もその影響が依然強いことを

暗示する。

各地区の残留磁化を比較すると、ⅣA区 とⅣ B区 には共通点が多 く、Ш区はこれから区別される。ⅣA区 とⅣB

386
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区に較べてⅢ区の NRMは強度が大きく方位のまとまりが良い。ⅣA区 とⅣ B区ではMDFが10mT以下の試料は

3割程度であり、また消磁後の強度が NRMの 80%以上である試料が15%を 占めるのに対 して、III区 ではそれぞれ

7割および6%であり、磁化がよりやわらかい。すなわち、Ш区試料は磁気的に不安定なために二次磁化の付加が

大きく、みかけ上 NRMが まとまりをもったと考えられる。磁性の違いは磁性鉱物の内容 (量、種類あるいは変質

の程度など)を反映するが、富沢遺跡の場合には局所的な変化をその背景に考える必要がある。

地区ごとに特異な磁化試料を選択したが、これらの分布地点が焚火跡であるかどうかを、森永ら (1989)が 提示

した判断基準に照らし合わせて検討した。その基準は次の 3点である。

1)NRM強 度が大きい。

2)残留磁化が交流消磁に対して安定である。

3)残留磁化方向が特異または安定である。

基準 1と 2は、堆積残留磁化に対する受熱で獲得した磁化の相対的な性質である。地球磁場は逆転という劇的な

現象以外にも、反転に匹敵する一時的な大きな変動 (エ クスカーション)や、永年変化 と呼ばれる周期的変動を行っ

ている。焚火によって獲得する磁化は堆積残留磁化 とは形成時期が異なるために、方位がある程度異なることが期

待される。その差が大きい場合には、基準 3を満たす特異な方位が認められることになる。ただし、焚火をおこし

た人類の生活時間は地球磁場変動の尺度でみる限りごくわずかであり、獲得した磁化方位はまとまりを示すはずで

ある。この「特異な磁化方向のまとまり」を、補足基準 とする。

各地区には、磁化のかたい方位の異常な強磁化試料が 1～ 3個認められる。いちおう基準 1～ 3を満たすが、磁

化はきわめて不均質である。この他にも磁化のかたさに着目して多数の異常磁化試料を指摘したが、やはりその多

くは磁化が不均質である。このような試料の磁化方位は当然一貫性がなく、地球磁場による支配がうかがえない。

おそらく、磁気的にかたい異質な磁性鉱物が試料の中に混入したためか、あるいは磁性鉱物の変質の度合いの違い

によって、異常な磁化を示すのであろう。ただしその分布にはまとまりが認められ、深い関わりをもつ現象がその

背景に考えられる。

磁化が均質な異常磁化試料は 3区域合わせて 9試料であるが、このうち G22、 G25、 011お よび S12の 4試料は基

準 1、 2お よび 3を満たしており、磁気的に安定な特異な試料である(消磁後の磁化図において太枠で囲んだ試料)。

27層上面に焚火跡があるとすれば、前述した 4試料のいずれかを含む位置に予想される。しかし補足基準である磁

化方位のまとまりは認められず、同じ地球磁場のもとで獲得したとは考えにくい。あらためてこれらの試料の位置

を確認すると、すべて磁化の不均質な試料 と隣接しており、おそらく一部 (あ るいは全部)の試料の磁化の均質さ

はみせかけと考えられる。

この研究の重要な目的の一つは、ⅣA区で発見された炭化材集中部が焚火跡であるかどうかを検証することであ

る。焚火跡の可能性をもつ 4試料の磁化が信頼できると仮定すると、S12は まった く異なる場所であるものの、G25

はまさに炭化材集中部に含まれ、また G22と 011は その lm以内にあり、焚火跡の推定位置が一致する。ここで仮

定を成立させるためには、少なくとも懸案の試料の磁化方位のばらつきを説明する必要がある。一つに、地球磁場

が大きく変動している最中に磁化を獲得したために、予想以上に磁化がばらついたことが考えられる。しかしあま

りにも都合の良い偶然を期待しており、この時期のエクスカーションも現在のところ報告されていない。炭化材集

中部に含まれるG25以外は磁化が信頼できない、という説明も可能である。しかしこの考えはいっそう都合の良い

解釈であり、また G25の磁化方位は現在の磁場方向とは大きく異なり、いずれにせよエクスカーションを期待しな

ければいけない。結局説明は困難であり、むしろ、これら4試料は磁化が不均質な試料の特殊な例 と考えたほうが

道理的である。結論 として、本研究結果では炭化材集中部を焚火跡 とする仮説を検証できないと言える。

炭化材集中部を既知 としてあらためて残留磁化を検討すると、磁化のかたい試料が炭化材集中部の周囲に環状に
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分布 してお り、その関連が うかがえる。磁化が不均質になる原因の一つ として異質な磁性鉱物の混入を指摘 したが、

もしも炭化材集中部が焚火跡であるならば、その鉱物は炉床で形成された磁気的に安定な鉱物であるかもしれない。

前述の推論を裏付けるためには、土壌の中に隠されている異質な磁性鉱物の正体 をつきとめることが、もっとも重

要な課題である。その鉱物が受熱の産物であるならば、災化材集中部を焚火跡 とする仮説を支持する材料になるば

か りでな く、磁化のかたい試料の集中部分一とくにⅣ B区の北東部およびШ区の南東部―も焚火跡である可能性が

でて くるかもしれない。

5。 まとめ

① 富沢遺跡27層上面の上壌のNRMは、おもに二次的な粘性残留磁化にになわれている。10mTの交流消磁後の

残留磁化は正極性であるが、二次磁化の影響は充分に取り除けていないと考えられる。

② ⅣA区とⅣB区の上壌の磁性には共通点が多く、III区の上壌の磁性はこれから区別される。この相違は、局所

的な磁性鉱物の内容の違いに関連すると考えられる。

③ 炉跡推定基準 1～ 3を満足する残留磁化の安定な土壌が、ⅣA区に3試料、ⅣB区に1試料認められる。しか

し磁化記録としての信頼性が低 く、すべてが受熱による磁化とは考えにくい。

④ 炭化材集中部と③の試料はほぼ同じ位置に分布しているが、受熱による磁化と判断可能な信頼できる磁化記録

ではないことから、ⅣA区の炭化材集中部を焚火跡とする仮説を検証できない。

⑤ 炭化材集中部の周囲には磁化のかたい試料が環状に分布する。炭化材集中部が焚火跡ならば、その磁性は受熱

の産物 (鉱物)に になわれている可能性がある。この鉱物の正体をつきとめることが、今後の重要な課題である。

③ Ⅲ区の南東部およびⅣB区の北東部には磁化のかたい試料が集中して分布しているが、⑤の問題との関わりか

ら鉱物学的な検討が望まれる。
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第■節 富沢遺跡出土石器の使用痕研究

東北福祉大学  梶原 洋

1.方法

光沢を中心とする使用痕研究の詳細は、既にいくつかの論考として発表されているのでそれを参照されたい (梶

原 。阿子島 :1982、 阿子島 :1989)。

2.使 用痕 の分析

使用痕分析の対象としては、いわゆる微細な砕片を除いて、 3ヶ 所の集中地点の全ての象」片石器について観察を

行なった。その結果について、以下に述べる。

① IV C区の集中地点

Ⅳ C区の資料の多 くは黒色の頁岩の同一母岩からなるものが大半を占める。この頁岩製の石器は、保存状態がき

わめて良好で、ほとんど割られたばかりのような表面状態である。従って使用痕の観察には適した資料だが、微細

まJ離痕、光沢などの使用痕はほとんど見られない。微弱な光沢が 3点の石器に認められるだけである。K63(No.

1726)は 下端に微細剣離痕がみられ、その部分に微弱な光沢が存在する。光沢のタイプは、El,F2で 、線条痕は、

縁辺に直交する。若干皮のSCRAPINGに 使用されたと推定される(第 4図 )。 K90(No.1783)と K87(No.1912)

(第 4図)はいずれも縁辺部には微細劉離痕 もほとんど見あたらないが、微弱な光沢が観察できる。光沢はいずれ

もElで観察できる部分も狭い範囲に限られる。線条痕の方向からみて皮あるいは肉の CUTTINGに 使用された

と推定される。

黒色の頁岩以外の石材による石器では、K147(No.1738)(第 4図 )、 K151(No.1739)(第 4図 )、 K155(No.

2395)(第 3図)に使用痕が観察できた。K147(No.1738)は 、石核 とも考えられるが形態的にノッチの仲間にい

れることができる。使用痕は、腹面と背面の尖った部分を中心に観察できた (第 4図 )。 光沢のタイプは、El,E2

で、線条痕から、先端を使った皮あるいは肉の CUTTINGと 推定される。K151(No.1739)も 同様にEl,E2

で皮・肉の CUTTINGと推定できる。K155(No.2395)は、石材も他と違い、かつ、炉の周辺のピットから発見

されている点で興味深い。主に腹面右側辺下部に使用痕が見られる。光沢のタイプは、E2,Elで 、線条痕は縁辺

にほぼ平行し、また明瞭である。かなり硬い皮。肉の CUTTINGに使用されたと推定できる。この石器にはこれと

は別に背面の中央上部に明瞭な光沢が認められるが、通常の使用による光沢にこれに当てはまるものはない。ただ、

線条痕が一定の方向に走ることや範囲が限られていること、頁岩を袋にいれて持ち運ぶときに互いに擦れてつ く光

沢に最 も近いことから、このような人為的な行為の結果 と推定される。

② III区

ここでは、K61(No.2113)の ナイフ形石器 1点 に使用痕がみられる。この石器については、別に説明する。

③ I区

この集中地点では合計10点の石器が発見されたがいずれも二次加工されたいわゆるトゥールである。これらの石
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器に共通する特徴 は、いずれ も折れていた り、衝撃によるとみられる劉離痕があった りするなど、いわゆる完形品

は少なく、なんらかの使用の結果壊れたものが多い。使用痕が観察できた資料は合計 6点である。器種の内訳 は、

ナイフが 3点、スクレイパー 1点、彫亥1刀 1点、ノッチ 1点である。この中で、K55(No.2151)、 K51(No.2157)

については、K61(No.2113)と 一緒に別項で解説を加 える。

K52(No 2153)の ナイフは縁辺全体に使用痕がみられる。光沢のタイプは、E2を 中心 とするが、El、 Fl

も認められる。線条痕 は、末端部の縁辺では直交 し、そのほかでは、平行するものが多い。かなり固い皮、あるい

は肉の SCRAPING,CUTTINGな どが推定される (第 2図 )。 K57(No.2154)も スクレイパー とされるが、形

状か らナイフに入れることもできる。微細剣離痕、光沢が、背面の右側辺 と下辺にみられる。光沢のタイプは、右

側辺が E2、 El、 下辺は El、 Flで ある。線条痕 も力日味すると、右偵1辺は、皮の SCRAPERに、下辺 は、皮。

肉の CUTTINGに 使用されたと推定される (第 3図 )。 K54(No.2156)は 使用痕の発達は弱いが、樋状剣離 と考

えられている部分にやや El、 F2で、平行に走 る線条痕がみられることからCUTTINGに 使われた とも推定で

きる。 しか しK55(No.2151)の ナイフとともに別の解釈 も提示 したい。K56(No.2159)の ノッチは、快 り部

と、その反対側の側辺に Fl、 Dlと 光沢 と縁辺に直交する線条痕がみられることから、角あるいは骨の WHITT‐

LINに使用された と推定できる (第 4図 )。

④刺突具と考えられるナイフ形石器について

K-61(No.2113)は 基部が刃潰しにより狭められ、末端の細 くなる形状を持つナイフである。光沢は、Dl,F

lが主で、一部 E2も見られる (第 4図 )。 K51(No.2157)の ナイフもK61(No.2113)と 同様の形状 を持つが

腹面に末端からのまJ離面あるいは折れ面状の損傷が入る。光沢は、二次加工の部分にはみられずそのほかの縁辺に

みられるが、Fl,Dlが 主である。一部 E2も 観察できる (第 2図 )。 K55(No.2151)の ナイフは、上部の二

次力日工が折れ面に切 られており、刃潰しは、一方にしか見られない。もとの形を正確に復元することは難 しいが、

台形に近い形態が推定できる。腹面左側辺上部は、縁辺に樋状象」離状の微細剣離痕がみられる。光沢は左右両側辺

と上吉[に あり、E2,Fl,Dlが 見られる (第 2図 )。

これらの石器で特にめだつ特徴は、末端から入る階段状剣離のような損傷 と、樋状剣離状の微細剣離痕、縁辺の

微細剣離痕である。このような特徴は、投げ槍、あるいは鏃の先端部に使われた石器に特有のものとする実験の結

果が近年あいついで公表された(BERGMAN,NEWCOMER:1983,ODELL,COWAN:1986,FISCHER:1990)。

この中で最 も詳細な実験を行なっているODELL,COWANの 実験結果と比較してみたい。実験は特定の形態を

持つ複製槍、石鏃 と象」片そのままのを先端 として166行 なわれている。実験の結果目に見える使用痕 として 1.階段

状の折れ、 2.階段剣離、蝶番剣離状の損傷、 3.潰れ、 4.折れ、 5.樋状剣離状の損傷 となっている。 このよ

うな結果は、BERGMAN,NEWCOMER,FISCHERの 実験でも同様である(第 5図 :ODELL,COWAN,第 6・

7図 :FISCHERよ り)。 K61(No 2113)と K51(No.2157)のナイフの階段状劉離様の損傷は、第 1図の bの

使用痕、第 3図の 2の使用痕 と一致し、実験で最も頻度の高い損傷である。また K55(No.2151)の ナイフは、第

3図の 3の腹面左肩にみられる樋状剣離状の損傷に一致する。光沢は、K61(No.2113)、 K51(No.2157)が F

l,Dlな どの角骨や E2な どの皮・肉に関するものが複合 して存在し、この点からは、動物に対する作業がうか

がわれる。線条痕は、両側辺に平行するものが多い。それだけでは、CUTTINGな どの作業の結果 と推定されるが、

マクロな使用痕 と一緒に考察するとなんらかの飛び道具の先端 としての可合診陛が高 くなる。K54(No.2156)の 彫

刻刀と分類されている石器も樋状象」離は、上部の折れ面に切 られており、それよりも新しい加工ではない。実験の

際に出る樋状剣離様の損傷 (第 2図の d,c)を参考にするとき、これらもまた飛び道具として使われた結果 という

可能性がある。ただこの結果が、投げ槍か石鏃かといったより具体的な点については、前述の実験を援用しても解

396
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決できない課題 として残っている。

3.ま とめ

①最 も資料の多いⅣ C区では、比較的原産地から近いと考えられる黒色頁岩製の剣片の大部分は未使用である。使

用痕のあるものもきわめて使用頻度は少な く、皮の SCRAPINGに 使用された もの 1点、皮あるいは肉の CUT‐

TINGに使用されたもの 2点である。

②黒色頁岩以外のⅣC区の石器は、皮あるいは肉のCUTTINGに使用されたもの 3点である。

③この事実は、脂肪酸分析の結果を支持しない。脂肪酸が出ているとされる石器を丹念に検鏡したが使用の痕跡は

皆無で例えば脳漿なめしが示唆された資料にも皮のSCRAPINGの 痕跡はなかった。使用以外による付着を考慮に

入れる必要がある。

④今回のもっとも興味深い成果として I区 とⅢ区の石器の中のナイフの一部がかなり確実に、飛び道具の先 と推定

されたことがあげられる。その数は 3点である。そのほか皮・肉のスクレイパー、あるいはナイフが 2点、角・骨

の削り具が 1点である。狩猟に関連した石器がまとめて発見されたと考えられる。

最も資料の多いⅣC区の性格については、剣離作業の場で、必要な劉片を製作し、持ち出した場 としてとらえら

れ、 I区、Ⅲ区は、古い装備を捨てたか、後のために一部を置いていった場 と考えられる。いわゆる廃棄、遺棄だ

けでなく、第 3の残され方として、CACHE(貯蔵場)の可能性も考慮されるべきであ る:)BINFORDに よって提

示された FORAGER,COLLECTORの 区別は、石器の製作や装備、使用、廃棄など様々な点で、異なった様相を

与えると考えられるが(KUHN:1989)、 今回の富沢のような石器の出方と使用の様相は、遠隔地からもたらされた

石器をより原産地に近い石材の石器に交換する装備の更新の問題 と石器製作 といった生活のより具体的な点につい

ての重要な情報を提供した。
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第 5図 石鏃・投槍として使われた石器の破損例 (Ode H&Cowan 1986よ り)
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とレバノン・ クサルアキル遺跡の尖頭器の破損痕

(Bergman&Newcomer 1983よ り)

第 8図 実験による石鏃の破損
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第12節 石材について

東北大学理学部 蟹澤 聰史

l.富沢遺跡 27層上面 の買岩

富沢遺跡27層上面から出上した石器に破片 (8 mn× 101ull程度)を薄片にして偏光顕微鏡観察を行ない、残余を粉

末にしてエックス線粉末回折を行なった。その結果について簡単に幸艮告する。

偏光顕微鏡観察の結果

岩石破片を0.02mmほ どの厚さにすると、不透明な岩石でも大部分の鉱4/Jは光を通すようになり、光学的観察が可

能 となる。このようにして試料を観察すると、本遺跡から出土した肉眼的には黒色頁岩とみられる岩片はほとんど

石英からなり、その他 としては僅かの斜長石、粘土鉱物様の微細結晶、および不透明鉱物からなる。不透明鉱物は

炭質物 と鉄鉱物であろう。さらに石英の細脈が買いている。再結晶は認められず、スレー ト労開などもみられない。

非常に微細な結晶なので偏光顕微鏡では詳細な観察は出来ない。そこで、粉末試料をリガクRAD― Cシステムを用

いてエックス線粉末回折を行なった。その結果は石英のピークが著しく高 く、その他斜長石のピークが僅かに認め

られるのみで、粘土鉱物や鉄鉱物、グラファイ トなどのピークは検出されるほどではなかった。したがって、この

黒色買岩はほとんど石英からなっており、斜長石は僅かであること、その他の鉱物 も少量である。この結果は絹雲

母や斜長石を含む登米や雄勝の頁岩 とは異なっている。このことは、この頁岩の産地は北上山地ではなく奥羽山地

であり、奥羽山地にしばしばみられるかなり珪化した第二紀の頁岩 と思われる。但し、わずか 1個の破片のみの観

察なので断定的な結論は避けたい。

H.石器の材料としての岩石の種類

1.は じめに

各地のさまざまな時代における遺跡から出土した各種石器の材質を検討することによって、その当時の文化圏の

広がりを推定するための重要な情報が得られる。このため、石器の材質については従来から多 くの注意が払われて

きた。しかしながら、出上した石器類は文化財 として保存されなければならないので、材質鑑定にはもっぱら肉眼

鑑定によらざるを得ないという制約がある。場合によっては正確な名前が付けられないこともあり、また、地質学

者や岩石学者が鑑定に参加している場合は比較的少ないように思える。

ここでは、石器の材料 として用いられることが比較的多い岩石の特徴をごく大ざっぱに記述してみよう。

2.材質の特徴

石鏃、石匙、石錐などの象J片石器 として用いられている材料 としては、まず堅硬であること、一定の大きさの中
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では均質であること、細かな労開をもたないこと、ある程度多産することなどの条件が充たされていることが必要

である。 このような条件を備えたもの としては黒曜岩、珪質頁岩 (硬質頁岩 )、 チャー ト、玉髄、碧玉などがあり、

無斑晶玄武岩や安山岩 (サヌカイ ト)も 用いられている。黒曜岩は日本全国でみられるが、その産地はかなり限定

されている。東北地方では新第二系中に発達する珪質頁岩や玉髄、碧玉が大部分である。いわゆるサヌカイ トは瀬

戸内地方や近畿地方に多い。

3.岩石の種類

われわれの住む地球表面は、およそ1/3が陸地である。陸地は平均35血の厚さをもつ大陸地殻で構成されている。

また、海洋地域では海洋地殻の厚さは数kmに過ぎない。大陸地殻の大部分は火成岩であり、残 りは堆積岩 と変成岩

である。海洋地殻の大部分は火成岩の一種の玄武岩である。その表面は薄い堆積物が覆っている。地殻の厚さはこ

のように大陸と海洋で異なっている。そして、地殻の下部にはマントルが存在する。地殻 とマントルの境をモホロ

ビチッチ不連続面という。さしあたって、日本国内で石器の材料に用いられているものは陸地の岩石と考えてよい

であろう。

火成岩 :地球内部 (上部マントルまたは下部地殻)に 由来する高温の珪酸塩溶融体 (マ グマ)の固結して生じた岩

石。マグマの回結するときの温度、圧力、冷却速度などによって種々の火成岩を生ずる。固結するときの冷却速度

が大きければ結晶の小さい火山岩 となり、冷却速度が非常に小さければ結晶は大きく成長 し、等粒状で完晶質のい

わゆる深成岩類 となる。黒曜岩、サヌカイ トなどは結晶の小さい火山岩類に属する。 とくに黒曜岩はほとんど結晶

のみられないガラス質の火山岩である。

堆積岩 :岩石の砕屑物、生物の遺体、火山噴出物などが水中あるいは陸上に機械的、化学的に沈殿、堆積したもの

が固結して生じたものである。頁岩、チャー ト、石灰岩や凝灰岩などはこれに属する。粘板岩は頁岩などが圧力に

よって低度の変成作用を受けて堅 くち密になり、スレー ト労開をもつようになったものである。チャー トは代表的

な珪質の化学的堆積物である。石灰岩はサンゴやその他の石灰質生物の遺骸が集積したものや化学的に炭酸カルシ

ウムが沈殿したものであり、凝灰岩は火山灰が堆積したものである。

変成岩 :既存の岩石が、それが生じたときとは異なった温度・圧力などの外的条件で最初のものとは異なった岩石

に変化したもので、花聞岩類の貫入による熱 (接触)変成作用、造山運動などによって広域的に生じる広域変成作

用、あるいは断層運動などで生じた動力変成作用などがもとになってそれぞれ、熱 (接触)変成岩、広域変成岩、

動力変成岩などとなる。ホルンフェルスや大理石は熱変成岩、結晶片岩や片麻岩は広域変成岩の代表的なものであ

る。

東北地方の石器材料 として特に多 くみられるものは、第二紀漸新世～中新世におこったいわゆるグリーンタフ(緑

色凝灰岩)の火山活動に伴う変質によって生じた珪質頁岩や珪化凝灰岩などであり、あるいは珪化作用がさらに局

部的に著しく起こったところでは、めのう、玉髄、碧玉などを生じ、これらに伴ってみられる。いずれも珪化作用

のため著しくSi02に富んでいる。珪化作用が進行すると、ほとんど本来の組織を残さず、見かけも類似のものにな

り、頁岩と凝灰岩などとの区別はつかなくなってしまう。

グリーンタフのもたらした火山活動は東北地方では主として、奥羽山脈およびそれ以西で活発に行われたもので、

今からおよそ3000～ 500万年前に活動した。いわゆる黒鉱鉱床はこの活動に関連したものである。また、最近では1500

万年ほど前までは日本列島はアジア大陸と接続 していたが、この頃から時計周 りに回転 して日本海を生じ (日本海

拡大の時期)現在の位置に定地したと考えられている。第 1図 に東北地方のグリーンタフと中・古生界分布地域を

示した。

406
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次に東北地方にみられる石器 として用いられている岩石の代表的なものについて述べる。

黒色頁岩 :比較的珪化の程度が弱 く、灰黒色～黒色を呈し、堆積時の構造を残すことがある。偏光顕微鏡下では砕

屑性石英・斜長石などのほか、粘土鉱物・災質物などからなり、堆積構造も認められる。いわゆる粘板岩とか結晶

片岩などは頁岩などが後からの変形運動や変成作用などで努開が発達したり (ス レー ト労開)結晶が一定方向に配

列する (片理)も ので、一定方向に割れ易いことが多い。

珪質頁岩・珪化凝灰岩 :いずれも細粒で、灰色・褐色 。白色などの多様な色調を呈する。斑晶状の結晶・脱ハ リし

た軽石などの組織 と思われる模様のみられるものは凝灰岩 と考えられるが、厳密には両者の区別は困難である。顕

微鏡下でも、珪化の進んだものは、ほとんど石英のみであり、区別は難しい。稀に、凝灰岩源のものには脱ハ リし

たガラス片、斜長石片などがみられる。頁岩源の場合はしばしば黒色の炭質物や有孔虫、あるいは珪藻化石 と思わ

れる破片がみられる。珪質頁岩のなかには本来珪質の生物 (珪藻や放散虫など)や珪質砕屑物などの堆積によって

形成されたものが多いことが最近判明した (飯島 :1988)。

玉髄・碧玉・ めのう :珪質頁岩や珪化凝灰岩がさらに珪化すれば、その一部は玉髄、あるいは碧玉となる。玉髄の

場合、化学組成はほとんどSi02の みからなり、石英の微細結晶の集合体からなるもので、色調は乳白色～黄色であ

る。玉髄はほぼ均質な色調を呈し、めのうと呼ばれるものは同心円状あるいは帯状の色調配列をなす。玉髄は赤鉄

紘・針鉄紘などの酸化物を含むため、赤褐色・責色または黒色を呈する。また、しばしば植物破片や珪化木がさら

に珪化 して玉髄や碧玉などになっているものもみられる。鏡下では、玉髄は放射状や不定形の石英結晶が集合して

縞状 (コ ロフォーム組織)あ るいは魚卵状をなす。 ときに赤鉄紘、針鉄紘などの不定形ないし微細な針状結晶の集

合体を含み、これらが多 くなると、肉眼で赤褐色・黒色または緑色の碧玉 となる。赤鉄紘や針鉄紘の集合体は石英

結晶中に散在することもあり、ぶどう状～樹枝状集合体 としてみられることもある。

黒曜岩 i Si02や アルカリ(Na20+K20)に 富むガラス質の流紋岩の一種で、特徴ある黒色のガラス光沢を呈し、貝

殻のような割れ目 (貝殻状断口)を示す岩石のため目につきやすい。良質のものは小片にすると半透明である。時

として石英、斜長石、雲母または角閃石その他の斑晶がみられ、しばしば縞状、毬果状を呈するが、石器の材質 と

しては均質なガラス状のものが用いられる。鏡下ではほとんどがガラスからなり、微細なクリスタライ ト (晶子)

を含み、これがしばしば流理構造を示す。

安山岩 。玄武岩・石英安山岩 。流紋岩 :いずれも火山岩で、とくに安山岩は東北地方の第四紀火山の主体を占める

ものである。また、第二紀火山活動の産物 としてもみられる。斜長石や輝石の斑晶が認められるもので、新鮮なも

のでは黒色ないし灰色である。玄武岩は安山岩よりもややち密な感じである。石英安山岩 と流紋岩は灰色ないし白

色で、しばしば石英や斜長石の斑晶がみられる。流紋岩はやや流れたような流理構造が認められる。瀬戸内地域で

よく用いられているサヌカイ ト (讃岐岩)は四国香川県 (讃岐地方)に産する非顕晶質 (肉眼で結晶が認められな

いほど微小な性質)の古銅輝石安山岩で、黒色ち密な岩石で堅い。金槌で叩 くと金属的な音がすることから別名カ

ンカン石 という。

これらの他に、花蘭岩や閃緑岩などの結晶質岩が臼や杵など大型の石器として用いられている。これらの岩石は

結晶が大きいために鏃などの小型石器には不向きである。

4.岩石の鑑定法

4-1.肉 眼またはルーペによる。石器そのものの鑑定は専らこれに頼るしかない。さらに良いのは双眼顕微鏡の

下で観察すれば倍率も高 く、かなり正確になる。これらの方法は石器を破壊することはないが岩石表面の観察に限

られる。

4-2.岩 石を薄片にして偏光顕微鏡観察をする。岩石名の正確な決定はこれが一番良い。しかし、石器そのもの
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を薄片にすることは許 されないので、チップなどが大量に産出するときなどは有効である。 また、原石そのものの

種類の決定には最 も適当な方法である。

4-3.エ ックス線粉末法による。 これは玉髄や碧玉などの微細 な結晶を決定するには良い方法であるが、やはり

粉末にした試料が必要であるので薄片作成の場合 と同様、 これが利用できるときに限られる。

4-4.岩 石の比重を計 る。 これは天袢があれば、石器を破壊せずに計 ることができるのでかなり有効である。し

かし、岩石種が異なっても比重の等 しいものが多いので、他の方法 も組み合わせて行なうことが必要である。

5.岩石の地域性

種々の岩石は、その産出する地質学的背景を反映 して、地域性を持っている。た とえば、先の珪質頁岩などは東

北地方でも北上川や阿武隈川 よりも西側にのみ産出し、粘板岩や花聞岩類などは北上山地に特に多 くみられる。ま

た、同じ頁岩でも第三系のものと中 。古生界のものとは区別が可能である。さらに、火成岩はそのマグマの発生し

た ところによって、化学組成が少 しづつ異なるので、 この特徴をうまく利用すれば原石産地をかなり絞ることが可

能になる。第 2図に東北地方の黒曜石の化学組成 と産地 との関係を示 した。花聞岩なども地域性があるので、慣れ

れば区別は可能であるが、かな り専門的知識 を必要 とする。頁岩などの堆積岩は広範囲な地域を供給源 として広い

海に運ばれ、堆積・形成されたものなので、火成岩のように細かい地域性 を決定することは非常に困難である。 も

ちろん、浅海性、深海性、あるいは陸源性などの堆積の場 ごとの性質は異なるが、火成岩の地域性 よりははるかに

大 きい。また、前述のように珪化作用などが加わるとみな一様になってしまってさらに区別が困難 となる。

6。 おわ りに

石器の材質鑑定の際には岩石学の知識ばか りでなく、常に遺跡の出上 した地域が どのようなところなのか、また、

周辺が どのような地質か ら成 り立っているかが重要な点であり、地質図を常時眺めなが ら鑑定することも大事なこ

とである。 このように石器やその材料になる岩石の観察や鑑定にあたっては地質学的・ 岩石学的な知識を必要 とす

る。したがって、正確な岩石種の決定のためには考古学者 と地質学者 との連携が不可欠であり、考古学者自らが地

質学の知識に精通することも必要である。また石器の肉眼のみにたよる鑑定はともすると誤った結論を導 くことに

もなり、場合によっては石器 またはその破片の一部を実際に顕微鏡薄片などにすることも決心しなければならない

であろう。

なお、専門的に重要な文献があるが本稿の主旨から大部分は省略 した。本稿で引用したものと一般的な文献 を次

に掲げてお く。

文 献

飯島 東 (1988):「第二紀珪質頁岩層の総合研究」『昭和62年度科学研究費補助金研究成果報告書』pp 229

井上真理子 (1976):「黒曜石の産地同定一化学分析を中心にして」F東北考古学の諸問題 (東北考古学会編)』 151～ 167

井上真理子 (1989):「縄文時代の物と人の動き(1)一 東北地方の黒曜石原産地と大木囲貝塚との関係一」『考古学論叢H』 225～249 纂

修堂

蟹澤聰史 (1986):「 田柄貝塚から出上した石器類の岩質について」309～ 320『宮城県文化財調査報告書第H集』「田柄貝塚」

北村 信 (1981):「新第二系」『北上川流域地質図 (20万分之 1)説明書』225～227

久城育夫・荒牧重雄・青木謙一郎編 :「 日本の火成岩」岩波書店 pp 206

橋本光男 :「日本の変成岩」岩波書店 pp 172

水谷伸治郎・斎藤靖二・勘米良亀齢編 :「 日本の堆積岩J岩波書店 pp 234



第 1図 東北地方の申心古生界および

グリーンタフの分布
斜線部は中,古生界,ハ ッチ部|ま グリーン

タフの分布を示す (北村 :1981を 簡略化)

Na2υ                                 K20
第 2図 東北地方各地の黒曜石 のCaO― Na20~K20比

1:宮城県七二ヶ浜  2:宮城県塩竃港  3:宮城県岩出山  4:岩 手県雫石
5:岩手県花泉
TC:田柄貝塚 (大 きい黒丸) DG:大 木図貝塚 (―黒三角)  HK:籍 根

KZ:朴津島  C～ F:月 山および深浦   SH:信州系列 (TC以外は井上 :1989

のデータによる,図は蟹澤 }1986よ り引用)
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第13節 富沢遺跡から出上 した石器・糞状物質および土富

壌に残存する脂肪の分析

帯広畜産大学生物資源化学科

仰ズコーシャ総合科学研究所

中野益男,福島道広

中野寛子,明瀬雅子

大野詩子,長田正宏

動植物を構成している主要な生体成分にタンパク質、核酸、糖質 (炭水化物)お よび脂質 (脂肪・油脂)がある。

これらの生体成分は環境の変化に対して不安定で、圧力、水分などの物理的作用を受けて崩壊してゆくだけでなく、

上の中に住んでいる微生物による生物的作用によっても分解してゆく。これまで生体成分を構成している有機質が

完全な状態で遺存するのは、地下水位の高い低地遺跡、泥炭遺跡、貝塚などごく限られた場所にすぎないと考えら

れてきた。

最近、 ドイツ新石器時代後期にバター脂肪が存在していたこと!古代遺跡から出土した約 2千年前のトウモロコ

シ種子t約 5千年前のハーゼルナッツ種子に残存する脂防の脂肪酸は安定した状態に保存されていることがわかつ

た。このように脂肪は微量ながら比較的安定した状態で千年・万年という長い年月を経過しても変化しないで遺存

“

)

することが判明した。

脂質は有機溶媒に溶けて、水に溶けない成分を指している。脂質はさらに構造的な違いによって誘導脂質、単純

脂質および複合脂質に大別される。これらの脂質を構成している主要なクラス (種)が脂肪酸であり、その種類、

含量 ともに脂質中では最も多い。脂肪酸には炭素の鎖がまっすぐに延びた飽和型 と鎖の途中に二重結合をもつ不飩

和型がある。動物は炭素数の多い飽和型の脂肪酸、植物は不飽和型の脂肪酸を多 く持つというように、動植物の種

ごとに固有の脂肪酸を持っている。ステロールについても、動物性のものはコレステロール、植物性のものはシト

ステロール、微生物はエルゴステロールというように動植物に固有の特徴がある。従つて出土遺物の脂質の種類お

よびそれらを構成している脂肪酸組成と現生動植物のそれとを比較することによって、日に見える形では遺存しな

い原始古代の動植物を判定することが可能である。

このような出土遺物・遺構に残存する脂肪を分析する方法を「残存脂肪分析法」という。この「残存脂肪分析法」

を用いて、富沢遺跡から出土した石器・糞状物質および上壌の性格を解明しようとした。

1.石器 。糞状物質および土壌試料

富沢遺跡から出上した石器・シカ類の糞と推定される糞状物質および土壌試料を分析した。石器・糞状物質およ

び土壌試料の採取地点を第 1図 に示す。試料は図中の斜線の区画とIC区から1点の計34点である。上壌試料は I

B区、ⅢF区、Ⅳ区G-8から24試料採取した。試料 No.1～No.10がⅣ区G-8、 試料 No。 11がⅢ区F、 試料

No.12～No 15が I ttBの ものである。石器試料は IB・ C区、ⅢC・ F区、Ⅳ区G-8か ら21試料採取した。試

料 No。 16～No.24が IVttG-8、 試料 No.25～ No.34が IBoC区、試料 No.35と No.36がⅢC・ F区のもの

である。出土石器の周囲に付着している土壌 (周辺土壌)試料として試料 No.161～No.201の 5試料があり、こ

れらは各々の試料 No.に対応する周辺土である。他にシカ類の糞と推定されている糞状物質試料 No.37と その周辺

土壌試料 No.38がある。

2.残存脂肪の抽出

石器試料 2～ 62g、 土壌試料 1～536g、 糞状物質試料0.08g、 糞状物質の周辺土壌試料77gに 3倍量のクロロホル
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ムーメタノール (2:1)混液を加え、超音波浴槽中で30分処理し残存脂肪を抽出した。処理液を濾過後、残澄に

再度クロロホルムーメタノール混液を力日え、再び30分間超音波処理をする。この操作をさらに 2回繰 り返して残存

脂肪を抽出した。得られた全抽出溶媒に 1%塩化バ リウムを全抽出溶媒の 4分の 1容量カロえ、クロロホルム層と水

層に分配し、下層のクロロホルム層を濃縮して残存脂肪を分離した。

残存脂肪の抽出量を第1表 1～第1表 2に 示す。抽出率は試料 No.1～No.15お よび No。 161～No.201の上壌

試料で0.0026～20.1240%、 平均1.0358%、 試料 No。 16～No.36の石器試料で0.0013～ 0.1667%、 平均0.0338%、

糞状物質試料 No.37で 4.9032%、 糞状物質周辺土壌試料 No.38で0.0165%であった。

残存脂肪をケイ酸薄層クロマ トグラフィーで分析 した結果、脂肪は単純脂肪から構成され、遊離脂肪酸が最も多

く、次いでグリセロールと脂肪酸の結合した トリアシグリセロール (ト リグリセリド)、 ステロールエステル、ステ

ロールの順に多 く、微量の長鎖炭化水素も存在 していた。

3.残存脂防の脂肪酸組成

分離した残存】旨肪に5%メ タノール性塩酸を力日え、125° C封管中で 2時間分解し、メタノール分解によって生成し

た】旨肪酸メチルエステルをクロロホルムで分離し、ヘキサンーエチルエーテルー酢酸 (80:30:1)ま たはヘキサ

ンーェーテル (85:15)を展開溶媒 とするケイ酸薄層クロマ トグラフィーで精製後、ガスクロマ トグラフィーで分
6)

析 した。

残存脂肪の脂肪酸組成を第2図 1～第2図 7に 示す。残存脂肪から14種類の脂肪酸を検出した。このうちパルミチ

ン酸 (C16:0)、 パルミトレイン酸 (C16:1)、 ステアリン酸 (C18:0)、 オレイン酸 (C18:1)、 リノール酸 (C18:

2)、 アラキジン酸 (C20:0)、 エイコサモノエン酸 (C20:1)、 ベヘン酸 (C22:0)、 ェルシン酸 (C22:1)、 リグノ

セリン酸 (C24:0)、 ネルボン酸 (C24:1)の ■種類の】旨肪酸をガスクロマ トグラフィーー質量分析により同定した。

各試料中での脂肪酸組成について見てみると、土壌試料 No.1～ No。 15、 石器試料 No.17～ No.20、 石器周辺

土壌試料 No.171～ No.201が ほぼ同一の脂肪酸組成パターンを示した。石器試料 No.16、 石器周辺土壌試料 No.

161、 石器試料 No 21～No.36は別なパターンでほぼ同一の脂肪酸組成であった。前者の脂肪酸組成パターンは炭

素数20以上のアラキジン酸、ベヘン酸、 リグノセリン酸等の高級脂肪酸含量が階段状に増え、炭素数18ま での中級

脂肪酸中ではパルミチン酸が比較的多 く、全脂肪酸を眺めると谷状になるもので、試料中に動物性脂肪が含まれて

いる場合の典型的なものである。後者の脂肪酸組成パターンは炭素数20以上の高級脂肪酸が殆 ど含まれていなくて、

炭素数18ま での中級脂肪酸中ではパルミチン酸が主要な脂肪酸でステアリン酸、オレイン酸がそれに次 ぐという形

状になるもので、試料が植物腐植上の残存脂肪の影響を強 く受けている場合の典型的なものである。糞状物質試料

No.37は前者のパターンに似ているが多少異なってお り、糞状4/」質周辺土壌試料 No 38だ けはそのいずれのパ

ターンにも属さなかった。

土壌試料 No.1～ No.15、 石器試料 No.17～ No.20、 石器周辺土壌試料 No.171～ No.201、 糞状物質試料 No.

37では炭素数18ま での中級脂肪酸のうち主要な脂肪酸はパルミチン酸で約■～36%分布 していた。次いで多いのは

ステアリン酸であった。一般に考古遺物にはパル ミチン酸が多 く含まれている。これは長い年月の間にオレイン酸、

リノール酸といった不飽和脂肪酸の一部が分解 してパルミチン酸に変わったりして相対的にパルミチン酸の割合が

増カロするためである。一方高等動物、特に臓器、脳、神経組織、血液、胎盤に特徴的に見 られる炭素数20以上の高

級脂肪酸のうちアラキジン酸、ベヘン酸、 リグノセリン酸の 3つの脂肪酸含量の合計は約29～75%であった。試料

No.15では高級脂肪酸 3つの合計含量は約29%で、他の50%以上のものに比べると少ないが、この試料中にはネル

ボン酸が約18%と 多量に含まれていた。通常の遺跡出土土壌中での高級脂肪酸の合量は約 4～10%であるので、こ

れらの試料中での高級脂肪酸含量は非常に多いことになる。また一般的なヒト埋葬用上墳墓などでの高級脂肪酸含
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量も通常では多 くても30%く らいまでで、今回のように50%以上の合量 というのは非常に特殊であり、試料中か又

は試料採取地点に高等動物の脳などの特殊な臓器が存在 していた可合蟄陛がある。

試料 No.16、 No.161、 No.21～No 36、 No.38で は炭素数18ま での中級脂肪酸のうち主要な脂肪酸はパルミ

チン酸で約46～69%分布していた。次いでステアリン酸かオレイン酸もしくはパルミトレイン酸が多 く分布してい

たが、多 くてもその分布量は20%く らいであった。高級脂肪酸のうちアラキジン酸、ベヘン酸、リグノセリン酸の

3つ の脂肪酸含量の合計は約 2～ 5%で、検出されない試料 もあった。従つて、先の石器および土壌試料 とは使用

状況や環境が多少異なっているものと予測される。

糞状物質試料 No 37は 中級脂肪酸の分布パターンには特徴がなく、高級脂肪酸ではベヘン酸、リグノセリン酸が

ほぼ同程度の30%前後分布していた。試料 No.38では主要な脂肪酸はオレイン酸で約36%分布し、高級脂肪酸含量

もアラキジン酸、ベヘン酸、リグノセリン酸 3つ の合計で約18%と 、他の多量に含んでいる試料よりはその含量が

少なかった。しかし、通常の遺跡出土土壌中のそれよりは多かった。

脳には脳神経系の働きに重要な関係を持つセレブロシド等の糖脂質が多 く分布する。この糖脂質はリグノセリン

酸等の普通の直鎖状高級脂肪酸よりも、ヒドロキシ脂肪酸のような水酸基を持つ高級脂肪酸で構成されている。試

料のうち土壌試料 No.9と 石器試料 No.17に ついてヒドロキシ脂肪酸の検索を試みた。その結果を第2図 8に示

す。図からわかるように 2試料ともにヒドロキシステアリン酸が主要な脂肪酸で、約55～ 64%分布していた。特に

試料 No.17は牛脳のヒドロキシ脂肪酸組成パターンと非常に類似 していた。試料 No 9は ヒドロキシリグノセリ

ン酸が約35%を 占めていた。

以上のことから、土壌試料 No l～ No.15、 石器試料 No.17～No.20、 石器周辺土壌試料 No.171～No.201

は高級脂肪酸含量の多いパターンを示し、なおかつその含量が非常に多いことから、単なる高等動物の脂肪が残存

していたというよりは牛に類する動物の脳のような特殊な臓器由来の脂肪が残存していたことを示唆している。一

方石器試料 No.16、 No.21～ No 36、 石器周辺土壌試料 No.161は、動物脂肪よりも植物腐植由来の脂肪が多く

分布 していて、先の試料群 とは性質を異にしていることがわかった。また糞状物質試料 No.37は植物脂肪 と動物脂

肪が混在しているが、その周辺土壌試料 No.38は植物の根、茎由来の脂肪が残っていることがわかった。

4.残存脂肪 のステ ロール組成

残存脂肪のステロールをヘキサンーエテルエーテルー酢酸 (80:30:1)を展開溶媒 とするケイ酸薄層クロマ ト

グラフィーで分離・精製後、ピリジンー無水酢酸 (1:1)を 窒素気流下で反応させてアセテー ト誘導体にしてか

らガスクロマ トグラフィーにより分析した。残存脂肪の主なステロール組成を第3図 1～第3図 4に 示す。残存脂肪

から1～20種類のステロールを検出した。このうちコレステロールなどをガスクロマ トグラフィーー質量分析によ

り同定した。

各試料中のステロール組成をみると、動物由来のコレステロールは石器試料 No.16、 No.21～ No.36で は約

64～100%分布 しており、これらの試料中では残存するステロールの殆 どがコレステロールであるといえる。石器周

辺土壌試料 No。 161も コレステロール合量が約57%であった。通常一般的な植物腐植土中ではコンステロールは 4

～ 8%含まれている。コレステロール含量が 8%以下であったのは土壌試料中 No 2、 No.3、 No.13、 糞状物質

周辺土壌試料 No.38であった。残 りの試料中ではコレステロールは約 8～27%含 まれていた。従つて試料中 No.

2、 No.3、 No.13、 No.38以外の試料には動物性脂肪が残存していた可能性が高い。植物由来のシ トステロール

は試料 No.16、 No.161、 No 18、 No.19、 No.21～No.36で は検出されないか、検出されても約17%ま での分

布量であった。他の試料中では約29～65%の分布量であった。この分布量は通常の一般的な遺跡出土土壌中のそれ

と同程度である。クリ・ クルミ等の堅果植物由来のカンペステロール、ステグマステロールは、カンペステロール
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が検出されないか、検出されても多 くて約12%の 分布量であった。ステグマステロールも検出されないか、検出さ

れても多 くて約 8%の分布量であった。 このことか ら、 この周辺の植物相 として堅果植物の分布は少ない と予測さ

れる。

微生物由来のエルゴステロールは全試料中でわずかしか分布 していなかったが、試料 No.181で約 8%、 No 19

1で約12%と 多少分布 していた。しかしこの値は通常の植物腐植土中でみられる値 よりも高いが、人為的に微生物
侶)

を添加した値に比べるとかなり低いので、積極的に何かを酸酵させてできたものではなく、土壌中の有機物が自然

酸酵して増殖したことによるものである。

哺乳動物の腸および糞便中に10～40%特異的に分布するコプロスタノールは試料 No.8、 No.12、 No.21～ No.

38では検出されなかった。上壌試料 No.11と 石器試料 No.18ではコプロスタノールが13%前後分布 してお り、他

の試料中では約 1～ 8%分布していた。このことから、土壌試料 No.■ 付近には動物の腸にあたる部分が存在し、

石器 No.18で動物の腸あたりを解体した際の脂肪が残存していたと推測される。糞状物質試料とその周辺土壌試料

である No.37、 No.38か らはコプロスタノールは検出されなかった。この結果はシカ類の糞と推定されている糞状

物質中に、裸子植物の毬果、胚珠、種子等の植物体が多 く残存 していたことを示唆している。動物性コレステロー

ルが検出されているが、これはコプロスタノールの未検出と一致しない。しかし一般に植物の毬果、胚珠や種子の

表面は100%コ レステロールで被覆されている。これら毬果、胚珠、種子全体が分解して遺存した場合は、コレステ

ロールの占める割合が 1～ 2%しかないが、表層に近い部分だけが残った場合には、コレステロールの占める割合

は30～40%に増える。従って糞 と推定されている糞状物質に見い出されるコレステロールは、これら植物由来のコ

レステロールが残存 していたとも推測される。糞状物質試料は脂肪酸では動物脂肪、ステロールでは動物性 と植物

性の両脂肪を含む結果となり、完全に一致しなかった。精確に同定するには試料数を増やす必要がある。

各試料中に残存するステロールのうち、動物に固有のコレステロールと植物に固有のシトステロールの比を求め、

残存脂肪の動植物起源を調べたのが第 2表である。一般に、動物遺体の存在を示すコレステロールとシ トステロー

ルの分布比の指標値は0.6以上をとる宅試料中で分布比が0.6以上を示したのは、土壌試料 No.11、 No.161、 No.

181、 No.191、 石器試料 No。 16、 No。 18、 No.22～ No.24で、特に石器試料 No.21～No.36ではシトステロー

ルの値が非常に小さいか検出されず、ステロール中コンステロールが大半を占めていた。

以上コレステロール含量が 8%以上のものと、コレステロールとシトステロールの分布比が0.6以上を示すものと

を合わせると、土壌試料 No.2、 No.3、 No.13、 No.38以外のすべての試料に動物性脂肪が残存 していたこと

になる。従って、植物腐植の多かった石器試料 No.16は植物以外の動物性のものも混ざっていた可能性が うかがえ

る。

5。 脂肪酸組成 の数理解析

残存脂肪の脂肪酸組成をパターン化し、重回帰分析により各試料間の相関係数を求め、この相関係数を基礎にし

てクラスター分析を行って各試料間の類似度を調べた。同時に試料中に残存する脂肪の持主を特定するために、脂

肪酸組成の類似した動植物種 もクラスター分析にかけた。予めデータベースの脂肪酸組成とクラスター分析を行い、

その中から類似度の近い試料を選び出し、再びクラスター分析を行いパターン間距離にして表したのが第 4図であ

る。図からわかるように試料 No.1～ No.14、 No.17、 No 19、 No.20、 No.171～ No.201、 No.37は相関行

列距離0.20以内でA群を形成し、互いに類似していた。試料 No。 15は ウシの全脳 と類似しておりB群を形成 した。

A群 とB群は相関行列距離を約0.5離 れてはいるが、全体から見れば同じ系統樹に属していた。試料 No.16、 No.16

1は ヒトの手の油、タヌキ、イヌ、キジと共に相関行列距離0.18以内でC群を形成した。試料 No.18、 No.21～No.

36は オオツノジカ、モズ、ナウマンゾウ、ニホンジカ、イノシシと共に相関行列距離0,18以 内でD群を形成 したが、
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中で も試料 No.21～ No.36は特に相関行列距離0.1以内でよく類似 していた。 C群 とD群は相関行列距離0.24以 内

で類似 してお り、同じ系統樹に属していた。試料 No.38は トチ、アカラシ、ブナ、ミズナラ等の堅果植物 と類似 し

てお り、F群を形成 した。

クラスター分析の成績からこれらの試料には動植物の脂肪の混在が推測された。そこでクラスター分析か ら導き

出された動植物種がどれ くらいの割合で混ざっているかを求めた。相関行列距離の短い動植物種の脂肪酸組成に基

づいて、ラグランジェの未定係数法を用いて誤差の二乗和で最 も小さくなるような動植物種の組み合わせを数理計
0)

算し、各々の試料中の動植物種の分布割合を求めた。その結果を第3表 1～第3表 3に 示す。第3表 1か ら第3表 3は

試料採取時期の違い、試料に対する対照試料の違いにより、 1点ずつを取 り出し、その分布割合を数値で表したも

のである。第3表 1の試料 No.16を例にとれば、石器に付着する動物がイノシシ4.1%、 シカ2.5%、 ナウマンゾウ

1.1%、 オオツノジカ3.8%、 タヌキ3.6%、 イヌ4.1%、 キジ6.9%、 モズ1,4%、 ヒトの手の油が72.5%分布してい

る時、試料中の残存脂肪分析値が計算上の分析値に最も誤差なく近似することを示している。ヒトの手の油が約73%

と多量に含まれているのは、試料がヒトの手に多 く触れられていたことを示している。

ラグランジェの未定係数法から求めた石器に残存する動物脂肪の分布割合をまとめたのが第4表 1～第4表 2であ

る。これらの結果から各試料中での分布割合の高いものを挙げてみると、石器試料 No.16～ No.20で は、オオツノ

ジカ、ナウマンゾウ、イヌなどの動物やキジ、モズなどの野鳥の】旨肪が付着しており、石器試料 No.21～No.36で

は、ナウマンゾウ、シカ、オオツノジカなどの動物の脂肪が付着していると推測された。これらのことから出土石

器はオオツノジカ、ナウマンゾウ、イヌなどの動物やキジ、モズなどの野鳥を解体するのに用いられたものと推測

される。

6.脂肪酸組成 による種特異性相 関

残存脂肪の脂肪酸組成から種を特定するために、中級脂肪酸 (炭素数16の パルミチン酸から炭素数18の ステアリ

ン酸、オレイン酸、リノール酸まで)と 高級脂肪 (炭素数20のアラキジン酸以上)と の比をX軸に、飽和脂肪酸と

不飽和脂肪酸との比をY軸にとり種特異性相関を求めた。この比配分により第 1象限の原点から離れた位置に高等

動物の血液、脳、神経組織、臓器等に由来する脂肪、第 1象限から第 2象限の原点から離れた位置にヒト胎盤、第

2象限の原点から離れた位置に高等動物の体脂肪、骨油に由来する脂肪がそれぞれ分布する。第 2象限から第 3象

限にかけての原点付近に植物 と微生物、原点から離れた位置に植物腐植、第 3象限から第 4象限に移る原点から離

れた位置に海産動物が分布する。

試料の残存脂肪から求めた相関図を第 5図 に示す。図からわかるように、土壌試料 No.1～No 15、 石器周辺土

壌試料 No.171～No 20 1、 石器試料 No.17～No.20は第 1象限の原点からX軸、Y軸共に遠 く離れた位置に至

る広い範囲に分布し、A群とB群を形成した。石器試料 No.16と その周辺土壌試料 No.161は C群、糞状物質周

辺土壌試料 No.38は F群を形成し、第 3象限内に分布した。石器試料 No.21～ No.36は 第 2象限内に分布し、D

群を形成した。

この分布図から、石器には主として動物性脂肪が付着していることになる。石器試料 No.16に ついては、ヒトの

手の油が多 く付着しているが、脂肪酸組成からみると、植物腐植を主体 とした脂肪が残っていることになる。糞状

物質については、動物脂肪が比較的多 く、脂肪酸組成からみる限り糞の可能性がある。

7.総 括

富沢遺跡から出上した石器、糞状物質および土壌に残存する脂肪を分析した。残存脂肪酸および数理解析の結果、

石器試料 No.17～No.20と その周辺土壌試料には高等動物の脂肪、特に動物の脳のような特殊な臓器に由来する脂
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肪が残存 していた。 この周辺では、動物の解体 と脳 を使 った何かを加工 していた可能性がうかがえる。 また石器試      ・

料 No.21～ No.36、 糞状物質試料 No.37に は一般的な高等動物脂肪が残存 していた。しかし、石器試料 No.16と

その周辺土壌試料 No.161に は植物腐植脂肪が多 く残存 し、 これに動物脂肪が混ざっていた。

ステロールの結果、土壌試料 No.2、 No.3、 No.13、 No.38以 外のすべての試料に動物性コレステロールが

検出されることか ら、動物性脂肪が残存 していることがわかった。哺乳動物の腸および糞内に特異的に分布するコ

プロスタノールは、土壌試料 No。 11と 石器試料 No.18だ けか ら検出され、シカ類の糞 と推定されている糞状物質

からは検出されなかった。 このことから糞状物質はシカ類の糞 と精確に判定できなかった。

石器に付着 した動物脂肪を数理解析により求めた結果、石器 にはオオツノジカ、ナウマンゾウ、イヌな どの動物

や、キジ、モズなどの野鳥の脂肪が付着 していた。石器 はこれ らの動物 を解体するのに用いられたもの と推測され

た。
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第 4図 試料中に残存する脂肪の脂肪酸組成樹状構造図
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第 13節 富沢遺跡から出上した石器・糞状物質および上壌に残存する脂肪の分析

第1表-1 土壌試料・石器および石器周辺土壌試料の残存脂肪抽出量

試料h   試料採取地点 試  料  湿重量(g)全脂質(曜)抽出率(%)

l  IVttG-8a― ③ 27層

2  1VttG-8b一 ④ 27層

3  1VttG-8a― ③ 27層

4  1VttG-8b― ④ 27層

5  1VttG-8b― ④ 27層

6  1VttG-8d Ч② 27層

7  1VttG-8b― ④ 27層

8  Ⅳ区G-8c―① 27層

9  Ⅳ区G-8d Ч④ 27層

10  Ⅳ区G-8a―④ 27層

1l  ШF区―b―② 26層

12  1B区 ―C―② 26層

13  1B区 ―C―② 26層

14  1B区 一C―② 26層

15  1B区 ―C―① 26層

16  Ⅳ区G―随引③ 27層

17  1VttG―監引③ 27層

18  1VttG-8″ 引③ 27層

19  Ⅳ区G― 酌―④ 27層

20  Ⅳ区G-8″引③ 27層

16-l IVttG-8a引 ③ 27層

17-l Ⅳ区G-8a引③ 27層

18■  Ⅳ区G-8a引③ 27層

19 1 1VttG-8b引 ④ 27層

201 Ⅳ区G―協刊 27層

51 0         0 0136

50 2         0 0151

59 6         0 0236

38 9         0 o129

38 4         0 ol16

42 9         o o153

18 5         0 0067

67 3         0 0273

39 5         0 0101

35 4         0 0125

76 4         0 0688

114 9         0 0664

52 4         0 0476

82 2         0 1006

25 6         0 0148

0 8         0 0013

1 1         0 0315

1 0         0 0022

1 1        0 0138

1 1         0 0046

243 5        20 1240

87 5         0 1307

13 8         0 0026

28 2         0 0061

13 4         0 0060

上

土

土

土

土

土

土

土

土

土

上

土

土

土

土

壌

壌

壊

壌

壌

壌

壌

壌

壌

壌

壌

壌

壌

壌

壌

石 器No2393

石 器No2383

石 器No2385

石 器No2387

石 器No2392

石器周辺上壌

石器周辺上壌

石器周辺上壌

石器周辺土壌

石器周辺土壌

375 86

333 29

252 62

300 68

329 70

279 69

274 62

246 72

391 93

284 28

111 12

173 17

109 97

81 68

172 44

61 98

3 49

46 18

7 98

23 77

121

66 94

536 07

464 95

221 69

第1表-2 石器・糞状物質および糞状物質周辺土壌試料の残存脂肪抽出量

試料No 試料採取地点 試  料  湿重量(g)全脂質(mg)抽出率(%)

21  Ⅳ区G-8″Ч③

22          〃

23  Ⅳ区G-8b引④

24  Ⅳ区G―随引③

25  1B区―b一③

26          〃

27  1B区―C―②

28          〃

29          〃

30          〃

31  1B区 ― C(水洗 )

32          〃

33        〃

34  1B区―C―②

35  ⅢC区―C―③

36  HF区―b―②

37

38

石  器No2395

石 器No1785

石 器No1733

石 器No1927

石 器N02150

石 器No2151

石 器No2152

石 器No2153

石 器hTo2156

石 器No2159

石 器N02154

石  器配2158

石 器No2157

石 器No2155

石 器No2113

石 器N02147

糞 状 物 質

瑚 剣司趾

14 63

11 97

1 92

1 86

4 28

2 87

4 00

4 43

3 58

4 01

4 19

1 73

3 97

2 43

2 86

5 00

0 08

77 49

22

58

30

31

09

27

11

11

06

04

06

01

08

01

04

09

38

128

0 0150

0 0485

0 1563

0 1667

0 0210

0 0941

0 0275

0 0248

0 0168

0 0100

0 0143

0 0058

0 0202

0 0041

0 0140

0 0180

4 9032

0 0165



第 5章 自然科学的分析

第2表…1 土壌試料・石器および石器周辺土壌
講機長拿窃;縫J合コレスラ

試料No

コ ン ス

コンステロール(%) シトステロール(%)  テロール/シ トス
ァ ロ ー ル

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

16-1

17-1

18-1

19-1

20-1

11.88

5.87
6.37
9.16

8.22
11.54

11.07
16.05
10.50
11.63

23.36
10.79

6.31
9.51

10.95

84.06
12.89

16.72
18.69
13.02

57.04
8.42

16.95
22.47
10.79

42.55

36.80
46.67

56.10
49.78

52.33
54.22

65.02
65.16
53.57
41.01

60.34
40.02
54 62
48,75
2.04

50.17
28.97
41.05

42.21
15.06
46.36
14.70

16 73

31.20

0.28
0.16
0.14

0.16
0.17
0.22
0.20

0.25
0.16
0.22
0.57

0.18
0.16
0.17

0.22
41.21

0.26
0.58

0.46
0.31
3.79

0.18
1.15
1.34

0.35

第2表-2 石器・糞状物質および翔 滉麦病酵幾馬拿巧;縫J合コ レ,

試料配 コンステロール(%) シトステロール(%)
コ ン ス

テロール/シ トス
ァ ロ ー ル

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

100.00
94.65

94.08
96.20
71.62

78.61
63.63
81.88

66.32
75.53
88.82

98.29
68.02

100.00
100.00

100.00
27.09
6.75

0.89
0.36
0.61

54.39
49。 40

106.35
261.33

157.70

0.50
0.14
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第3表-1 石器試料に残存す

第 13節 富沢遺跡から出上した石器・糞状物質および上壌に残存する脂肪の分析

した

Nし16 1*  2  3  4  5  6  7  8  9 計
32 7   23 8   44 4   47 9   28 0   25 5   38 3   30 8   34 3   32 3    32 716
275-70-■ o59486.03722327100
71  80 246 166  93 159  99 112 142  70  7011

24 0    5 4   13 5    8 0   10 1   21 6   35 8   38 1   19 0   24 4    24 027
47  -  45  21  25 201 112 1o3 137  46  4667
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C240
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悧
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悧
】
一
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一
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陣
悧
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― ― -02-―
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0101
0 048
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0 048
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-  03  01  -一   o o56

4.1  25  1.1 3.8   3.6   4.1   6 9   1 4  72 5

1

2

3

4

5

第3表-2 石器試料に残存する脂肪酸組成から
算出した動植物脂肪の分布割合

脂肪酸 No17 1*  2  3  4  5  6  7  8  9  10 計算値

イノシシ   6:イ ヌ
ニホンジカ  7:キ ジ
ナウマンゾウ 8:モズ
オオツノジカ 9:ヒ トの手の油
タヌキ

C16:0  288 238 444 479 280 255 383 308 343 323 124  28514
Cl&1--70-■ o59486037223150707
C18:1  ■ 4  80 246 166  93 159  99 ■ 2 142  70  86  ■ 591
C18:1  23  54 135  80 101 216 35_8 381 190 244  41  2102
C18:2  o6  -  45  21  25 201 ■ 2 103 137  46  -  0304
C18:3   -
C20:0    53
C20:1    28
C20:2    12

C2仇5-― tr― o3-
C22:0  142  54  09  8_0  45  08
C22:l  o7  -  03  -  03  02
C22:2  39  69  03  -  43  07
C226-― ol-45-
C24:0  289  -  12  54 156  13
C241-― o3--13

-67-― ― ― 一 ― -5065
24  54  22  15  -  14  50  13  06  3598
03-0305-010424-1451

一
１０
Ｈ
一

02-o604-01-― ―
C2∈3-― ― ― o2-
C2儀4-― tr― ― ― ― ―-    4_1   -―

―-     0 358

-      2 585
―   -  11  -
-  03  -  06
-  01  01  17
-  03  01  06
― -40--4338
-  03  03  14 242  27369
-  03  01  -  441  0773

一
親
隅
一

0 184

11 785

0 752

5 321

分布割合 (%)33 6.0 143 29.1 6 3   6.6   9.6  11.9  12 8   0.2

イノシシ   6
ニホンジカ  7
ナウマンゾウ 8
オオツノジカ 9
タヌキ

第3表-3
ら

*対
象名  1

2

3

4

5

イヌ

キジ

モズ

ヒトの手の油

ウシの全脳

C16:0

C16:1

C18:0

C18:1

C18:2

C18:3

C20:0

C20:1

C20:2

C20:3

C20:4

C20:5

C22:0

C22:1

C22:2

C22:5

C24:0

09  1o
-  10

26  54

-  69

-67--6017
24  54  22  50  5746
03  -  o3  04  0113
02  -―   o6  -―    o o70
-     -     0 2    -―       o o66
tr     ――     -     4 1     0 475

tr  ―-  03  1l  o o45
09  80  4.5  --   5014
03  -―   o3  ol  o o85
03  -  43  01  2702
01  --  45  40  0790

―   -  12  54 156  03
C241--03-― ol

0 969

0 171

分布割合(%)■ .425.343.714.15.4
*対

象名  1
2

3

4

5

イノシシ
ニホンジカ

ナウマンゾウ

オオツプジカ
モズ

No30 1率   2  3  4  5 計
62 6   23 8   44 4   47 9   28 0   34 3    55 930

― -70-■ ,o370829
161  80 246 166  93 142  24571
17 8    5 4   13 5    8 0   10,1   19 o    12 070

-  -  45  21  25 137  4951
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第14節 埋没樹木の年輪

第 14節 埋没樹木の年輪年代法による検討

年代法による検討

奈良国立文化財研究所 光谷 拓実

は じblこ

温帯や寒帯の樹木には、毎年 1層の年輪が形成される。その幅は、主に年毎の気象条件に影響を受けながら、広

い年輪や狭い年輪を形成する。実際にわが国のヒノキの年輪の変動変化を現在から過去にさかのぼって調べてみる

と、木曽系ヒノキの場合、その年輪変動パターンは約450km離れた高知県魚梁瀬産のヒノキの年輪変動パターンと高

い相関関係にあることが半J明 している。つまり、ヒノキの年輪は、広い地域において年毎の気象条件を年輪形成に

反映したものとなっているのである。ヒノキ以外の樹種では、サフラ、アスナロ、ヒノキアスナロ、クロベ、ツガ、

スギ、コウヤマキ、エゾマツ、 トドマツ、 ミズナラ、ブナなどが似たような特
J陛をもっている。

上記のような樹種であれば、相互の年輪変動パターンの照合によって同年代に形成された年輪かどうかの判定が

可能 となる。こうした年輪の特性を利用して、木材の伐採年代や枯死年代を知る方法が年輪年代法である。さらに

年輪形成 と気象条件の応答関係が解明されれば、多量の年輪データから導き出される標準パターンのデータを使っ

て、過去の気象環境を復原することも可能 となる。これが年輪気象法である。

近年、わが国においても古年輪学 (田中他 :1990)、 気象学、林学、地球物理学などの研究者によって、過去に形

成された樹木の年輪を素材 とする様々な研究がおこなわれるようになった。

富沢遺跡の発掘調査では、約 2万数千年前の旧石器時代の地層から、多数の樹木の根株や倒木群が発見された。

これらの樹木の年輪は、当時の自然環境の変動変化を記録しているものと推察される。したがって、これらの年輪

から氷河時代の古環境を探るには好個の素材である。はたして、これらの樹木群が洪水などの自然災害で枯死した

ものであるのか、あるいは長期に及ぶ気象環境や水分環境などの継続的悪化によって次第に枯死していったものな

のかなど、埋没樹木の年輪から解明すべき点は多い。

ここでは、樹幹部が残存している個体から、円盤形標本を採取し、年輪年代法による検討を行なうこととした。

以下にその結果について報告する。

試料 と方法

仙台市教育委員会からは、年輪解析用試料 として円盤形標本 6点の提供を受けた。これらのなかから、年輪計測

が可能でしかも比較的年輪数の多いものを3点選定した。試料は、別個体の樹幹部から採取されたものである。材

種は、顕微鏡による木材組織の識別の結果、いずれもカラマツ属であることが確認できた。樹木群の周辺からは、

カラマツ属のグイマツの種子が出上 しているので、グイマツの可能性が大である。試料 3点には、それぞれA,B,
Cのアルファベットを付けた (写真A,B,C)。 第 1表には、樹種、出土地区、層位、採取部位、大きさを明示し

た。

試料の形状は、 3点 とも樹皮が残存せず、しかも心材に続 く辺材部 (樹幹の周辺部を占める木質の柔かい白味が

かつた部分をいう。)も 失われているものと判断した。さらに、木口面には、放射方向や年輪界に沿っての割れが多

数あり、年輪計測を難しいものとした。

年輪幅の計測には、年輪読取器 (双眼実体顕微鏡付き、0.011Mllま で計測可能)を使用した。計測作業に入る前に

は、木口面にあらかじめ設定した測線部分をカミソリ刃やカッターナイフで平滑に調整した。さらに、試料は長年
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第5章 自然科学的分析

土中に埋没していたので、真黒に変色しており、直接読取ることができない。そこで、調整箇所に胡粉を塗布 して、

年輪界を見やす くしてから実施した。計測は試料の最外年輪からはじめ、割れや腐朽によって損失している箇所を

さけながら、順次進めていった。計測した年輪データは、コンピュータに入力し、年輪データのカロエ、年輪変動パ

ターングラフの作成や年輪変動パターンの照合に備えた。

同一試料において複数方向に測線を設定したものについては、同一層の年輪幅の複数の計測値を平均し、その試

料の計測値データとした。

年輪変動パターンの照合は、相関分析手法によった (田中他 :1990)。 これは、 2点の試料の年輪変動パターンの

うち、まず年輪数の多いほうを基準にして、それに残る 1組の年輪データを 1層ずつずらしながら重複させ、その

たびごとに相関係数を求める。この相関係数によって t分布検定の t値 を算出する。この t値をみて、t値が最高に

なる重複位置を検出する。現生のヒノキを例にとると、伐採年を基準にして重複させた位置で t値が最高になるのが

普通である。t値が最高値になった重複位置で 2点の試料の年輪変動パターングラフを重ねあわせ、目視でその重複

状況を観察する。t値が3.5か ら4.5あ たりまでの値を示す場合では、両者が正しく重複しているかどうか断定しがた

い場合が多い。そこで、重複部分がおよそ100層以上になっているかどうか、それを調べ、さらにt値が5.0以上にな

るような場合のみ両者が正しく重複しているものと判断することにした。以下に 3試料相互間の年輪変動パターン

の照合結果について報告する。

結果 と考察

選定した 3試料の計測年輪数や年輪変動パターンの照合の結果、得 られた t値を第 2表に示した。これをみると、

3試料の計預J年輪数はいずれも100層以上あり、最多年輪数が307層 、最少年輪数が138層であった。年輪変動パター

ンの照合は、A:B,A:C,BiCの 3通 りについておこなった。照合に際しては、年輪データの多い方を基準にし

た。照合結果をみてみると、 3通 りとも重複部分 (( )内 の数値で示した)が100層以上、t値が5.0以上になり、

当初の設定条件を満たしている。つぎに、この重複位置で 2点の試料の年輪変動パターングラフを重ね合わせ、日

視でその重複状況をみてみると、いずれの組み合せにおいても、両者が正しく重複 していることを確認した。 この

照合結果から、Bの残存最外年輪はAの それより101年 さかのばった年代位置で、同じくCは Aよ り186年さかの

ばったところで合致していることが判った (第 1図参照)。 この重複位置のちがいは、枯死年代の差や腐朽程度の差

に起因しているものとみてよかろう。

つぎに、3試料の年輪変動パターンが合致した位置で年輪データを総平均し、総延長323層からなる平均値パター

ンを作成、第 1図の下段に示した。もちろん、暦年の確定した標準パターンは、その先端が旧石器時代まで到達 し

ていないのだから、この平均値パターンに暦年を確定することはできない。しかし、この暦年未確定の遊離した平

均値パターンは、旧石器時代の気象環境を反映したものであり、当時の古気象を研究する上できわめて貴重なデー

タである。

つぎに、この平均値パターンを用いて、年輪の消長をみてみよう。この検討のために作成したのが第 2図である。

これは、平均値パターンを構成する年輪データを5年移動平均で求めたものである。移動平均は、時系列 (年輪変

動パターン)に含まれる不規則な変動を除去して大きな周期を検出したり、特定の周期をもつ変動を除去した りす

るのに有効である。この図は、左が樹心方向、右が樹皮方向に表現したものである。中央の実線は323年分の平均年

輪幅 (0.511nm)を 示し、斜線を引いたところは平均年輪幅より生長が悪かったことを示す。これをみると、323層分

の年輪は、全体的に生長が悪い傾向を示している。なかでも、樹心方向から約100年を境にして、その前約50年間、

後20年間のあいだ生長が悪 く、その後約70年間は生長が好転している。しかし、樹心部から約220年間経過したあた

りから(矢印)、 生長が急に衰え始め、その後約100年経っても回復することなく、枯死に到ったことが読み取れる。

426
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わずか 3試料の年輪データで、その多 くを語ることはできないが、 この年輪変動パターンの推移を見る限 り、長期

的な気象条件の変化がグイマツの生長変化に大きく関与 していたと見るべきであろう。

その他の原因としては、上層の堆積状況からみて水分環境や地形環境の変化がこの森林を衰退、消滅させたこと

も考えられる。

いずれにしても、323層分の年輪データは、旧石器時代の環境変化を 1年単位で記録 している貴重なデータである

ことにはかわ りない。今後、現生のカラマツやグイマツの年輪 と気象 との応答関係が判明すれば、当時の人々がど

ういう古環境のもとで生活 していたかを解明する糸口になるであろう。

最後に、貴重な試料を御提供いただいた仙台市教育委員会に感謝申し上げる。

文  献

田中 琢他 (1990): F年輪に歴史を読む一日本における古年輪学の成立―』 奈良国立文化財研究所学報第48冊

第 1表 試料 3点の形状,大きさ等について

試料  樹 種  出土地区 層位  形 状  (皮羞衰遷注 )

A カラマツ属  ШD区  25層 幹 (完存部) 34cln× 24cm

B    〃    HI B区  〃 幹 (一 部) 33cm× 20cm

C    〃    HC区   〃 幹 (一 部) 13cII× 12cm

第 2表 試料 3点の年輪パターン相互間の t値およびAの
最外年輪とB,Cの最外年輪との差

試料 計測年輪数   B     C   最外年輪との差

A   (307)  5.8(207)  5.4(122)   
一

B   (187)          123(102)    100
C    (138)            一―-       185
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第15節 放射性炭素年代測定結果

1.学習院大学放射性炭素年代測定結果報告

学習院大学 木越 邦彦

1988年 3月 9日受領致しました試料についての年代測定の結果を下記の通り御報告致します。

なお年代値の算出には14cの
半減期 として LIBBYの半減期5570年を使用しています。また付記 した誤差はβ線

の計数値の標準偏差 σにもとずいて算出した年数で、標準偏差 (ONE SIGMA)に相当する年代です。また試料の

β線計数率と自然計数率の差が2σ 以下のときは、3σ に相当する年代を下限の年代値 (B,P.)と して表示してありま

す。また試料のβ線計数率と現在の標準炭素 (MODERN STANDARD CARBON)に ついての計数率との差が2

σ以下のときにはModernと 表示し、δ14c%を付記してあります。

Code No. 年代 (1950年 よりの年数)

CaK-13766

CaK-13767

CaK-13768

CaK-13769

CaK-13770

CaK-13860

CaK-13861

Wood from 富沢遺跡

No.l  I区 26層 中

Wood from 富沢遺跡

No 2  1区 26層 中

Wood frOm 富沢遺跡

No.3  1区 26層 中

Wood frOm 富沢遺跡

No.4  1区 26層 中

Wood frOm 富沢遺跡

No.5  1区 26層 中

Wood frOm 富沢遺跡

No■ ⅣD区25層中の樹木 (樹木血 270)

Wood from 富沢遺跡

No.12 ⅣC区27層 の樹木

21,110=L590

19,160B.C.

21,670三 L750

19,720B.C.

23,770=± 760

21,820B.C.

19,500」 L560

17,550B.C.

23,870三 L860

21,920B.C.

21,760三 L490

19,810B.C.

19,430=L400

17,480Bo C.

430
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2.日本大学放射性炭素年代測定結果報告

日本大学文理学部地理学教室年代沢I定室  小元 久仁夫

(1)1989年 2月 17日 に受理いたしました御貴殿の試料につきまして放射性炭素年代測定を行なった結果、下記の

年代が確定いたしましたので御報告申し上げます。

Code No. 依頼者のコー ド 確定年代 付加誤差   計測者名

NU-119

NU-120

NU-121

NU-125

NU-126

木 材

木 材

木 材

木 材

木 材

20,590 」三
600

19,730 ±
440

19,470 ±
470

23,270 」L700

23,610 」L730

小元久仁夫

小元久仁夫

小元久仁夫

小元久仁夫

小元久仁夫

§遥 酔 胡
鋲銑翡帥七
富禁提鍋絶鵠犀繹摩お
富沢遺跡錦張ヨ盈£O

(30層樹木)

560

410

440

640

670

(1)年代計算の際、放射性炭素の半減期 として5570年 を使用しました。

(2)付加誤差はβ線計測時の標準偏差 (lσ)に相当する年代です。

貰U122～124(木炭片 :富沢遺跡30次 No。 16～ 18)は 試料の炭素量が基準値に到達せず、試料の追加をお待ち

しております。

(2)1989年 2月 17日 (追加分を含む)に受理いたしました御貴殿の試料につきまして放射陛炭素年代測定を行なっ

た結果、下記の年代が確定いたしましたので御報告申し上げます。

記

Code No. 試料名 依頼者のコー ド 確定年代 付加誤差  計測者名

NU-122

NU-123

NU-124

木 炭

木 炭

木 炭

富沢遺跡30次 No.16

富沢遺跡30次 No.17

富沢遺跡30次  ―

24,300 」L1810

23,300 ±
1400

19,970 ±
930

1480  小元久仁夫

1190  小元久仁夫

840  小元久仁夫

註

(1)年代計算の際、放射性炭素の半減期 として5570年 を使用しました。

(2)付加誤差はβ線計測時の標準偏差 (lσ)に相当する年代です。

(3)NU 122は 炭素量が少ないため、バックグラウンド試料を加えて測定致しました。
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(4)NU■ 23は炭素量が極めて少なぃため、太田さんぉよび斎野き―んとの協議のと、当初お申し込ないただいた

NU■124試料と、さらにアドッタグラウンド試癖を方世えて測定致しましたj

(も )当初お1申 し込みのNU■24球上記の結果試料がなくなつました
.。
そこで後日追加試料として雇いた試料を新

たにNUl124と激しました。NUi124ヽ 1炭拗 少なと】ため、′ヾンタダフウンド蔀料を加えて測定数しまし,た。

3. ヨ置耳ヒ醐 聖色麟惑蒸ミと呼Wく割則原こ諭吉離

C6de No・

TII一 149 I瞬 中|の絲

料試

東北大学理学部地理学教室  豊島 正幸

年代 住050年よ,の年期
―

23ぅ O10士ユ P,
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第 6章 ま と

第 1節 旧石器時代の古環境復元一最終氷期ごろの富沢

鈴木三男・鈴木敬 治・ 守 田益宗

第 5章に報告されているように、ここ富沢遺跡では最終氷期の最盛期ごろと考えられる約 2万年前の環境を復元

し、そこで旧石器時代の人々がどのような生活を営んでいたのかを立体的に捉えようと試みてきた。特にここでは、

第 5章の各節で得られた結果を総合して当時の人々の活動の舞台となった自然環境の復元をしてみよう。

1.遺跡 の立地環境

富沢遺跡は北西の丘陵地を開析する一連の小扇状地のなかの、金洗沢とニツ沢の二つの扇状地に挟まれたちょう

ど中間の位置にあり、そこは周囲より多少低 く、通常は湧水により涵養されており、 ときどき河川の氾濫により堆

積が順次進むような所であった。これらの一連の扇状地は最終氷期を通して堆積が進む一方、名取川 と広瀬川によ

る堆積作用も力日わり、複雑な微地形形成過程を経てきたと言える(第 5章第 1節 )。 従って、遺跡周辺では扇状地形

成のちょっとしたリズムの違いにより、あるときは開放水面をもった水域 となり、またあるときは浅い湿地となり、

そしてあるときはやや乾いた土地 となって、樹木が生い茂っていたと考えられる。このような中で、遺跡周辺が比

較的長 くやや乾いた状態が続き、そこを舞台に草原が出来、樹木が生えて、シカや旧石器時代の人々が活動したの

が26層堆積時である。

2.26層堆積以前の富沢遺跡

26層 より下位の堆積物は粘土～粗砂からなり、30層 に木材化石を含んでいるものの、そのほかは有機物含有量は

極めて少なく、29層 の花粉分析の結果でも第二紀層からの再堆積 と見なされるブナ属の花粉が大量にみられること

(第 5章第 5節 )、 また27、 29層の珪藻がほとんど好流水性の種で占められていること (第 5章第 7節)な どから、

その頃は発掘区全体がおだやかな流水のある水域にあったと見なせる。27層 はこの一連の堆積作用で出来たものだ

が、この地層堆積後、流路の変更などが原因で、発掘区一帯は離水してやや乾いた土地 となる。Ⅳ区の焚火跡はこ

の27層上面での旧石器時代の人々の活動の跡であり、当時、シル ト質の泥の地面が露出していた可能性 もあるが、

おそらくはオニスゲやヒメカンガレイなどのカヤツリグサの仲間がはえた浅い湿地のほとりの車地であったと考え

ることが出来る。そして、発掘区内には樹木は生えていなかったが、周囲にはチョウセンゴヨウ、グイマツなどの

亜寒帯性針葉樹が、多少、生えていた (第 5章第 4節 )。 この時期は、Ⅳ区の炭化物 3点で19,970～ 24,300y.B.P,、

下位の30層 の樹木 2点で23,270～23,610y.B.P.の 放射性炭素年代値が得られており、前者では試料が小さくて値の

ふれが予想されること、30層堆積後、29層・ 28層 の層相から27層 までは比較的短時間に堆積 したとみなせることな

どを考えると、27層 の堆積が終了したのは古 くとも 23,000年 くらい前が予想できる。27層 中の樹木 とされるもの 2

点からは21,760と 19,430y.B.P.の値が得られていることなどから、27層が堆積したのは最終氷期の最 も寒かった時

期の前半に相当すると見ることが出来る。

3.26層堆積時の富沢遺跡

27層堆積後、遺跡周辺は湿地状態が続いた。27層上面のちょっとした起伏の差で、低い所はじくじくして水湿度
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が高 く、多少 とも高いところはそれに比べれば乾いていて、歩いても水がしみ出すほどではなかった。遺跡中央の

ⅢA区・ⅢB区、及びⅣ区の南西部分では標高が低 く、26層 中の珪藻分析から陸生珪藻が少なく、水生珪藻が多い

ことから前者のような状態であり、それに対して IB区、HA区、ⅢC区、それにⅣ区の北東側では陸生珪藻が卓

越することから、後者のような状態であったことがわかる(第 5章第 8節 )。 このことは前者の地区でゲンゴロウや

ヒメゲンゴロウの仲間の水棲昆虫や水生植物のスギナモが見つかっていること (第 5章第 8・ 4節)な どでも確か

められる。また、Ⅳ区の北東側では樹木の根張りの部分の上部が失われていることや26層 自身がたいへん薄いこと

などから多少とも乾いていたことがわかる。このように、遺跡全体 としては中央部に北から南に広がる水湿地があ

り、その東西の部分では少し乾いていたことが言えるが、26層堆積中、ずっとそのような状態であったわけではな

い。それは、大体においては中央部はじめじめした湿地状態にあり、その周囲は多少乾燥しながらも、毎年のよう

に、渇水期にはほとんど干上がり、また増水時には発掘区全体が水没して26層 の堆積が継続したことが考えられる。

このような状態で、水湿地に草原があり、比較的乾いたところには亜寒帯性の針葉樹の叢林が点在していた。26層

は有機物を多 く含み、土壌化している (第 5章第 2節)が、これは27層 の上部が土壌化したのではなく、26層が長

い年月をかけながら、上述の植生のもとでゆっくりと堆積 しつつ、しかも同時に土壌化して行ったものである。つ

まり、微地形に応じて樹木の叢林 と湿性の草原がモザイク状に広がる状態で、一年の大部分はこのような状況が続

くが、毎年のように、おそらくは定期的に小量の出水があり、これにより粘土質等の無機物が供給されて、それが

また26層が順次厚 くなって行ったのである。

それではこのような場所に成立していた植生とはどんなものであったろうか。この遺跡では四方に根を張った樹

木の立ち株が多数見つかつたが、これは当時の森林をそのまま残している埋没林 として、古植生を復元する上で極

めて貴重な資料である。それらの樹木の存在様式を見ると、立ち株及びそれの倒伏したものと株から切 り離された

幹や枝の材が見られる。当時、その場所に生えていたことが間違い無い立ち株の分布を見ると、発掘区内に均―に

分布しているのではなく、

'ヒ

較的乾いていたHA区・ⅢC区やⅣ区の北東側などに多 く、湿地状が卓越していた皿

B区では多少少ない傾向にある (第 5章第 3節 )。 しかし、比較的乾いていた IB区・II B区 でも必ずしも集中して

あるわけではなく、反対に湿地状であつたⅢA区でも立ち株が見いだされる。これは26層堆積時に生えていたすべ

ての樹木が残存しているのではなく、微妙な立地の違いにより、腐朽を免れて埋積して現在まで残ったものが これ

らの木材化石であると言える。しかし、それにしても26層 から見いだされる大型植物化石の量なども決して多 くは

なく、欝叢 とした森林が広がっていたというよりも草原と小規模な叢林がいり混じった状態であったことが考えら

れる。現在の亜寒帯性の針棄樹林を見ると、ツンドラと接するような分布限界付近では、一面の欝叢とした針葉樹

林は成立せず、ほんの僅かな温度や水分条件の違いで、数本から数十本からなる小さな叢林があちらこちらに散在

し、それらの間を草原や低木の藪が埋めている。当遺跡での立ち株の分布はまさにそのような状況に良 く一致する

ことがみてとれる。北海道の道東地方の平地部に見られるアカエゾマツ林では、全体 として湿原と森林が水分条件

などに応じてモザイク状に配置し、湿原に接した水湿度が高いところではアカエゾマツの株は多少根上が り状態に

なり、根株周囲は苔類が生えて盛 り上がり、そこにさまざまな草本やツツジ科の低木が生えているが、当遺跡でも

このような状況にあったことが窺える。このような叢林の主役をなしていたのは針葉樹で、常緑′性の トミザフ トウ

ヒやコウシントウヒの トウヒ属が主で、それに落葉性のグイマツが混 じっていた。幹が太いものは直径70cmに もなっ

たが、多 くは20～ 50cmく らいで、それらに混じって10cm以下の小径木もかなりあった。背は、調べられたい くつか

で見るように年輪幅がいずれも狭いこと(第 5章第14節 )、 生育地が水湿性が高 く土壌層が薄いこと、などを考える

と、決して高 くはなく、せいぜい10mを越える程度ではなかったかと推測される。常緑性のモミ属も見られるが、

これらは小径木であつた。これにたいして広葉樹はどうであったろうか。木材化石からはカバノキ科のカバノキ属、

ハンノキ属のハンノキ節 とヤシャブシ節が僅かに見られるに過ぎない。大型植物化石では広葉樹は見つからず、花
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粉化石ではカバノキ属やハンノキ属がかなり多い他、ブナ属やコナラ属 も小量認められているが、後者は二次堆積

の可能性もあり、植生復元につなぐのはむずかしい (第 5章第 3・ 4・ 5節 )。 また、花粉化石からカバノキ科のハ

シバ ミ属とツツジ科も,ヒ較的多 く見いだされている。これらのことからカバノキ属やハンノキ属の広葉樹はまばら

にあり、針葉樹 と混じって生えるとともに、草原にも生え、そこではハシバ ミ属やツツジ科の低木 とともに低本の

藪をつくっていたことが推定される。木材化石で見つかったヤシャブシ節はこのような他の樹種の組成から見ると

ミヤマハンノキである可能性が高い。一方、草本では、特に水湿度の高いところではスゲやカヤツリグサ、イグサ

などとともにスギナモなどの完全な水生植物もあったが、叢林が成立するような多少とも乾いたところでは、スゲ

やカヤツリグサ、イグサ類の他、キク科、セリ科やカラマツソウの仲間の草本、それにシダ類もあって、やや車丈

の高い草原であったことが推定される。なお、この草原で特徴的なことは、イネ科の草本が少ないことである。 こ

れは花粉分析、植物珪酸体分析の両方で共通して認められる (第 5章第 5・ 6節 )。 極地や高山のツンドラでもイネ

科の草本が卓越する草原がある一方、それをあまり持たないところも多い。それが何によって規定されるのかは良

く分かっていないが、当遺跡で復元される車原は後者のタイプである。

以上述べてきたように、26層堆積時には遺跡周辺は比較的安定した状態が続き、草原と森林がいり混じった状況

にあったことが推定されたが、このような状態はどれほど続いていたのだろうか。放射性炭素年代測定によると26

層 中 にあった樹 木 6点 で19,500～23,870y.B,P.の 値 が得 られ て お り、また、上 位 の19層 の木 材 3点 で は

19,470～ 20,590y.B,P.、 下位の30層 の樹木 2点は上述のように23,270～ 23,610y.BP。 となっている。これらの上下の

層位の値と、26層 で調べられた 6点の値が20,000～24,000年の間で分散 していて一時期のものではないと思えるこ

とを考えると、26層 の堆積は20,000～23,000年前の間に行われたものと見なすのが妥当だろう。これは最終氷期の

最寒冷期の真っ只中である。この最大に見積 もっても約3000年の間であるが、ここでは水湿のちょっとした条件の

変化に応じて、草原と針葉樹の叢林がモザイク状に配置したパークランド的な植生が成立し、そこを舞台にシカな

どの動物が活動し、それを追って旧石器時代の人々も歩きまわったことだろう。ここで調べられた結果から当時の

気候を推定するのは、なかなかむずかしい。というのは、当時の森林の主要構成種であるトミザフトウヒとコウシ

ントウヒが絶滅種であるため、その生存する温度域を正確に見積 もることができないからである。ただ、湿性草原

と亜寒帯性の針棄樹林を組み合わせた植生の、平地での分布南限が現在の北海道の道東地方に見られること、その

ような植生の北限は太平洋西岸では北緯60度付近に想定されること、グイマツの現在の分布が南千島か らカム

チャッカ半島に及ぶこと、などから推定すると、年平均気温で-2℃から+6℃位の範囲にあったことが推定され

る。これらは現在の仙台市の年平均気温が12℃であるから、現在より6～ 10°C位寒かったことが推定される。一般

には、最終氷期最寒冷期の気温の低下量については、8°C位が見積 もられており、今回の花粉分析の結果からは 7℃

という値が推定されている(第 5章第 5節 )。 この時期での亜寒帯性針葉樹林の平地での分布が関東地方よりも西に

まで及び(第 5章第 3節 )、 本州最北端の津軽半島でもその存在が認められることなどを考えると、仙台付近が決し

て分布の南限地でも北限地でもないことから、 7～ 8℃ という低下量が妥当と言えよう。一方、降水量は気温 とと

もに大きく植生に影響 し、この時期は現在よりも遥かに降水量が少なかったことが言われている。しかし残念なこ

とに、ここの遺跡自身が水湿環境にあるため、水分不足による植生への影響は今回の調査では認められず、降水量

の違いは推定できない。

4.25層 の堆積 と森林の消滅

20,000年 くらい前になると堆積環境が変り、水位が上昇して遺跡内には砂～粘上の25層が堆積するようになる。

この地層の堆積速度は大きく、比較的すみやかに26層堆積時に成立していた森林を消滅させた。これは25層 の堆積

それ自身が森林を消滅させるように働いた面もあるが、基本的には地形環境が変化して、樹木や草本、低木の地下
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部が水没することによるものである。珪藻分析の結果から分かるように、陸生珪藻は26層 に比べて激減するものの、

水生珪藻は好流水性の底生種が主で、27層及びそれ以下の層の堆積時と同じように、流れのある浅い水域であった

ことが分かる。それは水辺に生えるヨシ属の珪酸体が25層 で多く見いだされることと一致している。 しかし、26層

当時に成立していた森林が25層 の堆積が始まるとともに一挙に死滅したわけではない。25層中には26層 より多 くの

立ち株が発見されている。これらはこの間も水位の上昇により生育環境が順次悪化していく中、根株が埋没して枯

死するものがある一方、一部は生育し、更新し続けて行った結果で、26層 よりもむしろ腐朽を免れる枯死木が多かつ

たことにより、残存した立ち株の密度が高いことが考えられる。これらが枯死していく過程は、年輪年代の調査結

果にかいま見ることができる(第 5章第14節 )。 良好な試料がなく、カラマツ属の樹幹 3本での結果であるが、それ

らの年輪幅の変動の同調性から、この 3本が同じ時期に生えていたこと、順次枯れて行き、その枯死時期は 3本で

それぞれ85年、100年の年代差があることが分かつた。ここで出上した毬果や葉の多 くは、発掘区内に生えていた樹

木に由来するものと考えられる。それはシカの糞 (フ ン)がまとまりをもってほばそのままの位置で検出されてい

ることから、25層 の供給はそれほど大きなものを移動させてはいないことによる。しかし、この間ももちろん周囲

には針棄樹の疎林があり、それらの木々の毬果や葉が運ばれて25層 に取 り込まれ出土しているものもある。それの

典型は南西方から一時的に供給された砂層 (25b層)か ら多 く出土しているチョウセンゴヨウである。それは出上し

た種子の多 くにほ乳類 と思われる食痕が見られ、種子は比較的良 く見つかるのに毬果はないことと、それの木材化

石 も見つかつていないなどの理由からである。このような25層 の堆積にともない、富沢遺跡では26層堆積時の植生

が、その組成は基本的にはおなじながらもだんだん衰退し、消滅して行ったが、その期間は、上位の19層で20,000

年前後の年代値が得られていることから、かなり速 く、数百～千年のオーダーであると考えられる。それ以降、富

沢遺跡周辺では僅かな埋没林の形成は見られるものの、植生が部分的に成立することはあつても、典型的な埋没林

を再び形成することはなく、完新世を迎えたのであろう。

「試料採取地点付近の植生は、木本類ではアカエゾマツ、グイマツ、ヤチヤナギ、イソツツジ、 ク

ロマメノキなどが、また、車本類ではイワノガリヤス、エゾムギ、ヨシ、ホロムイスゲ、マルバ シ

モツケ、サワギキョウなどがみられた。これらの うち、ヤチヤナギはきわめて優勢であり、アカエ

ゾマツ、グイマツは湿原の各所に散在する程度であり、樹齢の若い個体が多く観察 された。」

右写真撮影地点の主要 な植生

(矢野・星野・萩原 :1992よ り抜粋)
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サハリン南部の湿地林 矢野牧夫氏撮影

サハリン南部の湿 野牧夫氏撮影
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第 2節 人類の活動

1.人類 を とりま く環境

約20,000年前の最終氷期の最寒冷期、人類をとりまく環境は、海水準の低下や名取川や広瀬川による礫の供給作

用の継続、動物相、植生 とともに現在の沖積平野 とは異なる景観を呈していた。富沢遺跡周辺では、丘陵に近 く、

河間地にあたる地形的条件から、砂礫の供給など大河川の影響をそれほど受けず、西方の丘陵を起源としたいくつ

かの小規模な扇状地の形成が進んでおり、そこに、 トミザフトウヒやグイマツを主な構成種 とする湿地林を成立さ

せ、パークランド的な景観を作 り出していた。名取川や広瀬川といった大きな河川が丘陵地に形成している段丘面

とは異なり、ここは湿性な土地条件を備えており、地下水位の変動や西方からの堆積作用によって、湿地林の盛衰

や微地形の変化が起こっており、人類の居住にとって、長期的には不安定な環境にあった。

2.人類 の活動

今回の調査は、調査区が扇状地の接合部にあたる地点であることから、湿性な土地条件のもとで、湿地林の成立

以前から湿地林の消滅以後までにあたる基本層27層から25層 までを主な対象としておこなわれた。その期間のなか

でこうした環境のところに人類が何度かきていることが知られ、そこで人類は、環境の変化 とも関連した活動の痕

跡を残している。

調査区内に南に開く凹地状の地形面が展開し、その中央部が湿性で、周縁部が比較的乾いた環境にあった27層上

面のときに、人類は、西方からの堆積物の供給の影響の少ない凹地の東縁部を狩猟活動における一時的な野営地と

して選地し、炉のまわりで装備の更新などを行っている。

その後、凹地状の地形面は続 くが、湿性な土地条件は凹地の周縁部にまで広がり、湿地林が成立し、地下水位が

徐々に上昇し、腐植層である基本層26層が形成される。つまり、人類の居住にとって、凹地の縁辺部も徐々に適さ

ないようになっていくなかで、人類は、凹地の南東縁辺部にきている。ここでの活動については、居住に関わる可

能性もあるが、石器の出土点数も2点 と少なく、明確でない。

そして、腐植層の形成が衰え、周辺からの粘上の供給を多 く受けるようになり、湿性な土地条件下で、湿地林を

構成する樹木の生育条件が徐々に悪化していく。凹地状の地形面は、まだ維持されているが、高低差が少なくなっ

ている。人類の居住にとっては適さない環境のなかで、凹地の西縁辺部のゆるやかな傾斜面に人類がきている。こ

こでの活動については、石器そのものを使った作業は考えにくく、出上した10点の石器については古 くなった装備

を捨てた可能性が考えられる。人類がここへきたことについては、25層中から検出されているシカのフンから推定

されるように、当地が越冬地であったことと関連していることもあろう。その後、25b層 の供給により、凹地状の地

形面は、西方が高 く、東方が低い傾斜面となり、25a層 の堆積している期間中に、湿地林は消滅していった。

3.人類 に とっての当地 の意義

調査区内で認められた環境 とその変遷は、周辺の丘陵縁辺部でも同様に起 こっていると推定される。この富沢遺

跡周辺を含む当地の自然環境は、人類にとってどのような意義をもっていたのだろうか。

第一には、地形形成作用のなかで、短期的に人類の居住に適する空間が所を変えながら、存在していたというこ

とである。こうしたところを人類が一時的な野営地 として選地したことについては、当地が湿性な土地条件を潜在

的に備えていることから、水場があること、石器の装備の更新にとって、その石材を含む砂礫の供給を続けている

広瀬川 。名取川が近 くにあることもその条件であったと考えられる。
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第二には、湿地林が点在する当地の自然環境が、シカの越冬地 となってお り、そこを人類が猟場 としていた可能

性 も、こうした ところへ石器が残された要因 として考えられる。

以上のように、人類にとって富沢遺跡を含む丘陵縁部 は短期間の居住の場 とともに、シカなどの猟場 としての性

格 をもっていた と考えられ、今回基本層25～27層で検出された遺構・ 遺物はその一端 を示 している。

ト
ーー I区

―

  ]区 Ⅲ・Ⅳ区

第88図 環境のうつりかわりと人類の活動
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第 3節 関連科学との連携

1.共通理解にもとづ く各分析・ 同定の報告

関連科学との連携の大きな目的は、この調査をとおして、人類をとりまく自然環境とその活動の復元を行うこと

であった。

基本層序を共通項として行われた各分析・同定作業を、関連する考古学的な調査事実と、他の分析・同定との関

連性や問題点を共有しながら進めていくために、 2度にわたる全体検討会を開いた。検討会には、各分析 。同定者

とともに、文化財課の職員も参力日し、それまでの結果報告と、それに対する検討がカロえられ、本書における全体の

共通理解をはかった。そのなかで、残存脂肪分析については、検討会での検討をうけ、分析資料を増やしたことな

どから、他の分析 。同定に比べ時間を要し、考古学的な事実や他の分析結果との関係について十分な検討が加えら

れなかった。そのため、第 3章の記述では残存脂肪分析結果については触れておらず、第 5章に分析結果をそのま

ま掲載することとなった。今後の課題 としたい。

2.植生検討会の開催

植生の復元については、中間報告会では細かな検討ができなかった。そのため、それに関連する大型植物化石の

同定、花粉分析、樹種同定の報告者 との検討会が開催された。この検討会の準備は文化財課が行い、考古学的な調

査事実をもとに、対象となった基本層25～27層 における地形面、堆積環境の変化、遺構、遺物の関係を整理し、そ

れぞれの分析 。同定結果を検討し、植生の復元案を仮説として事前に提示し、当日それを検討する形をとった。こ

の検討会をとおして植生の復元が行われ、それをまとめたものが、本章第 1節 となっている。この文章については、

3人の分析・同定者による文案が事前に提示され、それを検討するために再度検討会が開かれている。

3.年代 について

基本層25～27層 における人類の活動がいつ行われていたのか、この調査では、樹木が多数検出されたことから、

主に樹木および炭化材をサンプルとして C14年代測定が行われている。その結果については、前述のように、19,000

y.～23,000y.BPと いう数値が得られている。復元された植生からは、当時の気候は、現在よりも年平均気温で 7～ 8

度低い大陸性のもので、最終氷期の最寒冷期に位置付けられ、年代的にも矛盾はない。

また、遺構、遺物と関連して注目されるのが、付章にあるように調査区に近い 2地点 (第30次調査ボーリングA―

2地点・富沢遺跡第58次調査)で検出された火山灰が姶良 Tn火山灰 (AT)と 同定されたことである。この 2地点

では、ともに腐植層の直下の層中からATが検出されており、その下層には腐植層が存在していない。調査区東端

より東へ50m離れた第30次調査ボーリングA-2地 点ではこの腐植層の上層で調査区の基本層19層、20層 との対応

関係が認められ、 2地点の腐植層の花粉分析 。大型植物化石の同定では調査区の基本層26層 とほぼ同じ結果が得ら

れている。また、腐植層直下の層の層相は、調査区の基本層27層 との類似性もあり、それらの標高は、調査区内で

は6.50～ 7.10m、 第30次調査ボーリングA-2地 点では5m前後、富沢遺跡第58次調査では5。 10mと 異なり、また、

標高の低い 2地点にはより湿性な環境を示す植物化石が検出されている違いがみられるが、これは、当調査区周辺

が東方、南方に低 くなる小規模な扇状地の地形形成作用を受けていることによるものと理解される。

調査区の基本層序と2地点の層序の詳細な対応関係は今後の課題 とされるが、現在のところ、調査区のなかでは、

基本層27層中にAT層準を求めることを可能としている。



第 4飾 復元画の製作

4.低地の遺跡の調査

今回の調査は、関連科学 との連携のうえに、発掘調査は文化財課が行った。樹木や植物化石、シカのフンなどの

検出方法とともに、その記録化は、写真撮影、1/10の平面図、観察表の作成、点取 りなど、遺構、遺物 と同様の方

法をとったが、それらに関する充分な専門的知識を備えていないこともあり、反省すべきことも多々あった。今後、

こうした旧石器時代の樹木や植物化石をも対象とした調査は、低地の遺跡では増えていくことが予想され、関連科

学 との積極的な連携による発掘調査が望まれる。

第 4節 復元画の製作

1.目的

調査の結果、富沢遺跡における約20,000年前の人類の活動や周辺の自然環境をある程度復元することができた。

これを視覚的に表現し、調査成果のひとつとして位置付けるとともに、現在建設計画が進んでいる (仮称)富沢遺

跡保存館の展示や今後の文化財普及活動に生かしていくことを目的として復元画を製作した。

2.製作方法

(1)復元画の主題

復元された人類の活動と自然環境をそれぞれ主題 として、 2枚の復元画を描 くこととした。

・復元画 1:Ⅳ C区 27層上面で検出された遺構、遺物にもとづく人類の活動を主題 として描 く。調査区のⅣC区東

端に立った東からの視点で、西方の丘陵を背景 とする。

・復元画 2:26層～25層 にかけて成立していた湿地林および周辺の自然環境を主題 として描 く。鳥欧的な南からの

視点で、北方の丘陵、河川を背景とする。

(2)場面の設定と構図

・復元画 1:手前に人類を配置する。後方の凹地中央は湿地となっている。周辺には湿地林 もみられる。遠 くに見

える奥羽山脈にはまだ雪が残る季節。夕暮れが近い。野営地としてここを選地した人類の活動については、炉の北

東側でナイフ形石器などの装備の更新、南東側で「皮・肉のカッティング」に関わる作業が行われていたと考えら

れる。こうした炉を半円状に取 り囲んで狩猟集団が作業を行っていることを示す空間配置モデルは、民族考古学で

試 られており、その好例としては、ビンフォード(L.R Binford)に よってモデル化されている(Binford:1983『IN

PURSUIT OF THE PAST』 )ヌ ナミウトエスキモーのマスク遺跡 (Mask Site)が よく知られている。それにも

とづけば、ここでの人類の活動は、東風が吹いていたために、野外の炉を風上側に半円状に囲んで行われていたこ

とになる。しかし、時折風向きは変わり、石器製作に影響を与えていた可能性 もある。また、ここの地面は平坦で

はなく、東側がやや高 くなっていることも、作業空間の配置と関係していたと考えられる。人類の人相や背格好、

月反装、炉を使った食事の準備の様子などについては推測の域を出ない。

・復元画 2:手前に調査区に成立していた湿地林を配置する。そこでの人類の活動は、25層中よリシカのフンが検

出されていることから、その狩猟の場面を設定した。季節は早春。周辺には所々に湿地林がみられ、そこをシカの

群れが駆け抜けていく。

(3)下絵の製作

復元画の製作は、東京在住の画家、細野修一氏に依頼した。下絵の製作は、人物や背景の細部についても、ファッ

クスや直接東京⇔仙台の往復によって修正作業が何度も行われ、細野氏の発想やいろいろな資料をもとに相互に意
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見を交換しながら進められていった。二つの復元画の背景については、細野氏が直接仙台で、構図にあわせたスケッ

チを行い、それをもとにしている。

・復元画 1:少人数の狩猟集団を意識して人物は成人男性 3人 とした。炉の大きさや、人物の配置は調査事実から

推定している。人物個々人の作業やその表情、服装についてそれぞれさまざまな下絵が描かれた。服装については、

動物の皮に穴を空け、皮紐のようなものでつなぎ合わせた打隧を着ており、足も動物の皮で覆う工夫をしている。右

側の 2人のうち手前の人物は黒色頁岩の剣片剣離作業を行っており、後方の人物は黒色頁岩製のナイフ形石器を槍

先に装着している。左側の人物は食事の準備をしているのか、だヽ動物の解体を行っており、炉のまわりでは装備し

てきた千し肉が火にあぶられている。また、周囲には狩猟活動に伴う装備を入れた皮袋が置かれている。背景には、

右後方に太白山、左後方に遠 く奥羽山脈が望まれる。

・復元画 2:少人数の狩猟集団の 3人が 1頭のシカを捕獲している。調査区周辺には、 トミザフトウヒ・グイマツ

を主な構成種 とする湿地林が点在しており、倒木や傾いた樹木もみられる。西方の丘陵からは砂礫の供給がまだ続

いており、扇状地の地形形成が進んでいる。背景には広瀬川、遠 くに七ツ森が見える。

できあがった 2枚の下絵は、文化財課での検討を行い、また、関連する分析 。同定者、東北大学の阿子島 香氏

などに意見を求め、それらを細野氏に伝え、修正を行い、下絵がほぼ完成した。

(4)着彩と完成

着彩については、植生検討会に細野氏を招き、鈴木敬治氏・鈴木三男氏・守田益宗氏よりそれぞれ意見が出され、

当時の季節感を含めて検討が行われ、下絵の細部の修正も行われた。復元画はこうして完成した。

3.復元画 と現代

製作が終わり、完成した復元画をみていると、「復元」とこ対していかに資料の限界があるかを知らされる。しかし、

それでも、人類史の一瞬間が20,000年の時を越え、未完成の復元画として果たす役割は、遺跡を理解するためだけ

でなく、現代を見つめるうえでも我々に大切な視点を提供しているといえよう。
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一／
奪 ②ぅ郵 !

① 黒色貢岩の禁J片 剣離作業をしている人物

② 鹿の角 (ソ フト・ハンマー)

⑤ 黒色頁岩製のナイフ形石器を裕先に装着している人物

④ 動物の皮のマント

⑤ 狩猟のための装備を入れた皮の袋

⑥ ナイフ形石器を装着した槍

⑦ 石器製作用の道具を入れた度の袋

⑥ 凝仄質頁岩の石器で小動物の解体をしている人物

復 元

シカとそれを捕獲する人物 3人

シカの群れ

グイヤッ

トミザワ トウヒ

湿地林

1 /1~

″|″カ

⑨ 動物の皮の帽子

⑩ 焚き人

① 装備してきた干し肉

⑫ 風は東から吹いており、煙は西方へたなびいている

⑬ 凹地の中央部は湿地となっている

⑭  トミザワトウヒ

⑮ グイマツ

⑩ 太白山

⑫ 奥羽山脈

画  1(巻 頭写真 7)

①

②

③

④

⑤

⑥ 湿地

⑦ 西方の丘陵を起源とする砂礫の供給

⑥ 広瀬川

⑨ 大年寺山
⑩ 七ッ森

復 元 画 2(巻頭写真 8)

縣
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付 章 30次調査地点周辺の発掘調査データと
ボーリング調査結果

第 1節 周辺の発掘調査データ

今回の調査地点の周辺でも、 8地点の調査において層中に樹木などを含む旧石器時代相当とみられる層が確認さ

れている。いずれの地点でも上層では水田跡が確認されており、その水田跡に関わる堆積層からさらに数m下層で、

粘土・砂・ シル トなどが互層をなすグライ層中に挟在している。

第 1次調査 (吉岡・篠原 :1989)一地下鉄建設に伴う中谷地地区の試掘調査において、No 16地点と血 19地点の 2地

点で樹木や大型化石が検出されている。配 16地点は30次調査地点のV区北西隅から50mの地点であり、ここでは標

高8.20～ 8.30mの 17層 において、樹木・大型植物化石 (毬果など)力 検ゞ出されている。この層は暗赤褐色の粘土層

で、粘性が強い。花粉分析の結果によると、この層中ではトウヒ属・モミ属・カラマツ属などの花粉が高い出現率

を示すことから最終氷期の堆積物であろうとのことである。上下の堆積層やV区に最も近い地点であることを考え

ると、30次の19b層か25・ 26層 との対応が考えられるが、明確ではない。血 19地点は30次調査地点の北東200mの地

点であり、ここでは標高6.00～ 6.30mの 38層から樹木が検出されている。この層はオリーブ灰色の砂質シル ト層で

ある。30次調査地点との層の対応関係は明らかではない。

第43次調査 (太田 :1989)-30次調査地点の南東約150mの地点である。ここでは標高5。 16mの 21層 と標高4.68mの

25層の両層から樹木や大型植物化石 (種子)が検出されている。検出された樹木は根株が多 く、そこで生育してい

た状況を示している。また、20a・ 20b層 からも大型植物化石が検出されている。樹木を含む21層 は黒褐色の泥炭質

粘土層で、25層 はにぶい責褐色の粘土層である。21層から出上した樹木は大半がハンノキ節で、その他にトネリコ

属が 1点ある。また、30層の樹木は 1点ではあるが、カラマツ属であつた。また、種子ではミツガシフとスゲ属が

確認されており、それらと花粉分析結果を合わせると、針葉樹 と広棄樹を主体 とした湿地林の存在が想定されてい

る。C14年代結果では22,880±
6嶋

OBP.と いうデータが出ている。この地点の樹木を含む層については、上下の層の

状況や各分析データ、また、30次のⅢ・IV区に近い点などから21層が30次の26層、25層が30次の30層の可能性が考

えられるが、明確ではない。

第58次調査 (佐藤 :1991)-30次調査地点の東約100mの地点である。ここでは標高6.60～ 6.80mの20b層 から標高

5.lmの 39層下面までの約1.7mの間から、樹木や大型植物化石 。昆虫などを含む腐植質粘土層を主体 とする層が

所々に砂層を換みながら何層にもわたって確認された。中でも、23b層・28層・39層からは樹木の根株が、また、24

層上面・25b～26層上面・39層中から倒木 (幹)が検出されている。樹種についてはまだ同定されていないが、毬果

ではアカエゾマツ・グイマツ・チョウセンゴヨウなどが確認されている。また、39層の下の40層 中からは灰白色火

山灰ブロック層が検出されているが、分析の結果これは姶良火山灰 (AT)であることが判明している。これらの層

については、30次 のⅢ・Ⅳ区に最も近いことや上下の層の状況、各分析データなどから、25～26層 に対応する可能

性が考えられるが、明確ではない。

第63次調査 (平間 :1991)-30次調査地点の北西約250mの地点である。ここでは標高約10.20mの 21層から、標高

9.70mの 25b層 までの約50cmの 間から、砂層を換みながら4層の樹木や大型植物化石 (毬果・葉など)を含む腐植質

粘土層が確認されている。いずれの層も粘土層との薄い互層になっており、かなりの起伏がみられる。根株は23層

と25a層で確認されているが、樹種はまだ不明である。これらの層は30次 の19b層か25。 26層 のいずれかと対応する

可能性が高いが、明確ではない。
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第66次調査 (佐藤 :1991)-30次調査地点の西約500mの地点であり、富沢遺跡では北西端にあたる。ここでは標高

約12.50mの 30a層 、標高約12mか ら11,40mの 33～35層で大型植物化石 (毬果・葉など)が確認されている。特に

34層 は約 2 cmの腐植質粘土層であるが、その下の35層で根株が検出されている。標高が12m前後 と他地点と比較す

ると地形的に最も高い。樹種など分析結果はまだ出ていない。これらの層は30次 の19b層か25・ 26層 との対応が考え

られるが、明確ではない。

第68次調査 (佐藤 :1991)-30次調査地点の北西約350mで、第63次調査地点の北約130mの地点である。ここでは標

高9.48mの 24層、同じく9.40mの 25a層、同じく9.32mの 25b層 の 3つ の層から樹木や大型植物化石 (毬果・棄な

ど)が確認されている。特に25a層 は腐植質の粘土層で、樹木などが多量に含まれており、その下層の25b層 からは

根株も検出されている。樹種などの分析結果はまだ出ておらず、30次 との対応については明確ではないが、19b層か

25。 26層のいずれかと対応する可能性が高い。

埋文研調査地点 (佐藤 :1987):30次調査地点の北西約350m、 第63次調査地点の西約120mの地点である。ここでは

標高約9.60mの 23b層 において根株などの樹木が確認されている。層は灰オリーブ色の粘土層である。この層および

上下の層の花粉分析が行われているが、結果は30次の25。 26層 の結果と基本的にはほぼ同様で、亜寒帯性の針葉樹

林の植生が推定されており、年代については 1万年以前と判断している。以上の特徴などからみると、これらの層

は30次の19b層か25。 26層 とほぼ対応する可能性が高い。

以上の旧石器時代相当の層が確認された地点をプロットしたのが第89図である。最も西寄 りに位置するのが66次

地点、最も東および南寄 りに位置するのが43次地点、最も北寄りに位置するのが68次地点で、その範囲は東西が約

650m、 南北が約350mと なり、今のところ富沢遺跡では北部でも西半部を中心にその広がりが認められる。各地点

の標高をみると、西側にある66次では12m前後 と最も高 く、そこから東の方に進むと、63次で 9m前後、 1次の16

地点で8.2m前後、東側の58次で 6m前後、最も東側の43次で 5m前後となり、南東方向に次第 と標高を減じてい

る。こうした傾斜の方向性は、30次の調査結果も合わせてみると、区画整理以前のあり方とほぼ一致しており、各

地点の層がそれぞれ対応関係をもつかどうかは明確ではなくとも、全 く無関係 というのではなく、互いに関連し合

う層であることがうかがわれる。

こうした樹木などを含む旧石器時代相当の層は今後さらに周辺に広がるものと予想される。ただし、東側では数

地点においてその広がりを確認するための調査が行われているが、今の所、43次の地点から東の方では未発見であ

る。その中の57次調査地点 (佐藤 :1991)は 43次調査地点のわずか南東約50mと いう地点である。ここでは標高5.6

mで部分的に腐植質粘土層が確認されたが、樹木などは含まれていない。ここではさらに標高約4.lmま で下げてい

るが、下層でも樹木を含む層は発見されなかった。また、52次調査地点 (中富 :1990)は 30次調査地点の東約400m

地点である。ここでは標高4.30m前後でわずかに黒みを帯びるシル ト質粘土層が確認されたが、樹木などは含まれ

ていない。また、74次調査地点 (平間 :1992)は 北西約300mの地点である。ここでも標高5.80m前後で黒みを帯び

る腐植質粘土層が確認されたが、樹木などは発見されなかった。このような状況から、東側については58次および

43次の調査地点付近がほぼ樹木の分布する範囲の東限になるものと考えられる。そして、その東側については堆積

状況や花粉のあり方などから判断すると池沼に近い環境が想定されるが、明確ではない。今後は旧石器時代相当層

の広がりと30次調査地点との層の対応関係を把握することが当面の課題 といえよう。
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第 19表  富沢遺跡における旧石器時代とみられる層の確認地点

次 数 層 層 の 特 徴 標 一局 出 土 遺 物 文 献

1次 (No 16) 17層 粘土 8 20-8 30m 樹木 。大型植物化石 (毬果など)

吉岡・篠原 :1989
1次 (No 19) 38層 砂質シル ト 6.00-26 30 1aa 樹木など

43次

20a層 泥炭質粘土 5 24m 大型植物化石 (種子 )

太田 :1989
20b層 泥炭質粘土 5 20m 大型植物化石 (種子)

21層 泥炭質粘土 5 16m 大型植物化石 (種子)

25層 粘 土 4 68m 樹 木

52次 29～32層 シル ト質粘土 4 48-4 161n 中富 :1990

57をk 20層以下 腐植質粘土 5 60m 佐藤 :1991

58次

23b層 砂 6 50m 樹木 。大型植物化石 (毬果など)。 昆虫

佐藤 :1991

24層 粘土 6 44m 樹木 。大型植物化石 (毬果など)。 昆虫

25b～26層 粘土 6 36m 樹木 。大型植物化石 (毬果など)。 昆虫

28層 粘 土 6 30m 樹木など

39層 腐植質粘土 5 10-5_48m 樹木・大型植物化石 毬果など)。 昆虫

63次

21層 腐植質粘土 1020m 樹木・大型植物化石 毬果など)

平聞 :1991
23層 腐植質粘土 1008m 樹木・大型植物化石 毬果など)

25a層 腐植質粘土 10_00m 樹木・大型植物化石 毬果など)

25b層 粘土 970m 樹木 。大型植物化石 (毬果など)

66セR

30al薯 粘 土 質 シル ト 2.50m 樹木・大型植物化石 (毬果・葉など)

佐藤 :1991
33層 粘土質シルト 2_00m 樹木・大型植物化石 (毬果・葉など)

34層 腐植質粘土 52m 樹木 。大型植物化石 (毬果 。葉など)

35層 粘 土 40m 樹木など

68ツk

24層 粘土 9_48m 樹木・大型植物化石 (毬果・葉など)

佐藤 :199125a層 腐植質粘土 9,40m 樹木など

25b層 粘 土 9.32m 樹木など

74次

36層 腐植質粘土 5 90m
平間 :199237'署 腐植質粘土 5 84m

38'薯 腐 植 質 粘 土 576m
鹿野地区

(埋文研究所調査)

23b層 粘土 960m 樹木など 佐藤 :1987



第 2節 30次調査地点のボー リング調査結果と分析結果

第 2節 30次調査地点のボーリング調査結果と分析結果

分析・同定に関する第 1回検討会で要望の出たボーリングによるオールコアサンプルの採取を1990年 3月 に実施

した。ここでは委託会社の長谷地質調査事務所の報告を基にこの結果の概要を述べるとともに、このサンプルを用

いた分析結果を掲載する。また、1990年 8月 に遺構保存のための各種のデータを集める目的でボーリング調査を実

施した。その時の上質柱状図を資料 として掲載した。

1.ボー リング調査結果

1990年 3月 に実施したボーリング調査地点は 2地点 (A・ B)で、A地点は調査地点のⅢ区東端から東へ50mの

地点、B地点はⅣ区北東隅から北東へ約50mの地点であり、両地点は約75m離れている。また、同年 8月 に実施し

たボーリング調査地点はH区南端から南へ約 6mの地点 (C)である。この内、土壌の不撹乱試料の採取をめざし

たA・ B地点では、それぞれ 2ヶ 所 (A-1・ 2)と 3ヶ 所 (B-1・ 2・ 3)か ら試料採取が行われた。そして、

後日その中のA-1・ 2と B-1・ 2の サンプルの層の特徴を室内で記録したが、それぞれの層の対応関係を把握

することがいかに近接しているとはいえ極めて難しいことがゎかった。そのためここではあえて層名を統一するこ

とは避け、サンプルごとに層名を付している。

(1)A地点の層序

A地点の層序は、2ヶ 所のサンプルをみると、大まかに上層から水田耕作を主とする層が標高 9m前後まであり、

次に泥炭質粘土層へと続 く。この泥炭層は約40cmの 厚さをもっている。そして標高7.7m前後からグライ化が始まり、

シル ト・粘上。砂の互層が少なくとも標高3.5mま で続 く。その中に植物化石を含む腐植質粘土層が狭在する。その

間の状況をA-2地点で詳しくみていくと、標高7.85mでグライ化が始まり、そこからシル トと粘上を主とした構

成層が標高 7mま で続 く。特に12層 は緑灰色の粘土層で堅 くなっており、30次調査地点の19層前後に近似した特徴

をもつ。さらにその下層では85cmも の厚い細砂 と粗砂の互層 (15層)が堆積しているが、これは30次 の20層 にほば

対応できるのではないかと考えられる。

その下に薄い粘土層をはさんで、最初の植物化石を含む黒褐色の粘土層 (17層 )が くる。この層は 4 cmと 極めて

薄いが、さらにそこから約70cm下の標高5。 2～ 5。 4mでは植物化石を多量に含む黒色の腐植質粘土層 (23層)が確認

されている。これは約20cmの層厚をもつ安定した層であり、所々に白色の薄い粘土層を換在している。この17層 と

23層 との間には約30cmに も及ぶ砂の層が介在しており、この砂層により植物化石を含む層は大きく2層 に分離され

ている。こうした状況は30次の主に I・ H区で確認された25層の細分層と似ているが、層の対応が可能かどうかは

明らかではない。今後の課題 といえる。

23層 の下にはにぶい責橙色を呈するサラサラしたシル ト層がある。層厚は約10cmであり、これについては分析の

結果、姶良 Tn火山灰 (AT)と の結果を得ている。このような特徴をもつ層はA-1地 点では確認されずB地点で

も確認されなかった。したがつて極めて局地的な分布を示す層と考えられる。なお、この層はA地点から北東約50

mの第58次調査地点の40層でも確認されており、ともにATと の結果が出ている (佐藤 :1991)。

このA-1地点では23層 よりも下層では植物化石は確認されず、粘土・砂の互層が続 く。そしてこのA地点の柱

状図をみると、標高3.38mで砂礫層に到達している。この砂礫層は径が 5側程の円礫 を主体的に含んでいるようで

ある。
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(2)B地点の層序

B地点の層序は2ヶ 所のサンプルをみると、大まかに上層から水田耕作を主とする層が標高約8.70mま であり、

次に泥炭層へと続 く。この泥炭層は約30cmの 厚さをもっている。そして標高 8m前後でグライ化が始まり、シル ト・

砂・粘上の互層が少なくとも標高3.5mま で続 く。その中に数枚の植物化石を含む層が換在している。

下層の状況をB-1地点で詳しくみていくと、標高 8mで グライ化が始まり、シル ト層・砂層、そして緑灰色の

堅 くしまった厚い粘土層へと続 く。この緑灰色の層についてはA地点でも認められており、30次の19層前後の層と

対応する可能性をもつ。A地点と同様にまたその下には40～50cmの 厚い砂層 (17層 )があり、そして標高 6mのや

や上で最初の植物化石を含む黒褐色の層 (20層 )が出現する。そこからさらに約60cm下の標高5.3～ 5。 4mに も、10

cmの層厚をもつ植物化石を多 く含む層 (26層 )があり、20層 と26層 の間は砂層が介在 している。 こうした状況はA

地点ともほぼ共通しており、今後は30次の25・ 26層 との対応関係を把握することが課題 といえる。

26層 の下は砂・粘土・シル トの互層が約 2mも 続き、この地点では柱状図をみると、標高3.22mで砂礫層に到達

する。砂礫層は 2～ 5c14の円礫を主体 としている。

(3)C地点の層序

C地点については柱状図のみを示す。これをみると標高8.10m前後でグライ化が始まり、そこから砂礫層が始ま

る標高2.9mま での5。 2mの間は砂・シル ト・粘上の互層からなる。この地点がH区に最も近いことから樹木が検出

された25・ 26層 はH区南壁では標高6.7m前後にあるので、この柱状図の粘土層の上部付近に25・ 26層 の相当層が換

まれるものと考えられる。砂礫層は途中に介在するシル ト・砂の互層により、上下に分けられる。上位の砂礫層は

層厚が約1.5mで、径が 1～ 3 cmの円礫が主体 となっている。

下位の砂礫層は標高-0。 9mか ら-29.8mま で及び、その層厚は約29mである。砂礫層は下部に向かい、次第に主

体をなす円礫が大きくなり、 5～ 8 cmの 円礫 となる。全体を通じてマ トリックスは粘性上である。砂礫層の下はシ

ル ト岩・凝灰岩 と続いており、これらが基盤岩 となっている。

B

・ A

第90図 ボーリング調査地点
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第20表 層 註

k
黒褐色 10YR3/2
阜れ 10V掟 2/1 粘    土

褐゙色 10YR4/2 砂 質 シル ト

黒 褐 色  10YR3/1

5

にぶ い責禍 色 10Y Кb/4
にぶ い責褐 色 10YR5/4
にぶ い音捨 角 10YR6/3

砂
砂
あ

細
粗
知

黒■ 10YR17/1 泥炭 質粘 土

泥    炭

土

黒 福 色 OYR2/2

にぶ い責裾 色 10YR4/3 粘   上

黒褐色 10YR2/2
砂 質 シル ト グライ化始まる

灰 色 5Y6/ユ

にぶ い責 橙 色 10YR7/4 粗   砂

T/」/N質 シル ト

緑 灰色  10GY6/ユ
粗   砂

電オ リー ブ色  5Y5/2

灰オリーブ色 75Y6/2 粘   上

緑灰 色  7 5GY6/1
粗   砂

オリーブ黒色 75Y3/1

灰 黄褐色  10YR4/2

暗灰責色  25Y5/2

灰黄褐色  10YR5/2
所 々 に狭在 す る

黒色 10YR2/1 々 に縞状 に白色 の薄い粘

灰 白色  75Y

所 々 に 白色 の薄 い粘 上 を
黒褐 色  7 5YR2/2

粗砂・ 細 砂 の互 層

々 に薄 い黒 い層 を含 む

土 色 上   性 僑 考

5 黒色 7 5YR17/1

極暗梱色  7 5YR2/3 泥   炭

13 にな い責色  25Y6/3 粗   砂

15 オリーブ褐色 25Y4/3 粘   土
所 々 に櫃 物 化 石 を含 む薄 ヤ

層 が狭 まれ る

粘   土 植物 化 石 を多 く含 む

緑灰色  7 5GY5/1
織 未 片 が含 まれ る

オリーブ灰色 5GY6/1 シル ト質粘 上

灰 オ リー ブ色  5Y5/2 粘    土
る

緑灰 色  7 5GY6/1

ングレト膏 V歩

10G6/1緑灰色
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2.仙台市富沢遺跡 (第30次)で発見された

古県境研究所 早 田   勉

群馬大学教育学部 新 井 房 夫

東耳ヒ大学農学部 】ヒ オ寸   繁

(1)は じめに

仙台市富沢遺跡第30次発掘調査区内において、 4ヵ 所でボーリング調査が行われた。このうちA-2地点では、

標高5,11～ 5.22mの層準に白色の細粒ガラス質火山灰が発見された (第94図 )。 このテフラについてその岩石記載的

特徴を調べた結果、旧石器時代の代表的な示標テフラ、姶良 Tn火山灰 (AT,町田・新井 :1976)に対比されるこ

とが明らかになった。この ATは、約2.1～ 2.4万年前に南九州の姶良カルデラから噴出したテフラで、ほぼ日本ア」

島の大部分を覆う広域テフラである。

(2)富沢遺跡第30次調査区の ATの特徴

ボーリング調査によって発見されたテフラには、火山ガラスが多 く含まれている。火山ガラスの形態は、平板状

のいわゆるバブル型ガラスで、少量の軽石型ガラスも含まれる(写真 )。 また、その色調は無色透明である。この火

山ガラスについて、新井 (1972)の方法に従って屈折率 (n)の測定を行ったところ、1,499～ 1.501(中央値 :1.500)

の値が得られた (第21表 )。 さらに火山ガラスの主成分化学組成について、東北大学理学部青木研究室のエネルギー

分散型X線マイクロアナライザー (EDS tt EPMA)を用いて分析を行い、第22表 に示す結果を得た。火山ガラスの

形態 。色調・屈折率、そして主成分化学組成などから、このテフラはATに対比されると考えられる。

(3)宮城県における ATの層位

ATはほぼ日本列島を覆う代表的な広域テフラで、東北地方でも多 くの地点で確認されている。宮城県下において

は、現在までのところ3ヵ 所で発見されている (第95図 )。 宮城県北部の鳴子町川渡東北大学農場内 (Loc.1)に認

められるローム層では、約2.0万年前に鳴子火山の中央火口丘頂部に位置する潟沼火口から噴出した鳴子潟沼―上原

テフラ (NK― U)の下位に橙色の細粒火山灰層として認められる (早田 :1989、 八木・早田 :1989)。 その層厚は、

3 cmで ある。なお、宮城県との県境に近い山形県最上町堺田 (Loc.2)では、約4.0～ 4.5万年に鳴子火山から噴出

した鳴子―柳沢テフラ層 (N一 Y)の上位の泥炭層中にも、層厚 3 cmの ATが認められる (第96図、早田 :1989、 ノ＼

木・早田 :1989)。 すなわち、宮城県北部において、ATは N一 Yの上位で NK―Uの下位にある。

宮城県中部の川崎盆地内、川崎町川内 (Loc.3)の 段丘面を覆う風成ローム層でもATが認められている。本地

点のATは責色の細粒火山灰層で、パッチ状を呈する。最大層厚は、 2 cmで ある。ここでのATは、約2.6～ 3.1万

年前に蔵王火山から噴出したと考えられている蔵王―川崎スコリア層 (Z― K、 板垣ほか :1981、 Arai et al.:1986)

の上位にある。また宮城県南部の蔵王町土浮山 (Loc.4)で は、蔵王火山起源のスコリア層の間のローム層中に純

層で認められる (第97図 )。 本地点におけるAT層の層厚は 3 cmで、黄白色の細粒火山灰層として認められる。

(4)おわりに

現在までのところ、残念ながら今回発見されたATと富沢遺跡の遺物包含層との層位関係については不明な点が

多い。関東地方以西において ATは旧石器時代の非常に重要な示標テフラとされ、多 くの遺跡でATと の遺物包含

2.仙台市富沢遺跡 (第 30次 ) で発見された姶良Tn火 山灰について

姶良 Tn火山灰について
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層の層位関係が明 らか にされている。 しか しとくに南関東地方で は、遺跡 において ATが 純層で確認 され ることが

少 な く、その層位学的精度 に常 に問題がつ きまとってい ることも否定で きない (早田 :1991)。 今回 ATが 純層で検

出 された ことは、富沢遺跡 において よ り確実な編年学的研究が可能 な ことを意味 している。ATと 遺物包含層 との層

位関係 を明 らか にしてお くことは、遺物 の年代 を知 る上で必要かつ基本的な ことである。今後 の調査 に よって、AT

と富沢遺跡 の旧石器時代遺物包含層の層位関係が明 らか にされ ることが望 まれ る。

火 山ガラスの主成分分析 にあた り、東北大学理学部岩鉱教室 の青木謙一郎教授 には、EPMAの 使用 をお許 しいた

だいた。 ここに記 して感謝の意 を表 します。
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泥炭

植物遺体

大山灰

始良Th欠JIttlAT)

第94図 仙台市宮沢遺跡第30次発掘調査区
A-2地点の地質層序

第21表 姶良Tn火 山灰 lAT)・
1に含まれる火山ガラスの屈折華

試 料 採 取 地 点 屈折率 (中央値) 文  献

冨沢遺跡第30次調査区 1.499～ 1.5ol(1.500)

鳴 子 町 川 渡 1 499-1.501 (1.500) (1) (2)

最 上 町 堺 四 1.499-1.501(1.500) は)鬱 )

川 崎 町 川 内 1.499・ ψl.501

蔵 工 町 土 浮 山 1.499^▼1.501

1:ATの 火山ガラスの属祈黙

`nⅢ

 l■ .149R～ 15ヽ 1>A力ヶマ

□
国
目
日
□
□

いる。 (町田ほか :1984)
文献 1):早田 (1989),文 a12)|八本・早口 (1989)

第22表 姶良Tn火 山灰 (AT)に 含まれる火山ガラスの主成分化学組成

は ,

0。 lmm

富沢遺跡第30次調査地点のAT

謝 SiO, Ti02 A1203 Feo Mntj Mgo Cao K2o Na20 Total 文 献
冨 沢 遺 跡
第30次調査区

77.39 12.98 1.18 100.01

広島県尾道市 77..19 12 97 100.00

鳴 子 町川渡 77.24 12.91 3.58 100.00

最 上 町境 田 77.26 13.12 1.22 0.03 100.00

川崎 町川 内 77.127 0.09 12-.87 1.05 100 00
の エ ルギー1分散 (EDS) により

文献 DI小元ほか (1980,文献121:八木・早田 (19891
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第95図 宮城県におけるATの確認地点
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'レ

ト

霊  *占 土

匠日 泥炭

匝日 細粒火山灰

匡∃ 人砕流堆積物

□  大山豆石

姶良Tn火山灰(AT)

鳴子―獅H沢テフラ層 (N一Y)

dgr         厖吻黒褐色黒ボク土
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第97図 蔵王町土浮山におけるATの層位

dgr:暗灰色,bl i黒 色,y:黄色,whi白色,

br i褐 色,gr:灰色,ri赤色 .
第96図 山形県最上町堺田におけるATの層位
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3.富沢遺跡 (第30次調査)のボーリングコアの花粉分析

東北大学理学部生物学教室 守  田 益  宗

分析 について

富沢遺跡の第30次調査に関連してボーリング調査が実施された。本報告では、このボーリングによって得られた

コアについて各層位の堆積環境 と植生の変化を花粉分析の立場から検討を加えた。

花粉分析用試料は、A-2地点の16～24層 より計28試料を採取した。これらの試料は、各層中で肉眼的に上下の

特徴のある部分を選び、それぞれをできる限り薄 く切 り出したものである。試料の採取地点とその層位を第98図 に

示す。試料の処理法、花粉・胞子の同定および出現率の算出は、これまでの報告と同様にして行なった (第 5章第

5節 )。

結果 および考察

各試料について検出された花粉・胞子を第23表に示し、主要な花粉・胞子の消長を第98図 に示す。

24層

ATと推定される火山灰を含む層である。高木花粉は比較的少なく、草本花粉が多い。なかでもUmbelliferae,

肋響 λθんα,Cyperaceaeの 占める比率が高いので、付近にはこれらを主とする草地が広がっていた と推定される。

高木花粉中、出現率の高い鹿 紡協 肱 効 は、大型植物化石の研究から (第 5章第 5節 )、 それぞれシラカンバ、ア

カエゾマツから由来したと考えられ、これらの樹木 も生育 していたと考えられる。花粉生産量・散布力の極めて小

さいと″物 も検出されることから、グイマツも伴っていたであろう。二次堆積花粉 (secOndary pollen)を 含むが

僅かであるので、比較的穏やかな堆積環境であつたと思われる。

23層

23c3～ clでは草本花粉が多 く、Cyperaceacが高率を占めるが、Umbelliferac,磁響 ぬ0んαもまだ多いことか

ら24層 と同様な植生が付近にあったと言える。

23b4～blでは高木花粉率が増加するが、働 紡物,肱切 の比率は低下し、かわって力 姑 が増加する。二次堆

積花粉は散発的に出現するのみであり、堆積環境は引続き安定していた。Cyperaceaeの 割合は依然 として高 く、水

生植物であるν留
"%励

容 も認められる。付近はカヤツリグサ科を主とする湿地であったが、より湿潤な環境になっ

たと言え、次第にアカエゾマツ、シラカンバなどは減少したと考えられる。2%クsの増力日は遺跡周辺の乾いた立地に

生育するチョウセンゴヨウから由来したものであろう。

23aは 23層最上面の試料であるが、次の22bに連続する試料であり、花粉組成も類似しているので次項で述べるこ

ととする。

22月肇

連続する試料である23a～22b lは上層に向って草本花粉が減少傾向を示す。高木花粉ではル 熔 が高率を占め、

物 %sを伴うのが特徴である。低木・草本花粉では4腸鉢 がやや多 くなり、Cyperaceaeの 出現率は低下する。こう

した傾向は22a lま で継続し、いずれの試料でもLヵ″力物うιγ,酌SSα などの二次堆積花粉がよく検出される。すで

に指摘したように(第 5章第 5節 )、 二次堆積花粉の出現 とFagusの 出現はよく対応しており、Fagusの大部分も二

次堆積したものと考えられることから、22層 は周辺の丘陵斜面または河川などからによる土砂供給の多い環境下に

あったと推定される。しかし、23aで も二次堆積花粉がよく見い出され、また、その上部の22bで もかなり多量の腐
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植質がみられることから、23層の堆積終期ごろから次第に周囲からの流れこみが多 くなったものと判断され、22層

全層が急速に堆積したとは考え難い。22層 の下部の時代には、アカエゾマツ、グイマツ、シラカンバは付近にまだ

生育していたであろう。その後、土砂供給が急増し、前述の樹木は衰退し、このような立地にも生育可能なヤマハ

ンノキやヨシから由来 した 4励%sや Gramineacが増加 したと考えられる。

21層

21aは細砂、21bは 荒砂からなる堆積物である。両試料で高木花粉の組成が異なるが、それ以外の花粉。胞子の組

成に大きな違いはない。両試料 とも二次堆積花粉を比較的多 く含み、急激に堆積したものであることは疑いない。

花粉組成の違いが、堆積時期や堆積物の供給源の植生の違いあるいは堆積物の粒径を反映したものであるかどうか

は不明である。本試料からは当時の植生を直接議論できないが、上・下層の花粉組成から22層 または20層 とほぼ同

様の植生であったと思われる。

20層

20c3～ 20aの試料では、上層に向って草本花粉の占める割合が増カロする。高木花粉では続 熔 が減少し、逆に

,党α,Bι励力が増力日する。低木。草本花粉では、Gramineaeがやや少なく、勤η酔ぬθγbα が多いほかは、22層 と同

様の出現傾向である。本層中には所々腐植質が杖在しており、22c2、 22aが これに当たる。両試料では二次堆積花

粉がほとんど検出されず、20aでは Lα7笏 の出現が目立つ。これは、土砂の流入が一時的に中断した時期があったこ

とを物語る。このような時期にはボーリング地点付近のどこかに、アカエゾマツやシラカンバなどが生育するカヤ

ツリグサ科、フレモコウ属を主とする草地があったと推定される。

19～ 16層

181や 17aの ように腐植質を多 く含み、二次堆積花粉の少ない比較的安定した堆積環境を示すものと、その他の試

料のように二次堆積花粉を含み、周囲からの上砂流入が多かつたことを暗示する層が頻繁に交互している。 このう

ち、19層 は砂質であり、短時間に堆積したことを示している。17層 はとα″笏の出現も目立ち、かなり安定した堆積

環境が想定されるが、層厚が薄 く、この地点にアカエゾマツやグイマツが生育 していたとは考え難い。付近の湿地

林がボーリング地点付近まで拡大してきたと解釈したほうがよいであろう。

以上のように、24～16層 を通じて遺跡付近の植生は、安定期には湿地林や草原が拡大し、周囲からの上砂供給が

多い時期には、それらは縮小あるいは衰退したと考えられる。一方、遺跡周辺の植生は、本報告の分析結果からも

これまでの調査 と同様に、マツ属、モミ属、 トウヒ属、ツガ属を主 としたカラマツ属、カバノキ属を混じえた森林

がひろがっていたが、森林密度は低 く、草地や沼沢地も点在していたと推定される (第 5章第 5節 )。

なお、第30次調査の旧石器包含層とボーリングコアの層序の対応関係については、明らかにすることができなかっ

た。今後の調査に期待したい。
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第23表 宮沢遺跡 (第30次調査)のボー リングコアの花粉分析結果一覧表 (数字は個数を示す)

16層 17層 a 17層b 18層 1 18層 2 19層 20層 a 20層b 20層 ci 20層 c2 20層c8 21層a 21層b ZZ,曽 al 22層a2 22層a] 22層 b】 22層b, 22層b. 23層a 23層bl 23層b2 23層b3 23層b4 23層 cI 23層c2 23層 c. 24層
マ ツ属 132

4うゲσs モ ミ属 8 3

2σ錮 トウ ヒ属

rs頻2 ツ ガ 属 9 5 5 10 8 9

をク猜疵 カ ラマ ツ属 1

0っ少力″θ″α ス ギ 属 3

Sk・カプ″ゲ,s コウヤマ キ属 2

Cupressaceae ヒノキ科

PrT獅骸ったz サ フグル ミ属

/1//rFF″s クル ミ属

レ 励カ カバ ノキ属

クマ シ デ 属 9 2 2 2
ブナ属 8

@″πハ ヨナ ラ属 8 6 5 3 3

し7″ P/6 ニ レ属 3 2 3 3 3 8 2

カ エ デ 属 2 3 3 2 5 3 3 2

4公 ε%燃 トナノキ属

れを乞α ンナノキ属

均 万σα ヤマ モ モ属 1

磁 蕨 ヤナギ属

εο, シヽバ ミ属

れ力餐 ンヽノキ亜属 13

A蒻 公 ″/ ヤ シャノ シ亜 属 2 6

物 ″零 サ ク ラ ,高

キハ ダ属

R力熔 ウル シ属

とヽ鉄 モ チ ノ キ 属

Aral,aceae フコギ科

Ettcaceae ツツジ科 11 3 7 3 5 6 9 2

0%″んど9s イヽノキ属 3

F蒻 %熔 トネ リコ属

とを搭物 η イボタノキ属

72うク″″2,″ ガ マズ ミ属

LO%7r¢ 拓2 スイカズラ属 5 3 2

/4う¢カウ ツクバネラツギ属

Gramineae イネ科 7 6

Cyperaceae カヤツ リグサ科 171

7‐2彦 ガ マ属

Iridaceac ア ヤ メ 科 3

B2sカ カα イプキ トウノオ属 3

五セリ″0ク励 イタ ドリ属

乃 /s2c・F滋 サ ナエ タデ属 3 2 3 3

ナデシヨ科

トリカ ブ ト属 1

Cttα力な tvpe セ ンニ ンソウ属型

η笏″″移盟 カラマ ツ ンフ属 5 3 129

Cο少お オ ウ レ ン属

Rc″ 22εクカ6 キンポウゲ属

S,″ξ″るο/bα フレモ コウ属 2 6 6 3

other Rosaceae 他 のバ ラ科 3 2

ε 9頻,″ ιぅ
"η

宅 フウ ロ ソウ属

E沙力 う滋η アカバナ
'高Umbelliferae セ リ科 7 3 3 6

ミツガ シ フ属 1

ε♂″笏α″α リ ン ドウ ,萬 1

C,めα″″カ ホタルブクロ属

4″ ″るカ ヨモ ギ属 9 8

other CompOsitae 他 の キ ク科 3 6 3 5 3 3 7

1-lete type FS 革 条濤 型 シダ胞 子 10 3

3-lete type FS 三 条 濤 型 シ グ 胞 子

トウグ シバ型

Other bG″ 0′テ″″ 6 3 3

Osmundaceae ゼ ン マ イ 科

ミズ ゴ ケ 属 2 3 3 7

rv,ss, ヌ マ ミズ キ 属 6 2 8 7 6

L力 Z歩滋″ う?/ フウ属 4

LT¢容//9ヮ協カ サ ル ス ベ リ属

Trees 高 木 222 206 298 233 237 285 222

Shrubs 低 木

Herbs 草 本 318 256 728 1057

Ferns ン ダ 3

Unknown 不 明
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3.富沢遺跡 (第 30次調査)のボー リングコアの花粉分析
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付 章 30次調査地点周辺の発掘調査データとボー リング調査結果

第 3節 周辺のボーリングデータ

富沢遺跡およびその周辺ではこれまで各地で開発に伴うボーリングが行われている。それらのデータから砂礫層

上面の等高線を描いたのが第99図であり、その図に基づいて描いたのが第100図 の鳥敵図である。これらの 2図の作

成に関しては長谷地質調査事務所の協力を得た。

Eと (m)

下

―

―

―

―

―

―

―

瞳

Ｆ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

上

(二)30次
調査地点

。 ボーリング地点

第99図 砂礫層上面等高線図
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第100図  砂礫層上面鳥廠図

矢Fp地点は30次調査地点
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A PalacOhthic Camp at Sendai:Excavation of the TOnlizawa Site

The TOnllzawa site is situated near the center of the city of Sendai.The results of excavation of layers

above the Palaeohthic (representing the Jomon, lFayoi, Kofun, Heian, A/fedieval, and Edo periods) are

pubttshed in the first volume.「Γhis vOlume,the second in a series on、 vork at the site presents the results of

excavation of Palaeolithic hOrizons in 1987 and 1988(the thirtieth excavation session). These excavations

were conducted by archae010gical staff of the CulturaI Properties Section,Sendai City Board of Education,

between April 13,1987 and December 23,1988(no fieldwork was performed between December 26,1987,and

�【arch 6,1988).

The site is located at 3,Nagamachi―�生inanli 4-chome,「raihakuヽ rヽard, Sendai City,Miyagi Prefecture.

The tOtal excavated area is 4,800 square meters. Construction of an elementary school had been planned on

the site,but discovery of the remains of a Palacohthic forest associated with evidence of human activities led

to conservation Of the site, and an archaeo10gical museunt is planned by Sendai City to preserve the rare

culturat heritage fOund here.

The site lies On an anuvial plain that has formed between the Natori and]王 irose rivers. ふ江ulti―stratified

archaeological deposits extend over an area of about 90 hectares. The large‐ scale recovery of evidence for

ancient rice fields is especiany noteworthy. Buried rice fields representing the Yayoi period(beginning in the

Middle FFayoi)and an cultural horizons thereafter have been recOrded。 「rhe location of excavation during the

thirtieth field session is 10 to ll rn above the present sea level. PalaeOnthic horizOns(strata 25,26,and 27)

、vere found abOut 3 to 3.5 in below the surface.

PalaeOnthic remains include artifacts,features,and a ttπ ide variety of ecofacts. A nOtable discovery is

wen_preserved organic materials froln the last glacial rnaxirnuHl period. ′
rhey include the trunks of standing

trees with radiating rOots,which were found in situ,fallen trunks and branches of coniferous trees,a number

of pine cones,various leaves and seeds;insect remains,and deer feces. Apparently,subterranean hydrological

conditions cOntributed tO extraordinary preservation of plant and small anilnal remains,  They were nOt

fossilized,but found in fresh conditiOn. No bone was found,ho、 vever. In Japan,mOst PalaeOlithic deposits

found tO date are buried in v01canic loanl,and the acidity of the matrix prevents recovery of organic rernains.

Thus,the association of、 vell‐preserved evidence of the natural environment M〆 ith traces of human activities

at′ronliza、va provides an extremely rare Opportunity for the study of Palaeolthic life、 vays.

The excavated area Occupies a point between twO small adiOining alluvial fans, and cornplex geornor―

phological processes have been in Operation in this area. The land surface is not considered to have been

stable. Stratun■ 25 is a layer Of light bluish grey(10G7/1)clay lt is divided into three substrata by interstitial

anuvial sand lenses, Plant and other Organic remains、 vere found in abundance in this layer. Itis up to 40 cm

thick.Ten lithic artifacts were found in Area IB (pp.33-37)。

Stratun1 26 is a layer Of dark brOwn (7.5GY2/1)clay. Plant and other organic remains、vere also found

in abundance in this layer. It is up t0 15 crn thick. T、 v01ithic artifacts、 vere found in Area IH C (pp.58-59).

Stratum 27 is a silty clay layer of dark yellow grey(2.5Y5/2).Itis up to 10 cm thick.Evidence of human



activities wFas found in the top part of stratun1 27 in area IV C (pp 68-144)。  A total of lll lithic artifacts,a

concentration of charcoal(fig. 49, probably an open hearth), and a smam pit ttrere recovered from a single

hving floor. There,the top of stratun1 27 is 6.9 to 7.O rn above sea level

おL Series of C-14 dates,which faH betwveen about 19,000 and 23,000 BP (pp.430‐ 432), indicates that a Late

Palaeohthic group occupied the site during the height of the ヽヽ/urm glacial.  Three pieces of timber from

stratunl 19 yielded dates bet、 veen 19,470 and 20,590 BP。 「rhe six dates obtained frona、 vood remains in stratum

26 fan between 19,500 and 23,870 BP.Three charcoal samples(stratum 27)date to between 19,970 and 24,300

BP. Two ttrood remains fro■ l stratun1 30 are dated to 23,270 and 23,610 BP

Botanical evidence(、 vood remains,cones,and ponen)alsO reflects a much colder chmate than at present.

A mosaic of boreal coniferous trees(mainly spruce and pine:Pゲ θια力%力α″αιηsた Suzuki,見ηι俗 力θ拓2″%sた

Sieb. et Zucc., Lα tt Kα%珍たθんαttα  (Rupr。 )Carr) and meadoM/s constituted relatively open parklands.

Throughout the formation of strata 25, 26, and 27, the land surface around the excavated locality 、vas

considerably覇 /et, Palynology suggests a mean annual temperature that、パ〆as about 7 or 8 degrees centigrade

lower than it is today.

In stratum 27, a se■ licircular distribution Of lithics about 2.5 rn in diameter surrounded a charcoal

concentration,presumably a hearth. /ゝ pit adiaCent to this feature(40 cni to the north)contained 6 artifacts

(figs. 50, 51)  The distribution of stone tools around the charcoal cluster is analogous to an ethnoar‐

chacological lnodel of spatial zonation (e.g.,the rvlask site of the Nuna■ 1lut Eskirno)of 
くくpeOple around a

hearth"(Binford 1983)

Analyses of lithic distribution,ra鞘 /1naterials,original nodules,refits,reduction sequences,rnicrodebitage

(retrieved byヽ ハ/ater screening[figs.46‐ 48]),and use― wear traces suggest that the area northeast of the hearth

、vas used for various activities,including flake production and replacement/maintenance of gear. The area

southeast of the hearth ttras used for such activities as rawhide or meat processillg (fig 43). The types of

materials Mrorked at this location are suggested by■ �cro、vear polish found on utilized flakes(pp.395-404).

Refits as 、ven as stratigraphic evidence and the spatial arrangement of features and artifacts indicate

contemporaneity of activities  Probably the site was a short― term camp left by a small task group on its

hunting/gathering round.

Formal tools are rare. 
′
rwo backed knives(one has been refit frorn three fragments,the other is lnissing

its distal portion,[fig. 85]),  a retouched flake,three flakes、 vith■�croflaking, and a hanllnerstone耶 /ere

recovered,but the great rna,Ority of the lithic concentration consists of sirnple flakes. Ninety‐ one flakes and

five cores complete the assemblage(for a total of 103 artifacts after refittilag)

Ra、v rnaterials are classified into tttro groups:local and nonlocal. I〕 lack shale(84 pieces)comes frOm local

sources. Both the artifacts'spatial distribution and five sets of refits of black shale artifacts reveal the spot

、vhere flaking actuany t。。k place. Core reduction sequences have also been reconstructed to shed light on

flake production techniques.(They are inustrated in figs.42,53-57,64-83.) Refit set IPL COnsists of 20 flakes

and a core,and the platform was rotated ll tirnes. Refit set IB consists of 15 flakes、 vith 8 episodes of platform

rotation,

Other local lnaterials include tuff― shale,ryohte,and andesite,Non10cal rnaterials include siliceous shale

and fine― grained siliceous tuff. Nodule and spatial analyses of rnaterials other than black shale are illustrated

466



in figs.58-63 and 84-86.

Geomorphological, sedimentOlogical, and palaeobotanical evidence have been used to help reconstruct

environmental history at Tomizawa.  The surface was generany moist, but relatively dry higher spots

prevailed in the eastern portion of he site after stratun1 27 was deposited, It was then that a short stay by

a sman group of humans left traces of t001 production/maintenance arOund a hearth.  The subsequent

formatiOn of stratun1 26 proceeded gradually,、 vhile a cOniferous fOrest developed. The、 vood remains found

here represent stands of trees which、 vere interspersed with swampy meado、 vs,during stratum 26 formation.

The remains of about 300 trees have been recovered. Roots、 vere found in situ for 133 of themo About 2,000

cones、 vere recovered. frhe tree diameters range fron■ 10 to 70 cnl,butthose of 20 to 50 cm are most numerous

Twenty‐ one aggregations of animal feces were also discovered. One of the larger clusters consists of 50

to 60 rOund pieces,A/1orphological,microtissue and chemical analyses indicate that they were from the deer

fanllly (C9夕 υι谷), and an early spring seasonahty is inferred. During the periOd Of stratum 25 formation,

hydr010gical cOnditions arOund the site changed。 「rhe locanty was affected by a higher water level. Plant opal

relnnants of marsh reeds are detected in abundance at this horizOn. Then, the forest eventuamy died out.

Relative dendrochronOlogy of three larch trunks(Lα夕;筋 )deter■lined that there、vere lags of 85 and 100 years

between their deaths.

(′rhis Enghsh sunllnary、 vas prepared by K. Akoshilna based on a draft copy of the v01ume edited by the

Sendai City Board of Education.)
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付表 2 大型植物化石一覧表 (毬果・堅果 )

〈毬果〉

地  点 層位 種 男」 地  点 層位 種  別 備  考

26層 Ⅳ 区 26層

Ⅳ 区 26層 Picea
プラケース保存

Ⅳ 区 26層

IV区 26層 Picea IV区 26層
プラタース保存

IV区 26層 毬果先部 IV区 25層

IV区 26層 毬果下部 Ⅳ 区 26層 先端部 りんべんの保存あまりよくなヤ

IV区 26層 毬果下部 25層 下半部 の み大 型 上 つ き複

IV区 26層 毬果先端部 IV区 26層

IV区 26層 縦にわれ表面磨滅 27層

IV区 26層 中央部保存不良 IV区 26層 先端のみ りんぺんの保存良い

IV区 26層 先端部 IV区 26層 保存良い 旭ヽ型

IV区 26層 Picea 毬果上半部 26層 Picea

IV区 26層 グイマツの可能性あり IV区 25層 小型で少 し破損

Ⅳ 区 26層 小型 保存不摸 IV区 26層

IV区 26層 かなり大型で太ヤ IV区 27層上 Seed 種 子

IV区 26層 小型 保存ややわるV Ⅳ 区 27層上

IV区 26層 coneの 先端大型 Ⅳ 区 27層上
6 0cn long
18 XiOcm2太さ

IV区 26層 下部欠 く IV区 27層上 先端のみ

26層 coneP Cf naxタ イノ Ⅳ 区

IV区 26層 Larix IV区 25層中
水 亭 の種 子 (3m/m径 05m/m径 の も

IV区 ?6,冒 Picea IV区 25層 中 半 砕

IV区 26層 表面す りへる IV区 27層 中

IV区 26層 coneほ ぼ完全 IV区 27層中

26層 先端欠 大型 IV区 27層中

IV区 26層 cone少 し破損 表面す りへる 27層土 土つきプラケース保存

25層 Picea cone形態 P α nax,mタ イプ IV区 26層 ? Picea giehnti

IV区 26層 IV区 26層 ?

26層 虫エイか P jeroensis P Ш区南側.側濤 2627)冒 ? 土つきプラケース保存

26層 破片で軸部付近 II区南側 側溝 2627層 ?

26層 Ⅲ区南側 倒濤 2627層 ? 上半部のみ

26層 Picea 破片 保存不良 Ⅲ区南側 側濤 2627層 ? Picea giellnti 中頃のみ

IV区 26層 Larix m区南側 側濤 2627層 ? 下部のみ

IV区 26層 Pruns(種子 )
上つき種子
但し筋はみえな▼

III区 南側.側濤 2627層 ?

26層 ほぼ完全 上II区 南側 側滴 2627層 ?

IV区 26層 材片 (破片)木目みえる III区 南側.側浦 2526層 ? 土つき プラケース保存

IV区 26層 材片 (破片)木目みえる III区 南側 俣I濤 2526層 ? Picea glehn�

IV区 26層
下部のみ

m区南側.側濤 2526層 ?

IV区 26層 破片一部のみ」ヽ さヤ III区 南側 側滴 2526層 ? 中部

lV区 26層 Pl■ lnus(種子 ) 但し筋はみえなヤ III区 南側 側溝 2526層 ?

IV区 26層 破片 先端部 III区 南側 側濤 2526層 ? 下部欠42+″ cmワ

IV区 つ6層 Picea III区 南側 狽1灘 2526層 ? 先端部 のみ

IV区 26層 III区南側.側濤 2526層 ?

IV区 26層 下半部 不完全 上11区 南側.側溝 2526層 ? 中部40+α cn′

26層 下半部のみ 小型のもの m区南例 側溝 2526層 ?

26層 Picea
半分に切れ下部もかける表面すりべる

HI区南側 側濤 26層 中
耐

保存不良

IV区 26層 軸部断面 とりんぺん付着 III区南側 側濤 25層 上部

IV区 26層 111区側溝 26層中 大型の coneの 一部

26層 m区側濤
保存不良 Cf ttlehコ

IV区 26層
6cm long 20 X 10cm太 さ
ほぼ完全

25層 Picea glehnii 半分

IV区 26層 nltt A a
Vヽ410S180(21) 25層 く一部

IV区 26層 下部のみ 25層 先端 基部欠 表面す りべる

IV区 26層 mttA a
Vヽ120S60(1-4)

25層 すんぐり

IV区 26層 先端 (2cn程度)り んぺん保存良好 25層 ずんぐり

IV区 26層 土つき技プラケース保存
IIItt A a

Vヽ120S175(2-4)
25層 小 型



地   点 層位 種  別 地   声 層位 種  別 備  考

甑I区 Aa
25層 中位の大 きさ

mtt A b
W180S170(24)

25層 中
(P glehn� )50cn′
上 下部欠

Vヽ95S20(1-5)
25層 外側少 し磨耗 W186S174(2-4)

25層中 2ケ 少しすリヘる

HItt A a
25屠 破 片

mtt A b
W190S130(24)

25層 中 N0402403へ 分割

Vヽl17 S411(51)
25層 中 樹の皮 26層上 すりへる

Шtt A c 25層 中 樹の皮
IIItt A b

W154S157(24
26層上 Lanx k

篇平_下部久

IVttG 8d ③ 15 26層 Picea sp
lm/mメ ツシュ水洗検出 25層 中

HI区 Aa
25層 下 破 損

IIItt A b

Wi33 S160(24)
25層土

,5層 プ ラケー ス保 存
95層 中 すりべる

韓榊
ｍ

ｗ
25層 小型

mtt A b
Vヽ150S50(14)

25層 中

25層 25層 中

mtt A b
W491S153(21)

25層 少 しこわ れ る
mtt A b
W140S40(14)

26層上 すりへる

25層 ほぼ完全
IIItt A b

25層 中

111区 Ab
W174S179(21)

25層 磨耗 Vヽ141S22(14)
25層中

25層 中 少 し磨耗
IIIEX A b

25層中 痛平 1 8cm′

III区 Ab
W463S136(21)

25層 中
小型磨耗 案多い

上つきプラケース保存 郡r126S15(1-4)
25層 中

25層 中
IIItt A b

26層上

Vヽ455S130(2■ )

25層 中 Wi20 S16(14)
25層中

Hl四 Ab
25層下

Ⅲ区 Ab
WllO S20(14)

25層 中 N0400へ 分割

Vv446 S150(2-1)
25層 中 少し大型 岐損 半分欠 25層 中 1 7cm′

ｂ
柄

卜
蕪

区

腋
25層 中

mtt A b
Wl10 S40(14)

25層中

Vヽ464S86(1-1)
25層 中 W104S60(1-4)

25層 中 上部欠5 0cm十 ′

Шtt A b 25層 中 磨 耗
111区 Ab
,Vl10 S160(24)

25層 中

llr421 S22(11)
25層 中 下部欠 3 5cm十 ′ 25層上

HItt A a
25層 中

mttA b
郡r61S10(15)

25層上
やや鳥 平

W462S141(21)
25層 中 短枝のついた毬果 25層上

Ⅲ区Ab
Vヽ420S160(21)

25層 ? 磨耗
mtt A b
Vヽ52S10(1-5)

25層上

25層 中 片側磨耗
IIItt A b

25層上 片側す りべる

Ⅲ区Ab
Vヽ310S70(1-2)

25周 中 Larixの 校 とPicea sp mttc d 25層上 不明
北東すみより南へ30

26層上
IHtt A b

25層 中

111区 Ab
W280 SS9(1-3)

25層 中 25層下 くらかすりべる

25層 中 破 片 26層上 小型す りへる

mtt A b
W270S67(13)

25層下 Vヽ420S160(21)
26層上

nl区 Aゆ
25層上 少 しこわれる

HItt B a
W420S152(21)

25層 中 りんべん上縁平滑 下部欠

Ⅲ区Ab
Vヽ250S40(1-3)

25層下 表面けずれる 25眉下

HIEXI A b
25層 中 上 _下部欠

IIItt B a

n1405S124(21)
25層下 Picea

JItt A b
W276S126(2-3)

26層上 上  下部欠 25層 中 破 片

IIItt A b
26層上 Picea sp 9 5cmι 下部欠

IItt B a
郡1406S94(11)

25層 中 破 片

IvV279 S137(23) 26層上 26層上

Ⅲ区Ab
Vヽ273S145(23

26層上 P glehnお の可能性大 Vヽ250S170(23)
25層中

26層上
III区 ど a

25層上 破 片

IIItt A b

W250S182(23)
25層 中 破 片 Vヽ94S70(1-5)

25層下 破 片

25層 中 35+cm′ 下部欠
口1区 Ba
W70S77(15)

26層上 破 片

皿区Ab
Vヽ220S160(23)

26層上 ,V10S90(1-5)
26層上 N0405,406,407へ 分割

25層 中
標 つ き 1 5Cm′ IIItt B b

25層 中 破片

W210S80(r3)
25層中 N0404へ 分割 破片 25眉 中 少しこわれる

mttA b
26層上 Pitta sp 破 片

1■ 区 Bb
W320S80(12)

25層下 Picea giehnit

町213S66(13)
26層上 Picea sp 26層上

Ⅲ区 Ab
W212S56(13)

25層下
IItt A c
,V289S340(4-3)

26層上

,V20S S58(1-3)
26層上

IWtt A c
26層上

mttA b
Vヽ209S39(1-3)

26層上 邪r250S360(43)
25層中 すりへる

26層上 破片
IIItt A c

25層 中

nl区 Ab
Vヽ170S30(14)

26層上 長模についたもの W259S391(43)
25層 中 すりへる

26層上 すりへる
IITtt A c 26層上

mttA b
W180S140(?4)

25層中
すりへる
N0401へ 分割

Ⅲ 区 Ac
郡′280 SS05(4-3)

26層上 少 しこわれる

25層下
IIItt A c

Vヽ269S413(53)
25層 中

長枝3ケ

盆果5ケ 校あ り
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地   点 層位 種  別 備 考 層他 種 別 備  考

mtt A c
25層 中下 Picea 保存悪 し決定 しない 25馬 中～下 破片

粒
磁

区
パ

‐１‐
Ｗ 25層 中 こわれる IIItt B― b

W194S99(2-4) 25層 中

26層土 小型 外側す りへる 26層上

26層上 IIItt B b

Vヽ156S151(24) 25層 中
扁 平

Шtt A c
26層上 くらかすりへる 25層 中

W226S424(5-3) 25層下 Ⅲ区 Bb
Vヽ105S99(1-4) 25層下 太くてずんぐり

26層上 25層下 Picea pleist?

W213S440(53) 25層下 IIItt B b

Vヽつ9S95(1-5) 25層下

想必

拓

‐１‐

Ｗ つ6層上 26層上 Picea sp

W204S410(53) 26層上 すりへる IIItt B b
25層下

26層上 26層

HItt A c
W205S982(4-3) 26層上 Picea g 1lI区 Bb

25層 中 N0419へ 分割

25層下 26層上 破 片

ほItt A c
W190S312(4-4) 26層上 25層 中

26層上 少 しす りべる 下部欠
M′ 476S95(1-1) 25層 中

IIItt A c

W175S317(4-4) 25層 下 25層 中

25層下 すりべる
W445S160(21) 26層上

IItt A c

W172S330(4-4) 25層 下 すりべる 26層止

25層下
W430S94(1■ )

25層下
完 先端 とがる

厳

ＯＳ３６

区

‐５

ｍ
ｗ 26層上 くらかすリヘる 25層下

完 先端い くらか とがる磨耗

26層上 P,cea glP 先端部のみ保存する す りへ る
IIItt C a

W410Sつ 7(1-1)
25層下

完 井端 とがる
mtt A c

26層上 Picea gl? 先端部のみ保存 すりべる 25層中 N0420へ 分割

26層上 N0408へ 分割 IIItt C a

W353S90(12) 26層上 Picea sp 破 片

26層上 すりへ り細 くなる 25層下

Vヽ120S397(4-4) 26層上 IIItt C a
26層上 半部のみ

IHtt A c
25層上

様 つ 芦 ブ ラケー ス倶々 26層上

Vヽ130S470(54) 26層上
414へ分割

mttc a
25層下

25層 中 表面す りへる 25層中

W89S420(55) 26層上 4 0cmザ 4ヽ型 25層 中 扁平 片面 こわれ る

26層上
りんぺん配列数少ない lV266 S77(13) 26層上 半部欠

111区 Ac
覇r16S314(45) 26層上 Picea gI? 26層上 Picea pleiミ ?

26層上 すりべる

“

「254S74(1-3) 26層上

IIItt B― d
W495S340(41) 25層下 (,agnent) 26層上

26層上 肛Itt C a
lV 160 S30(14)

26層上

mtt A c
25層 中 Picea gl 25層下 破 片

25層 中 Picea gl
N0415416へ 分割

HItt C a
Vヽ446S■ 9(21) 26層上 Picea plei載 ? 半部欠

ｄ

３２

３
．

６ Ｓ

区

４３

ｍ
ｗ 25層 中

大 � 26層上 Picea pleist 半部欠

Vげ404S380(41) 25層下 IIItt C b

Vヽ467S158(21) 25層下

25層 中
M′484S152(21) 25層下 細長 い 片側す りへる

W394S458(52) 26層上 IIItt C b
26層上 すりへる

26層上
W490S192(21) ワ6層 上 半部久

111区 Bd
26層上 すりべる 26層上

26層上
W420S130(21) 26層上

Шtt B d
NS06 S357(4-2) 26層上 26層上 Picea sp?

96層 上 すりへる 111区 Cb 商側藩 下部欠
mtt B d
W254S396(43) 26層上 Picea

llv 200 S380(44) 26眉上 すりべる

26層上 下半部次 mtt B d
26層上 P,cea glehnii 痛平 6 8cm′

mtt B d
26層土 26層上

N0421422423へ分割
26層上 IHtt B d

26層土

IIItt B d
25層 中 26層上 すりへる

Vヽ160S476(54) つ6層上 Picea 蜘
印

区
２７

１１‐
Ｗ 26層 中 少 しす りへる

m区 3d
26層上 上下部欠

lV420 S370(4■ )
26層上 破損

Vヽ308S98(12) 26層上 N0418へ 分割 25層下 Picea glehnh
5cn′ (下部欠 )

25層下 破 片
〔IItt B c
,V387S375(4-2) 25層下 半部のみ保存

岳鳥魅Q。  | 26層上 破 片
W400S430(52) 25層下



地   点 層位 種 別 備  考 地   点 層位 種 月1 備  考

W300S350(43)
25層 中 Picea sp

HItt A c
26層中

HItt B C
26層上 P,cca glehn� 上半部のみ 耶r52S395(45)

26層上

,V220S410(53)
26層上

mttB d
26層上

W172S380(44)
27層上 上半部のみ Vヽ493S356(4-1)

26層上

'V165S385(44)

26層上 痛平 8 6cm′
IIItt B d

26層上

HI区 Bc
25層下 下半部のみ M1490S861(41)

26層上 グラケース保存

け
ば

』
校

25層下 すりべる
mttB d
Vヽ496S404(51)

26層上 8個体一括

正Itt B c
W102S410(54)

25層下 下半部のみ 26層上

25層下
皿区 Bd
W494S407(51)

26層上 Lattx

111区 Bc
Vヽ95S408(55)

25層下 破 片 Vヽ496S428(ら 1)
26層上

26層上 下部欠 す リヘる
IIItt B d

W492S423(51)
26層上

肛区Bc
W90S400(55)

26層土 Picca sp 上半部のみ 26層上

一括破片
WttB d
Vヽ397S340(4-2)

26層中

Ⅲ区 Cd
郡r220S330(48)

26層上 26層中

26層土
mltt B d
W358S304(42)

26層上

W130S371(4-4)
26層上 Picea glehnti

a4cm′ 25× 14cnw
篇平

(VttC 8a ② 7 27層 lm/mメ ッシュ取上

26層上
mttA b
Vヽ397S32(12)

25層中 N0128よ り分割

Vヽ40S350(4-4)
26層上 25層 中 N0128よ り分割

IIEXI C d
26層上

上0-緒 長 標 と短 板 HItt A b
W107S20(14)

25層 中 N0179よ り分割

W481S481(5■ )

26層上 Picea sp すりへる
IIItt A b

25層中 N0160よ り分割

26層上 Picea glehnti
りんぺん上縁平滑 痛平 W191S182(24) 25層中 無 N0164よ り分割

Ⅳ235S470(53)
26層上 リス′ぺ ん

「
縁 平 滑 扁平

IIItt A b
25層中 N0164よ り分割

～
V180S456(54)

26層上
りんぺん上縁平滑 扁平 Vヽ210S83(13)

25層 中 N0151よ り分割

26層上
mttB a
Vヽ33S90(1-5)

26層上 N0204よ り分割

IIItt C c
26層 中

1 3cm′ 1lX07cmw
小型ずんぐり Vヽ3!爵 03(1-5)

26層上 La� N0204よ り分割

26層中
IIItt B a

W27S92(15)
26層上 N0204よ り分割破片

nltt F b
M1349S51(12)

26層上 26層上 N0239よ り分割

26層上
IIItt A c

W120S400(44)
26層土 N0241よ り分割

IIItt F b

W360S70(12)
26層下 26層上 N0243よ り分割

い
硬

26層下
Ⅲ区Ac
W128S471(54)

26層上

W304S150(2-2)
26層 26層上 Picea

い
∞

26層 Picea sp W130S473(5-4)
26層上

Vヽ294S155(23)
25層下

IIIEX A c
26層上

ほI区 Ad
25層 耶1442S322(41)

25層中

肛Itt A d
h・3i S345(4-5)

25層
IIItt B d

25層中

mttA d
W36 SS46(4-5) lh/3「17S354(4-2)

26層上 Picea N0259よ り分割

25層中 Picea
IIItt B b

W305S98(12
26層上 Picea N0269よ り分割

肛Itt A d
Vヽ191S340(44)

25層中 25層中 N0983よ り分割

26層上
IIItt C a

Vヽ367S29(1-2)
25層中 N0293よ り分割

1lTtt A d
W250S410(5-3)

26層上 26層上 N0319よ り分割

mtt B d
Vヽ138S371(44)

26層上 N0319よ り分割

ⅢV390 S450(52)
25層砂上 26層上 Picea N0319よ り分割

ほItt A d
25層砂■ Ⅳ区C8a ④ 22 27層 lm/mメ ッシュ取■

,V390S315(42)
25層砂上 Picea IVtt C 8a ④ 21 つ7層 lm/mメ ッシュ取上

IVtt G 8a4 21 27層 Picca
N0425へ 分割
lm/mメ ッシュ取上

IVtt H 8a ④ 3 つ7層 lm/mメ ッシュ取上

IVtt C 8a4 22 27層
皿区 Bれ
W55S147(25)

25層砂中上部 無

Ⅲ区 Ac
W140S449(54)

26層上 25層砂中上部
ほ I〓死  卜罰

`欠
先 踊 とが る

26層上 IB―bc区 25層26層 石器出土地点付近

1lltt A c

W73S420(55)
26層上

Ｑ
破

ム
”

5層T1/中 最下音

26層中 IVtt Cc― C―③ 3 27層 Picea lm/m メッシュ取上

mtt A c
Vヽ16S304(45)

26層中
IIItt B b

Picea ほぼ完

26層上
mtt B b
巧V235S125(23)

25層上粘 ほぼ完

Vヽ497S304(41)
26層上 P,cea

mtt B b
Vヽ335S159(2-2)

25層上粘 下部欠 ほぼ完

IIItt A c
26層上

皿区 Bb
Vヽ381S175(22)

25層上部 1/2以 下

郡′3S316(45)
26層上

Ⅲ区Bb
W381S175(2つ )

25層上部 Larlx すりへる
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地   点 層位 種 別 捕  考 層位 種 男J 備 考

Ⅱ区 Bb
Vヽ370S161(2ワ )

25層 上  下部欠多少す りべ る 25a層 先端欠す りへ る

25層 Picea 先端欠 す リヘる
Itt B b
W293S353(43) 25c層

IIItt B b

Vヽ377 Sl'3(22)
25層 破片 Ⅳ区 AB区 26層 嚇ユｎ／ｍ

ッシュ水洗取上

25層 26層

IIItt B b

W374S85(1-2) 25層 中 上  下部欠 す りへる Ⅳ区 AB区 26層 破 片

lm/mメ ッシュ水洗取上
ｂ

郎

ｒ

泰

区

Ｖ

ｌｌ‐

Ｗ 25層 中 上  下部欠 す りへる Ⅳ区 AB区 26層

IIItt B b

lV374 S85(1-2)
25層 中 1/2程度 Ⅳ区G3d① ■7 27層 Larix lm/mメ ッシュ水洗取上

ｂ

郎

ｒ

心

凶

Ｖ

Ш

Ｗ 25層下 すりべる IVtt C 8d ①■6 27層

IIItt B b

Vヽ390S64(1-2)
25層砂上 先端欠 す りへる 25a層

25層砂土 下部欠
ｂ

ぉ

Ｂ．
ＯＳ

区

３２

Ｉ

Ｗ
25a層 上部欠 す りへる

IIItt B b

Vヽ413S175(21)
25層砂上 25b層 上半部欠

25層砂上 Picea
Vヽ328S380(4-2)

25c層 保存状態悪い

W426S148(ワ ■)

25層 中 上部久
Itt B b

25b層 1/2程度先端欠

25層上粘 上 下部欠 け
Υ蔽塗

敏
25a層

'V417S61(11)

25層上粘 Ｄ
鉱

監睦
眩

25c層
下 部 欠 す りへ る

25層中 破 片 25c層

25層中 25a層 破 片

25層中
38X14X09 り

味某い
転

25a層 Picea すりべる 保存状態悪ヤ

25層 下部欠
Itt B b
Vヽ353S25ワ (32)

95a層 破片 す りへ る

Vヽ167S57(14) 25層中 Picea 上 下部欠 す りべる 26a層

25層中 下部欠
Itt B d
Vヽ406S312(4■ )

25a層 先端欠 下部次

IIItt B a

M1250S73(1-3)
25層下 上半部のみ 25a層

Hl区 Fb① -21 27層 In/mメ ッシュ水洗取上
IttB d
W310S313(4-2)

25a層

IV区 ―A南 端 26層 In/mメ ッシュ水洗取上 25c層

IV区―A西端 26層
lm/mメ ッシュ水洗取上

I区 Bc
W126S465(5-4) 25c層 Picea

IV区―A南端 26層 Larix m/mメ 25c層

25c層
ほぼ完 下部欠

25c層

IttB c
Vヽ50S192(25) 25b層 中 破 片 25c層

25c層 下部欠 25c層

25b層 破 片
IttB c
W159S355(44)

25c層 Larix k /1ヽ 型

'V219 Si06(23)

26層 Picea 25c層 Larix漱 /」 型ヽ

ワ5a層 Itt B c
Vヽ155S359(44) 25c層

IttB c
,V220S125(23) 2Sa層 下部欠 す りべる

Ｃ
舗

げ
ハ

姿
帯

ｌ
Ｗ 25c層

25c層 上  下部欠
Itt B c
W14e S360(4-4)

25c層

IttB c
Vヽ219S198(23)

25c層 上部欠 25d層 チ ョウセンゴヨフの毬果

25b層 I区 Bc
Vヽ420S423(5-1)

25c層 Picea

IttB c
W228S2,8(33) 25b層 霊

ト
25c層

痛 平

25a層 しarix Piceaも 有
λ胚

Υ

ｌ

Ｗ 25c層

IttB c
25c層 上半部のみ すりへる 25c層

痛 平

Itt B c
25c層 25c層 破片

25b層 Picea 下部欠
IttB c

'V413S331(4■
)

25c層
扁 平

Itt B c
Wユ 44S75(1-4)

25c層 下部欠 25c層

25c層 IttB c
Vヽ368S370(4-2)

25c層
痛 平

Itt B c
Vヽ123S6(1-4)

25c層 下部欠 25c層 上半部のみ

不明 上 _下部欠
Itt B c
W279S463(53) 26層上

Itt B c
W67S72(15) 25c層 下部欠 す りべる 25c層 Picea sp 破 片

区

７‐

ｌ

Ｗ
25d層 上

下部先端欠 ,V229S450(53)
25c層 Picea glehnti

25c層 25c層

W50S425(55) 25a層 下部久 25c層

25a層 す りへっている 下部欠
Itt B c
W293S370(43)

25c層
下部 欠

IttB b
Vヽ148S278(34) 25a層 25c層

25c層
３

や

‐Ｘ ‐

船

・■

牛
Itt B c
Vヽ281S363(43)

26層上

Itt B b
W160S338(44) 25c層 Picea 破 片 25c層 Picea gichn,i

25c層 上部欠
Ｃ
３３

Ｂ．
６Ｓ

区

２２

Ｉ

Ｗ
25c層

Itt B b
Vヽ225S41S(53) 25b層 穏胚

帝
！
Ｗ

25c層 Picea glehnti



層位 種 男1 備  考 地   ■ 層位 種  別

25c層 lcm′ 以下少 しつぶれる 25c層

区

∝
25c層 Vヽ77S131(25)

25c層

W130S364(44) 26層上
少しかける

25c層

Itt B C
25も 層土 Tヽ84S149(25)

25c層
上半部欠 りんべんの上縁
円い山形 ほぼ平滑 細鋸歯

25b層 先端のみ
I EX C d

25c唐 破 片

Itt B d 25c居 25c層 広楔形の りんぺん

上縁は平滑 少 し鋸歯状

'V146S321(44)

26層上
Itt C d

25c層 すりべる

Itt B 0
25c層 25b層 Picea CF giehnii 上半部のみ残

Ⅳ区CSd ④ 7 27層 lm/mメ ッシュ水洗検出
IttC d

26層上面 Picea ψ 表面す りべる

I区南倒溝 26層上面 Picea sp 破 片

H区南側浦
ln/mメ ッシュ水洗検出
5 7cm十 ′痛 平

Itt B c
25c層 P glehni, 45′ 20 Xl lcm2w

IVtt C 8d 27層
Ｃ
“

け

蝦

』

％

ｌ

Ｗ
25c悟

IVttG Sd ① 20 27層 先端 部 の み
Itt B c

lγ 253 S160(2-3)
25c層 先端 鈍 細 まる

北側側潜 Picea glehnii
畑

へ

ｎ

つ

賄

耐

・チ

秦 25c層 破 片

Ⅳ区C8d ④ 20 27層 lm/mメ ッシュ水洗
Itt B c
Vヽ275S175(23)

25c層 りん片 広い くさび型

Htt AG北側潜 25c層 先端のみ 25c層

H tt AC北 側溝 25c層 すリヘってヤゝる
Itt B c
W289S160(23)

25c層

H tt AC北 側瀦 26層上 25c層
ほぼ平潜 _7nl銀 歯状 と ころ有

25層粘土中 1 8cmと すりべる
Ｂ
．

８Ｓ

区

２２

Ｉ

Ｗ
25c層

りん片 上縁ほぼ平滑

mttc b
W442S258(31) 25層粘土中 1 5cm′ すりべる

け
は

区
拓

Ｉ
Ｗ

25c層 下部欠です りべる

25層粘上中 ずんぐリタイプ
Vヽ240S210(3-3)

25c層
小 型

25層粘上中
Itt B C

25c層

26悟上 ,V267S231(33)
25c層 下半部のみ残,大型

Vヽ440S293(31)
26層上 上部のみ

Ｂ．
蛍

区
∞

25c層 下半部のみ

26層上 25c層
3?X18× 09い くらかの鋸歯ザ
リんぺんの上縁は円 く平滑

W■ O S348(44)
25層粘土中

Itt B c
25c層 P grehnii

26層上 25c層 /1ヽ 型

25層粘土中
扁 平

Itt B c

～
V260S173(2-3)

25c層 Picea SP 下半部 の みす りへ る

HItt C d
25層粘上中 12X09扁 平 25c層

25層粘上中
りんぺ ん の上 縁 は ほぼ平 滑 で 円 い

Itt B c
W265S73(1-3)

25c層

mttc d
Vヽ14S74(1-5)

25層粘土中 Larix 25c層

25層粘土中
1区 Bc
W264S66(13) 25c層 先端鈍

IIItt C d

W333S360(42)
25層粘土中 すりへって細い 25c層 Larix K

26層上面 Ⅲ
へ

∝
り

，
す

Itt B c
Vヽ252S278(33)

25c層 上部のみ

III区 Cd
Vヽ325S359(4-2)

26層上面 破 片
Itt B C

25c層
１

ム縁
５

４

25膳粘上中 25c層

W470S255(31)
26層上面

すリヘる
IttB C

25c層

IV区―A―西端 26屠 lm/nメ ッシュ水洗検出 25c層 上部欠

IV区―A―西端 26月 lm/mメ ッシュ水洗検出
IttB c
Vヽ251S205(33)

25c層 P cf giehnii 一部側面欠

Vヽ190S440(54)
25層粘土中

ｍ

へ

∝

つ

歩

す
25c層

26層上
4 2cm′  16X10cm2w Itt B c

W448S■ 4(21)
25c層

IIItt C a

W146S440(54)
26層上 25c層 上半部のみ

25層粘土中
IttB c
Vヽ427S120(21)

25c層 P cF glehnii 表面す りへる

HItt C a

W290S460(53)
25層粘土中 破 片 25c層 P glehnti 18Xl l紡錘型

26層上面 Vヽ437S■ 5(21)
25c層 下部欠

mttc a
Vヽ480S430(51)

25層粘土中 Picea sp 破 片
IttB C

25c層

26層 Picea sp 25c層

W120S350(44)
25層下面

Itt B c
25c層

II区 じ―b
25月 すりへる 25c層 P cf glehn� 外側欠ける

26層 破 片
Itt B c
Vヽ446S124(21)

25c層 半分欠

W183S87(14 25層下面 25c層 片側欠

Ⅳ区C8d④ 3 27層 In/mメ ッシュ水洗検出
Itt B c
W440S126(2■ )

25c層 P SP りん片1 2Xl l,12X10
破片

IVttC a ② 6 26層 In/mメ ッシュ水洗検出 25c層 下部欠

IVtt C a― ② 6 26層 上部欠 す りべる
Itt B c
Vヽ428S10(21)

26層上

IttC c
W70S155(2-5)

26層上面 55X25× 1 3cm扁 平 25c層 P glehnit



地   点 層位 種 別 地    ヽ 層 位 種 月1 備 考

IttB c
Vヽ278S274(3-3)

25c層 Picea SP 破片,種類不明 25c層
りんぺんの上縁ほぼ平滑

25c層 Picea SP 破片.種類不明
Itt B a
Vヽ195S354(44) 25c層

IttB c
Vヽ487S72(11) 25c層 下半部のみ りん片多少くびれる 25c層

りんぺんの上緑ほぼ平滑

25c層 P glehn,,
M1183S371(44) 26層上

IttB c
Vヽ467S17(11) 25c層 ａ

Ｒ７

す

ヽ

Ь

ＩＲ

Ｉ

Ｗ 26層上
りんぺ ん の上 縁 ほぼ平 滑

25c層 9 g,ehnii 下部のみ 25c層

IttB c
Vヽ465S23(11) 25c層 Picea glehnti 25c層

りんべんの上縁ほぼ平滑

25c層 下部 欠

W230S1901寸 )千 (2-al
25c層

IttB c
Vヽ460S20(11) 25c層 IttB C

W珍30S190付 近(23)
25c層

りんぺんの上緑ほぼ平滑.紡錘状

25c層 25c層 Picea giehn前

rttB c
25c層

聰 30S190付 近 (23)
25c層

りん 片 の上 縁 ほぼ平 滑 一部 紹鋸 曽状

25c層 Picea SP 破 片 25c)冒

IttB c
Vヽ221S262(3-3)

25c層 Itt B c
W230S190付近(2-31

25c層
りん 片の L縁 ほぼ平 滑 一部 VtB銘 歯 状

25c層 上部のみ
表面す りへる

25c層 扁半 X万錘状 , 4 5cm′ , 18X13cmZw

25cナ冒 IttB c
LV230 S190付 近(23)

25c層
りん片 の

「
綴 ほぼ平 滑 一 部細 銘 薦状

Vヽ218S257(3-3)
25c l習

上部のみ
25c層

25c層 IttB c
WttO S190付 近(23)

25c層

I区 8-d
Vヽユ 7S95(15) 25c層 ａ

”
ｒ
穴

区
鍛

25層粘土中 P,cea SP 破片 不明

25c層
イまIF男 Itt B a

Vヽ349S227(32)
25a層 P,cea SP 破片 下部のみ

Itt B c
Vヽ376S■ 4(22) 25b層 25c層

ａ

Ｗ

区

切

ｌ

Ｗ 25c層 長 さ5 5cm,保 仔 艮好 I区 Ba
Vヽ177S300(44) 25c層 すりべる

IttB a
W47S495(5-5)

25c層 Picea glehnii 完,保存良好 25c摂事

25c層 Picea glehnii Itt B a
W109S367(14) 25c層

IttB d
W126S19(1-4)

25c層 小型保存良好 25c層

25c層 25c層

IttB c
Vヽ282S134(2-3)

25c層 25c層
55X18X12

25c層
完,保存良好,扁平

25c層

IttB c
26層上

IttB C
,V251 Si05(23)

25c層 下部欠

25a層 下部 欠
25c層 下部欠

Itt B d
W290S149(23) 25c層 上部のみ

IttB c
W249S121(23) 25c層

26層上 下部欠,す りへる 25c層 上部欠

IttB d
Vヽ207S34(1-3)

25c層 IttB c
W220S190付 近(23)

25c層 1/2程度

25c層
4cm程度
P αl tVDe多 数有

25c層 Larix

25c層 [区 Bc
hT2,O S190卜 う江(2-31

25c層 下部欠

W223S29(13) 26c層 25c層 Picea 下部欠

25c層 IttB c
W220S190付近(2-3)

25c層

IttB d
W315S46(12) 25c層 25c層 2個体,長枝つき,す りへっている

25c層 25c層

Itt B d
Vヽ352S23(1-2) 25c層 Picea glehnfi 25c層 Lattx すりへる

25c層 Picea SP 25c層 すりべるV2程度

と区Bd
W324S33(1-2) 25c層 下部のみ

IttB c
25c屑 すりべる

25c層 25c層 下部欠,痛平

26層上 すりへる
Itt B c
thr920 S190付 近(2-31

25c層
ほぼ芋  力少 す りへ る

25c層 りんぺんの上縁 は円 く平滑
りん片はくきび即 6o↑ m上

25c層

ａ
娘

け
ば

心
則

25c層 りんぺ ん の上 縁 はHく 半 滑 Itt B c
W220S190付近(23)

25c層 Picea
６

る凶
味

●
す

Ｂ．
５Ｓ

区
２４

Ｉ
Ｗ

25c層 下部のみ 25c層 すりべる.上部欠

け

ば

』

” 25c層 下部のみ
Itt B c
W220S190イヤ地ヤ(2-31

25c層 破 片

Itt B a
Vヽ414S335(41) 25c層 Picea SP すりへる 25b層

15X10× 05
すりへる

25c層
りんぺんの上縁 ほぼ平滑

25c層 Picea

IttB a
n156S434(54) 25c層 窪Ｘ‐

勧
Ｚ

（翌 IttB c
W121S24ユ (34)

25c層

25c層
りんぺんの上縁ほぼ平滑

25c層

IttB a
Vヽ154S444(54) 25c層 Itt B a

～
V93S371(45) 25c層

|ま

`ま

宇

25c層
りんぺ ん の上 縁 ほぼ平 滑

』

ｖ
25c層

25c層 IttB a
Vヽ35S344(4-5)

25c層 すりへる

I1168S384(44) 25c層
りんぺ ん の

「
縁 ほぼ平 滑

25c層 Picea 上部



地   汽 層位 種  別 備  考 地   点 層位 種 房〕

IttB b
25c層 上・下部欠,す りへる

HttA a
25層粘土中

W440S339(4■ )

26層上面 上・ 下部欠,す りへる 25層粘上中 下部欠

ｂ
朗

Ｂ．
質

区
わ

25c層 上・ 下部欠,保存状態悪い
HttA a
Vヽ23S170(25)

26層上面 上部のみ

Vヽ130 Sl16(24)
25c層

ゆ

刑

６

キ
25層粘上中 上部欠

IttB c
W175S120(24)

25c層 Picea
ほ 1ま 宇

Htt A a
7ヽ49S141(25

25層粘土中 下部欠

25a層 上・ 下部欠 25層粘土中 Picea 下部欠

IttB c
W133S5(14

25a層
HttA a
W27 Sl12(2-5)

25層粘土中 1/2程度

∪
鄭

げ
縣

い
「

！
Ｗ

26層上 上・ 下部欠、す りべる 25層粘土中 下部欠,小型

IttB c
W137S95(1-4)

25c層
HttA b
邪r479S147(21)

25層粘土中 下部欠

25c層
すりへっている

25層粘土中 ほぼキ 片面すリヘる

Itt B a
W■ S229(3-5)

25c層 下部欠
Ⅱ区Ab
Vヽ488S161(21)

25層粘上中

25c層
ほぼ完.す りへる

HttA b
25層 粘上中 下部欠,片面す りべる

IttB b
Vヽ416S440(5■ )

26c上 層 下部欠 Vヽ470S166(21)
25層 粘土中 先端下部欠,片面す りべる

25c層 上部欠
IItt A b

25層粘土中 上・下部欠,片面す りべる

Vヽ167S279(34)
25c層 W460S161(21)

25層粘土中 下部欠

Ｏ
ｍ

薬い
湘

25層粘上中
ほ ぼ完  先端 や や とが る

IItt A b
25層粘土中 下部欠,す りべる

W419S314(4■ )
25層粘上中 1/2程度 M1400S01(11)

25層粘上中 上部欠

IttB b
25層粘上中 上・下部欠,す りへる

IItt A b
Vヽ471S90(rl)

25層粘土中 上半部欠,す りべる

Vヽ410S261(31)
25層粘土中 Picea 下部欠,す りへる 25層粘土中 上部欠,す りべる

IItt A a 25b層 下部欠
HttA b
W429S84(11)

ワ5層粘土中 先端欠

25層粘上中 下部欠 25層粘土中 下部少 し欠

HttA a
W403S165(2■ )

25層粘土中 上・ 下部欠,す りへる
HttA b
W381S89(12)

25層粘土中

25層粘土中 破 片 25層粘土中

IItt A a

W398S120(22)
25暦粘土中 ほぼ〒_多少すりへる キ端鋭

HttA b
郡r352S50(12)

26層 上部欠,す りへる

26層 先端 欠 ,す りへ る 25層粘土中 下部欠,す りべる

Htt A a
Vヽ320S128(22)

25層粘上中
IItt A b
ll1380 S172(2-2)

25層粘上中

25層粘土中 ほぼ完.少 しす りへる

HttA b
26層粘上中 ほぼ

=李
 チ端ややとがる

IItt A a

W302S141(22)
25層粘土中 上部欠

HttA b
Vヽ371S130(2-2)

25層粘上中 上半部のみ,先端やや とがる

25層粘土中 Picea 保存状態悪い,す りへる 25b層

HttA a
Vヽ310S60(12)

25層粘上中 下部少 し欠,す りべる
ｂ
‐５

卜
２Ｓ

』

３２

１‐

Ｗ
25b膳 下部欠

25層粘土中 ほぼ完

Ⅱ区 Ab
26層 上部欠,す りへる

Tヽ279S75(1-3)
26層上面 下部のみす りへる Vヽ296S10S(23)

25層粘土中 ほぼ完

IItt A a
26層上面 イま′ま守

IItt A b
,V295S■ 1(23)

25層粘土中 先端す りへる

Vヽ270S96(13)
26層上面 上部のみ 25層粘上中 下部欠

HttA a
25層粘上中 Picea すりへる

HttA b
Vヽ220S129(2-3)

26チ詈 下部欠,す りへる

25層 25層粘土中 片面のみ, す りへる

II区 Aa
W184S38(1-4)

25c層 上部欠
HttA b
W216S132(2-3)

25層粘上中

25層粘土中 ほ|ま完
25層粘土中

下部 欠  先端 やや とが る

HttA a
W78S124(25)

25層粘土中 すりべる W190S129(24) 25層粘上中

25層粘土中 Picca 上部欠
HttA b

ワ5層粘■中 Picea
下部 少 し欠 す リヘ る

l1/76S127(2-5)
25層粘土中 W161S130(24) 25層粘土中 先端 八 ,す りべ る

Htt A a
25層粘土中 下部欠

IttA b
25層粘土中 上半部のみ

W30S31(■ 5)
25層粘上中 上部欠 W150 Sif17(24)

25層粘土中
上部やや欠

IItt A a
25層粘土中 Picea 下部欠

HttA b
W141S140(2-4)

25層粘土中 破片

25層粘上中 下部の多 25層粘土中 先瑞欠,す りへる

Htt A a
W■ S60(1-5)

25層粘土中
Ｘ

″

イ

や鍛
■

ヽ

HttA b
W124 Sl16(2-4)

25層粘土中 上・ 下部欠,す りへる

25層粘土中 先端欠 25層粘土中 先瑞欠,す りへる

IItt A a

V130S60(Ⅲ 5)
25層粘土中 下部欠

IItt A b
Vヽ95S183(25)

25層粘土中 下部欠,先端鈍

25層粘土中 Picea
ほぼ完

25層粘上中
ほ ぼ字  井端 やや とが る

Vヽ60S■ 9(2-5)
25層粘土中 Picea 郡r51S160(25)

26層上面 下部欠、先端鈍

Htt A a
25層粘土中 ほぼ宝.小型

工区 Ab
25層粘土中 P,cea 下部欠,先端ややとがる

25層粘土中 Vヽ476S190(21)
ワ5層粘上中 下部欠

Ⅱ区 Aa
25層粘土中 上部欠

IItt A b
25層粘土中

26層上面 25層粘土中 下部欠

Htt A a
25層粘土中 Picea 下部欠

IItt A b

～
V494S175(21

25層粘上中



層位 種 男∬ 備  著 地    点 層位 種 丹J 備  考

Itt B b
26層上面 破 片

節r318S370(42) 26層上面 1/2程度

25層粘上中 破 片
Itt B b

25a層

IttB b
25層粘上中 下部欠,先端とがる

Vヽ240S414(53) 25c層

25層粘土中 下部欠,先端とがる 25c層

ｂ

頻

旅』

ネ

ー

Ｗ 26層上面 下部欠
Vヽ220S240(33) 26層上面 Picea

ｂ

２７

Ｂ
．

６ Ｓ

区
３６

Ｉ
Ｗ 25層粘■中 破 片 25c層 Picea

26層上面 Picea 破 片
W49S352(4-5) 25c掘雪

'V390S246(32)

不 明 先端,下部欠 25c層

25層粘土中 IttB b
25c層

25層粘上中 な し

25層粘土中 Picea ５Ｘ‐
勝 下 部 や や 欠

Itt B c
,780S10(1-5) 25d層

IttB b
町334S343(42) 26層上面 Picea 上部欠

区

倒

Ｉ

Ｗ 25a層 P cF n

26層上面 先端,下部欠 Itt B c

'V141S140(24)

26層上面

IttB c
W270S453(5-3) 26層上面 26層 上面

25b層 上部欠
Itt B c
都rl14 S160(2-4) 26層上面

Htt A a
Vヽ453S290(31) 25b層 25c層

25層粘土中
′まイま

=
IItt B d

25c層

Ⅱ区Aa
Vヽ248S248(3-2) 25層粘土中 下部のみ 25c層 Larix SP 保存悪い

25層粘土中 上部欠
IItt B d

25c層

Htt A a
25層粘土中

Vヽ123S426(54) 25c層

25層粘上中 下部欠 ワ5c層 Picea glchnii 下部欠

W323S360(42) 25層粘土中 Ⅱ区 Bd

'V85Sユ
10(25)

25層粘土中

25層粘土中 25層粘土中 すりべる
IItt A a

25層粘土中 下部矢
W69S138(25) 25層粘上中 Picea SP すりへっている

95層粘土中 25層粘上中 表面す りへる

HttA a
25層粘土中 Picea Htt B d

W210S80(13) 95層 粘■中

25層粘土中 下部やや欠 25層粘上中 表面す りへる

25層粘土中
下 部 や や 欠

Htt B d
Vヽ382S30(12) 25層粘土中 表面す りへる.50+cm′

IItt A a
Vヽ134S250(34) 25層粘土中 Picea 先端欠 25層 粘土中 表面す りへる

26層上面
ほ|ヨ主 (4-4)

ワ5c層

IItt A a

W■ 7S241(34) 26層上面 上部欠 26層上面 Picea giehnii
ｒ

立

生

目

26層上面 上部欠
I区 Bc

25c層 Picea SP 破片,表面す りへる

HttA a
Vヽl15 S244(34) 26層上面

下部やや欠
は
６３

Ｉ
Ｗ 25c層 破 片

26層上面 1/3程度欠,す りへる IItt A a
25層粘土中 37+cn′ ,16× 13cm w

互区Aa
VV175 S317(44) 26層上面 11匹 Aa

W254S370(4-3)
25層粘土中 Picea gichnti 先端のみ

26層上面 25層粘土中 枝つき7個

W290S435(5-3) 25層粘土中
ほぼ完.先端鋭

IItt A a
26層上面 Picea SP すりべっている

25層粘土中 つ6層 Picea SP

25層粘土中 Picea
′まイ灘完

IItt A a
VヽO S294(35) 25層

Htt A a
Vヽ429S430(51) 25c層 25層 下粘土 Picea SP かな り破損

25c層 破 片
IttA b
M1494S965(41) 25層 下粘上 Picea SP 破 片

IItt A d

Vヽ270S80(13) 25層粘土中 25層下粘土 Picea glehnfi

25c層 IItt A b
25層下粘土 Picea SP 表面す りへる

IttA d
Vヽ465S250(31) 25c層 Picea 先 端 欠

Vヽ475S36 25層下粘土 Picea SP 表面す りへる

25c層 区 Ab
25層 下粘上 Picea 上・ 下部欠,す りへる

W465S250(31) 26c層 Ａ．ｂ
制

区

４９

Ｈ

Ｗ
25層下粘土 上部欠

W403S414(5■ )

25層粘土中 ６Ｘ．
賠

Ⅱ区 Ab
25層 下粘土

24X10X0
下部欠

協継 貯。 |

25層粘上中 Picea 先端欠
IItt A b
Vヽ488S289(3 25層下粘土 破 片

Vヽ383S421(5-2) 26層上面 HttA b
つ5層下粘上

ほ′ま宇

26層上面 破片 26層 上面 しarix

W381S426(52) 26層上面 ワ5層下 先端欠

ｂ

鬱

ｒ

４Ｓ

』

３８

Ｉ

Ｗ 26層上面
ぼキ.チ錦311

IItt A b
25層下

Vヽ372S419(5-2) 25層粘上中 Picea 25層 下 先端欠,す りへる

Vヽ371S422(52) 25層 粘土中 部 欠 25c層 下部欠

Itt B b
W355S390(42) 25a層 肛区 Ad

25c層



地   点 層位 種 男1 地   点 屈位 種  別 術  者

Ⅱ区 Ad 25c層 下部欠
HttA c
W125S221(34)

25c層
ほぼ完.先端やや とがる

Vヽ22S36(1-5)
25c層 ほぼ完 多少す りべる

26層上面 Picea 上部欠,す リヘる

■区 Ad 25c層 上部欠,す りへる
IItt A b
W50S451(55)

25c∫ 雪 ほぼ完.小型

lV49a S70(11)
25c層 25c層 上部欠

IItt A c 25c層
II区 Ab
W183S480(54)

25c層 Picea

26層上 Picea 凶
艦

25層粘土中 先端欠

IttA d
W22S■ 0(25)

25a層 Picea
HttA b
Vヽ176S387(44

25層粘土中 先端欠

26層上面 上・ 下部欠,す りへる 25層粘土中

IItt A d

W19S162(25)
26層上面 先端すりへる,保存状態悪ヤ

IItt A b
Vヽ181S334(4-4)

25層粘土中 ほぼ主 下部やや久,先端やや とがる

区Ａ．ｄ櫛
肛

呼
26層上面 上・ 下部欠,す りへる 25層粘土中 先端欠,す りべる

HttA c
W496S122(21)

26層上面 ぼ|=完

Htt A b
Vヽ170S359(4-4)

25層粘上中 下部欠,先端 とがる,す りへ る

26層上面 上半部欠 26層上面

■区Ac
W455S124(21)

26層上面 上半部のみややすりへる
IItt A b
Vヽ146S342(牛4)

26層上面
↓

彦

Ｘ

揮

26層上面 下部欠,先端欠
IItt A b

25層粘土中

Htt A c
W424S182(21)

25a層
９
平

ＸＯ
扁

２
度

ｘ
程

０
ん ,T159S319(44)

25層粘土中 Picea

25a層 先端 , 下部欠,す りへる
Itt A b

25層粘土中 Picea
ほぼ完

W422S230(3■ )

25c層 Vヽ172S388(4-4)
25層粘上中

26層上面 下半部のみす りへる
HttA b
,V163S385(44)

25層粘土中 下部欠

Vヽ478S224(31)
26c層 ほぼ嘉 多少す りへる Vヽ167S394(44)

25層粘土中 先端片面やや欠

25c層
HttA b

25層粘土中 上・下部欠,す りへる

W422S61(11)
25c層 上部欠 25層粘土中

IItt A c 26膳上面 下部欠,先端やや とがる
IItt A b
W150S280(34)

25層粘土中

'V412S77(11)

25c層
下 部 やや 欠

25層粘上中

IIttA c
W447S22(11)

26層上面 Lanメ
II区 Ab
Vヽ129S270(34)

26層上面 Picea 先端下,す りへる

ura70 Sll(12)
25a層 Picea 上部欠,す りへる 26層上面 上・下部欠,す りへる

Itt A c
25層粘土中 Picea

HttA b
V1121S283(34)

25層粘土中 先端欠,す りへる

Vヽ380S42(1-2)
25c層 25層粘土中 先端欠,す りべる

■区 Ac 25c層 ほぼ完

HttA b
W151S240(31)

25層粘土中 下部やや欠

25a層 25層粘上中 15X08× 06

IItt A c

W275S57付 近(13)
25a層 下部欠 Vヽ138S238イ 寸近 (3-4)

25層粘土中 Picea

W27i SS7付折 (13)
25a層 下部やや欠,先端少 しとがる

IItt A b
25層粘土中 Picea 上・下部欠

HttA c
W275S57付近(13)

25a層 先端,下部欠,片面すりべる W138S238付 近 (3-0
25層粘上中 先端欠,す りべる

25a層 下部少 し欠,先端鈍
Itt A b
W138S238付 近 (3-41

25層粘土中
ユ

領

Ｉ

鶴

Ｘ

キ

図

勝

HttA c
W275S57付近(13)

25a層 ほぼ完
25層粘土中 先端,下部欠

25a層 下部欠
HttA b
W138S238付 近(34)

25層粘土中 下部欠

W275S57付 近 (13)
26a層 先瑞欠,す りへる VヽinA S238`慟〒(3-4)

25層粘上中 上半部のみ

25a層 下部欠
HttA b
郡「138S238付 近 (34)

25層粘土中 P,cea 破 片

W275S57刊 近 (Ⅲ 3)
25a)吾 下部欠 25層粘土中 先端欠,す りへる,保存悪い

HttA c 25a層
IItt A b
W44S230(3-5)

25層粘土中 下部次

ThT256 SSO(1-3)
25a層 Picea 下部欠,先端ややとがる

ｂ

爪

Ａ．　
∞

区

∞

Ｈ

脩
25層粘土中

０

折

１

挫

×

４避
Htt A c

26層上面 ほぼ完

HttA b
M′84S343(4-5)

25層粘■中

25c層 下部欠,先端鈍
IItt A b

25層粘土中 Picea 下部久

HttA c
W304S96(12)

25c層 Vヽ303S250(3-2)
25層粘土中 Picea

Ｚ

鉱

１

鶴

Ｘ

牛

25a層
HttA b 25a層 先端,下部やや欠

Htt A c
Vヽ214S142(23)

?5a層 Picea
ほぼ完.片面す りへる.先端やや とがる Vヽ410S278(3-1)

25c層 1/2程度

25a層
HttA b
Vヽ424S251(31)

25層粘上中 下部やや欠

IItt A c
Vヽ214S14,(2-3)

25層粘土中 貯面 す りへ る
25a層 Picea

25層粘土中 下部欠, りん片広いくさび形 1089
IItt A L
Vヽ350S310(42)

26層上面 下部やや欠

1035
呼81S59(1-5)

25層粘土中 Picea 25層粘上中 先端,下部やや欠

IItt A c
25層粘土中 Picea

ほぼ完。す りへる

HttA b
都r354S346(4-2)

25層粘上中 先端欠,す りへる

'V54S7(1-5)

26層上面 下部欠,先端ややとがる
IItt A b

26層上面 Picea

HttA c
W85S165(25)

26層上面
30× 11× 09
ほぼ完.下部やや欠,ガ 型ヽ

IItt A b
h352S370(4-2)

25層粘土中 下部やや欠

26層上面
HttA b

ほぼ完.す りべ る

■区Ac
W55S197(2-5)

25b層 Picea 下部欠,先端やや とがる Vヽ320S361(42)
26層上面 下部欠

25c層 上・下部欠,す りへる
Ⅱ区 Ab
Vヽ285S370(43)

25層粘■中 ほぼ完

492



層位 種  別 備  考 17u位 種  別 備  考

25層粘土中 下部欠,先端やや とがる 26層上面 Picea SP 破片

Ⅱ区 Ab
,V269S861(4-3)

25層粘土中
Htt A d
Vヽ39S480(5-5) 26層上面 Picea SP 下半部のみす りべる

25層粘上中 Picea
下部やや欠

Ａ． ｄ

勤

』

部

ｎ

Ｗ 26層上面 Picea SP すりへる

Ⅱ区 Ab
,V243S382(43)

25層粘上中
IItt A d
Vヽ5S476(55) 25層粘土中 下部欠,太ヤ

25層粘土中
ほぼ完,先端ややとがる 25層粘土中 Picea SP すりへる

IItt A b

W249S384(牛 3)
25層粘土中 上部やや欠,下部欠

HttA d
25層粘土中 上部のみ

25層粘土中 下部久
］

枷

１‐

Ｗ 25層粘土中 すりべる

HttA b

'V450S370(41)

25層粘土中 P,cea HttA c
Vヽ131S127(2-4) 25a層 下部のみ

IV区深掘 25層粘土中 lm/m,メ ッシュ水洗 25a層 破片

HttA b
Vヽ396S422(52) 25層粘上中 Picea 上部欠

HttA c
W123S130(24) 25a層 下部欠

25a層
ほぼ完 25b層 P giehnti 上・ 下部欠

■区Ab
Vヽ326S420(5-2) 25c層 とこ区Ba

Vヽ70S60(1-5)
25c層 P glehnti

26)旨
49X17
下部やや央 IV区深掘区 26層 ln/m,メ ッシュ水洗

IItt A c
M1320S12(12) 25c層 HttB a

郡/240S86(13) 25c層

26層上面
ほイヨ完 25c層 破 片

HttA c
W370S70(12) 25c層 IItt B a

25c層

25c)言
ほぼ芋 25c層

×

へ卿
耐

生
表

Htt A c
W314S50(1-2) 26層上面 上・ 下部欠 25c層

25c層
ほぼ

= W403S137(21) 25c層 少 しす りべる

IItt A c
25c層 25層粘上中 上部のみ

IItt A c
25c層

W308S249(32) 26層上面 Picea SP 破 片

つ5c層 先瑞欠 25c層

Htt A c
Vヽ305S134(2-2)

25c層 破 片
Ⅱ区 Ba
W477S350(41) 25c層

25c層 先端欠,す リヘる 25c層 Picea cf glehnii

Ⅱ区 Ac
,V293S135(2-3)

26層上面
II区 8a
郡「309S450(5-2)

26層上面 下部欠

26層 上面 先端やや欠,す りへる 26層上面
表面す りへる

Ⅱ区 Ac
耶/474S211(31)

26層上面 先端やや欠,す りへる
Htt B a
Vヽ322S431(52) 26層上面

25b層 先端 欠 26層上面

Htt A d
7ヽ6S20(1-5)

26層上面 先端,下部欠
Htt B a

25c層 多少破損

26層上面
1/3程度欠 25c層

IItt A c
Vヽ387S181(22) 25c層 下部欠

Htt B a
,7384S385(4-2)

25c層 P pleistoceaca

25c層
′まイ灘ラ≡ 25c層

W250S12(13) 25層粘土中 下部欠,先端 とがる 25c層

25a層 P cf glehn�
W282S445(53) 25c層 上部のみ

25a層 P cf glehnti 25c層
下部少 し欠

25a層
呼276S430(53) 26層上面 破 片

26層上面 りん片一組長いくさび型 25c層

Ⅱ区 Ac
ur73 S231(35)

26層上面 Picea SP 上部のみ
IItt B a

n301S377(42) 25c層 下半部欠

26層上面 上半部のみ 25c層

Ⅱ区 Ac
W67S60(1-5) 25層粘土中

Htt B a
ll1224 S407(5-3)

25c層

25層粘土中 P glehnii 25c層

IItt A c
W461S205(31) ?6層上面 Picea SP 下半部のみ

Htt B a
Vヽ170S450(5-5) 25c層 P SP 破 片

26層上面 Picea SP 破 片 26層上面 Picea SP 破 片

HttA c
Vヽ497S226(3■ )

26層上面 Picea SP 破片
■区 Ba

26層上面 Picea SP

25層粘土中 Picea SP 破 片 26層上面

HttA c
25層粘土中 Picea SP 破片 26層上面

25層粘土中 26層上面 すりへる

25層粘上中 Picea SP 破片,す りへる 26層上面 Picea SP 上部のみ

IItt A b

Vヽ214S350(43) 25層粘土中 Picea SP 破 片
Vヽ260S420(53) 26層上面 すりべる

25層粘土中 Picea SP 26層上面

Ⅱ区 Ab
,V262S350(4-3)

25層粘土中 上・ 下部欠
Htt B a
Vヽ240S422(53) 26層上面

26層上面 25c層
下部 やや欠  先端 つぶれ る

Ｂ
．

６Ｓ

区

４７

Ｉ

Ｗ 25c層 HttB a
W210S390(43) 25c層 下部欠

25c層 下部欠 ａ
中

ｋ』
И

ｌ．
Ｗ

25c層 下部欠

IttB a
Vヽ451S71(11) 25c層 表面す りべる

ａ

３９

Ｂ
．

３ Ｓ

区

”

Ｈ

Ｗ
26層上面 P,cea gtehnii 下部欠



層I‐ 種  別 備  考 屈位 種 房1 備  考

25c層 25c層 破片 4ヽ型

HttB a
Vヽ207S425(5-3:

26層上面 1/4程度欠
mttA d
Vヽ459S3(1■ )

25c層 Larix Kcanhch

25c層 先端欠,す りべる 25層 P SP 下部のみ

Htt B b
V460S360(41)

25c層
IIItt A a

W339S372(42)
25層 Laix Kcamhch

25c層 25c層 先端やや欠

IttB b
W483S385(41)

2Sc層 先端欠,は らばら
IIItt A b

Vヽ64S439(55)
25c層 下部のみ

25c層 下部欠 26層上面

IItt B b

W471S388(41)
25c層 下部欠

mtt A b
Vヽ97S383(45)

25c層

25c屠 下部欠,先端 とがる 26層上面 下部欠

狂区 Bb
W480S426(51)

25c層 Picea SP 下部欠,す りへる
HttA c
Vヽ■2S70(14)

25c層 P SP

25c層
ほぼ完

25c層 ほぼキ キ端ややとがる

11区 Ba
Vヽ8S484(45)

25c層 下部欠
郡〆152S75(14)

25c層 Picea glehnii? す りへ り細 くなる

25c層 Picea glehnti 下部やや欠 2Sc層 Lanx

IItt B a

Vヽ350S308(42)
25c層 下部欠,す りへる Vヽ197S379(44)

25c層

26層上面 ほぼ完.先端やや とがる

Wl,lA b
25c層

IItt B d
W101S240(3-4)

25a層 節1380S409(52)
25c層 先端粉欠

26層上面 ほぼ嘉 先端鈍

皿Itt A b 25c層

W82S250(33)
26層上面 25c層 先端部少々欠

25c層 先端欠,す りへる
mtt A b

25c層 枝つき ほ|ま完

,V305S240(3-2)
25膳粘土中 26層上面

IItt B d
25c層 Picea gichnii 先端欠

mttA b
W108S293(3-4)

25c層 Picea

,V274S233(33)
25c層 下部欠 25c層 先端部欠 こわれている

W272S239(32)
25c層 Picea cF glehnii 下部のみす りべる

HItt A b

W240S293(33)
25c層 つけ根部分欠 す りへ る

25c層 1285 25c層 つけ根部分欠 す りへる

Htt B d
Vヽ246S120(23)

25c層 IttB b③  17 25c層 lm/mメ ッシュ水洗

25c層 I区 B b③ 17 25c層 Picea SP

IItt B d

1229S145(2-3)
25c層 2/3程度保存良好 「区B b③ 10 25c層 P SP lm/mメ ッシュ水況

26層上面 IttB b③ -10 25c層 P SP

Htt B d
Vヽ360S89(12)

25c層 先端下部欠 すりへる IttB b③  10 25c)冒 P SP
lm/mメ ッシュ水流

26層 P glehn�
１
舗図

鵜
蜘
時

IttB b③  10 25c層 P SP

II区 Bd
W426S198(2■ )

26層 すまぼ完 3 6X1 5X0 8 W32S127(25) 25層粘土中 山
款

５
上

25c層
ほぼ完 す リヘる

26層上面 破片細い (10X10w)

Vヽ404S204(21)
26層上面 上部のみ す リヘ る 26層上面

Ⅱ区 Bd
26層上面 破片 下半部のみ

IItt B c
Vヽ401S48(1■ )

26層上面 4cm十 ザ(5cm以 上の長 さ)

W424S205(3-1)
26層上面 下部欠 26層上面 P glehnii 下部欠 す りへ る

IItt B d 25c層 P giehnii 痛平 す りへる
Htt B c
W427S97(11)

25層粘土中 下部欠

,Vl10 S257(34)
25c層 下部欠 す りへる 26層上面 破 片

狂区 Ba
25c層

Htt B c
W343S59(■ 2)

26層上面 下部のみ (上 半部欠 )

25c層 下部欠 先端鈍 26層上面 下部欠

Htt B a
Vヽ164S280(34)

25c層 P gielln� ほぼ完 h1352S51(11)
26層上面 P SP すリヘる 下部上部欠

25c層 P SP 破 片 26層上面 P giehnii 下部欠

IItt B a
W120S289(34)

25c層 先端 やや欠 Vヽ357S49(1-2)
26層上面 下部欠

25層粘土中 下部欠 先端やや とがる
IItt B c

25層粘土中 下部欠

Vヽ60S290(35)
26層上面 下部やや欠 25層粘土中

りんぺんの配列数いくらか少なヤ
下部久

25層粘上中 ほぼ〒 先端ややとがる 大型
Htt B C

26層上面

25層粘上中 P SP 下部のみ 破片 25c層 P glehnii
幅は2 0cm以 下
下部のみ

工区 Ba
25層粘土中 P SP 下部欠破片

Htt B c
W180S234(3-4)

25a層

25層粘土中 下部久 26層上面
55+′,17X13w

Htt B a
W59S355(45) 25層粘土中

HttB c
Wl■ S200(34)

26層上面 P glellnif 上半部のみ

25層粘上中 先端欠 25c層

区

２５

Ｉ

Ｗ
25層粘土中 W213S210(33) 25a層 上半部のみ

25層粘土中 P SP 破片 先端下部欠 す りへる
Ⅱ区 Bb

25c層 P gielln,,

Ⅲ区Aa
Vヽ443S457(51)

26層上面 lhr161 S440(54)
25c層

上・ 下部欠

HItt A a
25c層

ほぼ嘉 下部やや欠
25c層

,V461S3(11)
25c層 25c層 上部のみ



地   点 層位 種  別 偽  考 地   点 層位 種  別 備  考

HttB b
Tヽ180S390(44)

25c層 Itt B c―②■2 25層

25c層 下部欠 Itt B c―②■2 25層 P SP Im/mメ ッシュ水洗
上 下部丈破片

HttB b
Vヽ197S376(44)

25c層
`区

B c② 13 25層

25c層 1区 Bc② 6 25層
lm/mメ ッシュ水洗

■区Bb
,V370S480(5-2)

25c,冒 破 片 IttB c② 6 25層 lm/mメ ッシュ水洗

26層上面 IttB c② 9 25層
ln/mメ ッシュ水洗

,V339S440(5-2)
26層 上面 破 片 IttB c② つ 25層

25c振雪 破 片 IttB c② 9 25層

lL119 S188(25)
26層 上面 上半部のみ IttB c② 15 25層 Picea SP

HttB d
26層 上面 P giehnif 破 片 I区 8 c② 15 25層

25層粘土中 下部欠 IttB c②  15 25層
lm/mメ ッシュ水沈

HttB d
25c層 55cmと 推定

I区 B c②  15 25層 P SP

25c層 下部欠 I区 B c②  ll 25層 Lanx Kam lm/mメ ッシュ水流

HttB d
25a層 P SP I区 B c②  ll 25層

25a層 破片 (下部のみ) 1区 B c② II 25層
m/mメ ッシュ本洗

Vヽ5S181(2-5)
25a層 破片 (上部のみ) I区 B c② ll 25層 L Kam

25c層 破片 (上部のみ) IttB c② ll 25層
lm/mメ ッシュ水洗

IIttB c
Vヽ487S92(1■ )

25c層 破片 (下部のみ) Vヽ45S320(4-5)
26層

25c層 下部い くらか欠ける
Шl区 Ab

26層 P SP(giehnii) 上・下部欠 すりへる

HttB c
Vヽ250 Sl18(23)

25c層 P giehni, 破片 (上部のみ) W45S320(45' 26層 P SP(glehn� ) 下部欠

25b層 P giehnfi 上・ 下部欠
口IFX A b

26層 P SP

HttB c
,V336S340(42)

25a層 26層 上部欠 (17× 15w)

25c層 下部欠
WItt A b

26層 下部欠

HttB c
lL1260 S360(43)

25a層 破片 26層 上部欠 す りへる (17X14w)

IttB b ③ ユ5 25c層 mtt A b

'V45S340(45)

26層 先端 下部欠

IttB b ③ 13 25c層
lm/mメ ッシュ水洗

26層 P glehnti 上部欠 す りへる

IttB b ③ 15 25c層 P SP l rt/mメ ッシュ水流 IIItt A b
W45S340(45) 26層

下部 や や 欠

IttB b ③ 15 25c層
細長 い タイ プ

26層 上・下部欠16× 13w

IttB b ③ 9 25c層
lm/mメ ッシュ水沈 mttA b

W45S340(46) 26層
P PIcist Or P

ほぼヤすりへっている

IttB b ③ 9 25c振雪 26層 P gichnii 上部欠 す りへ る

111区 Jb
25層粘土中 P gieh� i

IIItt A b

W70S320(4-5)
26層

1/4揮歌 tF端 とがる

Vヽ332S490(5-?)
25層粘土中 25c層 P glehnfi 上部欠 (15X15v)

1349
lⅢ 区Jb 25層粘土中

扁平 Vヽ44S422(5-5)
25c層 先端 下部欠 すりべる

25層粘土中 下部欠
IIItt A b

25c層 上部欠 すりへる

Vヽ394S445(52
25層粘土中

毬果 と技
土つき保存 5こ 郡「 44S422(5-6)

25c層 Picca SP 下部のみ

?6層 上面 P SP 上・ 下部欠す りべる
ШItt A b

25c層 Picea SP 下部欠 すリヘる

mtt K a
Vヽ345S453(52) 26層上面 販片 25c層

25c層 先端欠す りへる
mtt A b

～
V44S422(5-5)

つ5c層 P SP

1955
mttJ b
Vヽ465S460(51) 25c層 26層上面 上部欠 す りべる

25c層 P SP 破片
IIItt A b
7ヽ70S414(5-5)

26層上面 下部のみす りへる

IttB b③ 4 25c層 26層上面 下部のみす りへる

IttB b④ 17 25c層
lm/mメ ッシュ本沈 IIItt A b

覇/70S414(55)
26層上面 破 片

IttB b④ 17 25c層 Pg】 ehni, 26層上面 P gichn�
ほぼ完す りへ る

IttB b④ 18 25層 L Kam lm/mメ ッシュ水洗 1lltt A b

,770S414(55) 26層上面 P glehnfi 先端 下部欠 す りへる

IttB c② 14 25層 26層上面 先端欠

1362 IttB c② ユ4 25層 P SP lm/mメ ッシュ水洗
上部久 すりべる

26層上面 下部欠 すりへる

IttB c② 14 25層
HItt A c

26層上 ET P giehnii
ほぼ完 先端やや とがる

IttB c② 14 25層 P SP lm/mメ ッシュ水洗
26層上面

IttB c ② 12 25層
Ⅲ区 Ac
覇′245S76(1-3)

26層上面
35+′,15XlOw

IttB c ② 12 25層 26層上面 下部やや先端鈍

IttB c ② 12 25層
lm/mメ ッシュ水沈 mtt A c

W245S76(13) 26層上面 P cf giethnii
下部 欠 キ 9fIや や とが る

IttB c ② ユワ 25層 26層上面 先端欠 す りへ る

I tt B― c②■2 25層
Im/mメ ッシュ水洗 IIItt A c

W245S76(1-3) 26層上面 P SP 先端欠 すりへ る

I区 Bc ② 12 25層 26層上面
へ
欠

り
端

す
先

I区 B―c②■2

'5層

Larix SP
lm/mメ
破片

シュ水洗
26層上面 下部欠 先端とがる



地   点 層位 種  別 描  考 地    蕉 層位 種 房J 備  考

W245S76(13)
26層上面 P glehnh 小型 下部少 し欠 先端少 しとが る IttB c② 24 25層 Larix SP

lm/mメ ッシュ水沈
腹片

HItt A c
26層上面 少 しす りへる 〔区B c②  18 25層

1 4′ 09× 07wす りへっているがほぼ宅

V1/24S S76(Ⅲ 3)
26層上面 P SP 上半部欠 上区B c② 18 25層

lm/mメ ッシュ水沈
14′ 08× 07wほぼ完

IItt A c
26層上面 P SP 破片 上部のみ 上区B c② 18 25層

,V280S183(2-3)
25c層 破片 下半部のみ IttB c② 18 25層

lm/mメ ッシュ水沈
破片 下半部のみ1/2

口I区 Ac
26層上面 下半部のみ IttB c② 18 25層

Vヽ280S183(2-3)
26層上面 P SP 下半部のみ4 0cm iong IttB c① 20 25層 lm/mメ ッシュ水洗

HItt A c

W'89S183(23)
26層上面 上半部のみ 先端部とがる IttB c① 20 25層 Larix SP

26層上面 上半部のみ 先端部とがる IttB c① 20 25層 Larix SP
lm/mメ ッシュ水流

Ⅲ区Ac
W289S183(23)

26層上面 P SP 破 片 IttC b―②■7 25層
lm/mメ ッシュ水況

26層上面 P giehn� 3cm程度小型 IttC b ② 17 25層 Pisea SP
lm/mメ ッシュ水洸

IIItt A c
26層上面 下部欠 尖端光 る IttC b ②■7 25層 Pisea SP

lm/nメ ッシュ水流

25c層 P SP 破 片 IttC b―②■7 25層 Larix Kan
lm/mメ ッシュ水洗

111区 Ac
W482S70(11)

26層上面 下部 欠 先端 とが る
IV区深堀区 26層

lm/mメ ッシュ本滉

26層上面 1区 Bc―① 25 25層
m/mメ ッシュ水洗

IIItt A c

郡r482S62(1■ )

26層上面 ややす りへる 先端鈍 「区Bc ① 25 25層
Im/mメ ッシュ水流僚出

26層上面 IttB c ① 25 25層 Picea SP

HItt A b
W210S190付近 (23)

26層上面 IttB c ① 25 25層
lm/mメ ッシュ水洗擦出
下半部

111区 Ab
26層上面

朗

銃

３

下
Itt B c― ①■5 25'言 Picea gichn�

W210S190付 近 (23)
26層上面 P glehnii IttB c ① 15 25層 lm/mメ ッシュ水洗検出

IItt A b
26層上面 Picea SP 破 片 皿区Jb ④ ll 25層 Larix Kam

W210S190付近 (23)
26層上面 P,cea SP 111区 Jb④■1 25層 Lanx Kam lm/mメ ッシュ水沈猿出

ぼI優至A―b
26層上面 上半部のみ 先端鈍 V区 トレンチ つ5層 長枝についた毬果

伍I区 Ab
W210S100伽 t(2-31

26層上面 Picea SP 上半部のみ V区 トレンチ 25層
ほぼ完 先端鈍

Ⅲ区 Ab
W210S190付 近 (23)

26層上面 上半部のみ V区 トレンテ 26層上面 Picea SP 1/2程度

26層上面 すりへる 25層 Picea glehnti
ほ ぼ完 先 端 とが る

IIItt A b

W210S190付 近 (23)
26層上面 P glehn� 下半部のみ HIttJ b ① 12 25層 Larix Kam

wttr sぃo付折 (2-9
26層上面 上部欠 す りべる mtt」 b ① 12 25層

lm/mメ ッシュ水洗検出
12′ 13wり ん片の先端いくらかそる

mttA c
WSO S245付近(35)

26層上面
す りへったため片側だけ

e20enSisに 見える
IIIttJ b ④■2 25層

ユm/mメ ッシュ本滉凍出

26層上面 下半部のみ b④■2 25層 ・ｍ／ｍ幡
ッシュ水洗検出

mttA c
W50S245付 近(35)

26層上面 Picea SP 中部のみ nlttF b ④ 4 27層

26層上面 Picea SP 下半部のみ m区 b③ 8 25層
m/mメ ッシュ水洗検出

mttA c
W50S245付 近(35)

26層上面
―b③■3 25層 ‐ｍ／ｍ蒔

26層上面 下部欠 ―♭③■3 25層

W50S245付近 (35)
26層上面 上半部のみ ―b ⑥ 13 25層

lm/mメ ッシュ水洗検出

ШItt A c
26層上面 P giehn� 上部下部欠 III区 」b ③ 13 25層 15ど 10X08W円 筒状 ,んぺん帳 醐花

26層上面 P glehnti
―b ③ 13 25層

lm/mメ ッシュ水洗猿�

mttA c
26層上面 先端やや鈍 nittJ b ③ 13 25層

26層上面 上半部のみ m区 ―b③■3 25層
lm/mメ ッシュ水洸棟出

IIItt A c

Tヽ90S221(35)
26層上面 IIItt」 b③■3 25層

26層上面 P SP ―b⑥■3 25層
lm/mメ ッシュ水洗慎‖
表 面 す りへ る

111区 Ac
W88S20(1■ )

26層上面 Picea glehnfi 下部欠 す りへる Ⅲ 区 ―b③■3 25層
lm/mメ ッシユ水洸凍出

26層上面 ほぼ完 60′ 18X16w HIttJ b ③-13 25層
m/mメ ッシュ水洗検出

IttB c② 2 25層 lm/mメ ッシュ水洗 Ⅲ区Jb⑥■3 25層
lm/mメ ッシュ水滉棟出

IttB c② 21 25層
lm/mメ ッシュ71t流

Ⅲ 区 b③■3 25層
m/mメ ッシュ水洗検出

IttB c② 21 25層 Lari
Im/mメ ッシュ水洗

III区 b③■3 25層
lm/mメ ッシュ水流棟出
1/2以上あり

IttB c② ワ1 25層
lm/mメ ッシュ水流 m区 b③■3 25層 Lari 加

劇
ｎ
「

I区 B c②  21 25層
―b③■3 25層 Lari

lm/mメ ッシュ水流猿出
1/2以上あり

IttB c② 21 25層 しkam 1■ /mメ ッシュ水洗
09× 09X07小 型

皿1区 Jb③■3 25層

1476 1 1ttB c②  21 25層 111区 ―b③■3 25層
lm/mメ ッシュ水洗検出

1477 1 1ttB C②  24 25層
lm/mメ ッシュ水沈
破片

側1区 」b③■3 25層

1478 1 1ttB c②  24 25層 11′ 00× n6w破 片
―b③■3 25層

lm/mメ ッシュ本洗棟脳

1479 1 1ttB c②  24 25層 Pitta SP
lm/mメ ッシュ水流 HItt Jチ③ 13 25層 lm/mメ ッシュ水沈検出

1480 1 1ttB c②  24 25層 P SP lm/mメ ッシュ水洗 mttJ b ③ 13 25層
lm/mメ ッシュ水洸検出

1481 1 1ttB c②  24 25層
(m/mメ ッシュ水洗 mttJ b ③ 9 25層



地   点 層位 種  別 備  考 層位 種  別 備  考

Hl区 Jb③ 9 25層 Larix
lm/mメ ッシュ水 滉 検 出

25う 層

皿区」b③ 9 25層
lm/mメ ッシュ水洗検出
破片 Wユ 80S63(1-4)

25b層 小 型

mtt」 b③ 9 25層
n/mメ ッシ ュ水 洸検 出

25b層 小型で先端い くらか とがる

Ⅲ区」b ③ 10 25層
lm/mメ ッシュ水沈検出
小型 ほぼ完

IIItt B b

Vヽ271S480(53) 26層 下部のみ

HIttJ b ③■1 25層 lm/mメ ッシュ水洗検出 26層 下部欠

IIItt J b ③■1 25層
lm/mメ ッシュ水洗検出
ほイヨ完

IHtt B b

,V238S461(53) 26層 下部欠

IIItt B c

lV480 S204(31) 26層上 ａｒ‐
旺

26層 小型 扁平

26層上 Picea SP 上部欠 す りへる
IIItt B a

Vヽ104S130(24) 26層 Picea SP 下部のみ

Ⅲ区 Bc
Vヽ494S■ 7(21)

26層上 Picea SP P ezoenSs Type上 部欠 27層上

26層上 Picea sf giehnti 破 片
I区 Bb
Vヽ224S375(4-3) 26層 長 さ5 0cm,幅 18× 1 3cm

りんぺんの上縁ほぼ平か波状一部
Ⅲ区Bc
Vヽ408 Si07(21) 25c層 上半部のみ 扁平 す りへる 26層

25c層 上部のみ IttB c
lV312 S43(12)

26層
りんべん上縁平かつ下部欠

mtt B c
Vヽ381S240(3-2) 25c層 Picca SP P czOensis Type破 片 26層

25c層 Picea SP 破 片
Itt B c
W330S61(12) 26層 下部欠

IIItt B c

Vヽ317S240(3-2)
25c層 P ezoenSs Type破 片 26層 ほ′ま完40+′

25c層 破 片
I区 Bc

26層
りん片の上縁ほぼ平滑

IIItt B c

W281S151(23) 25c層 上部のみ 26層

25c層 少しつぶれている
Itt B c

26層

W487S160(2-1) 26層上 Picea glehnii
下半部のみ Vヽ363S185(22) 26層

25c層 26層 りん片上縁ほぼ平滑
上・ 下部欠

25c層
Vヽ323S175(25) 26層

26層上 ほぼ完 すりへる 26層
少しけずれる

26層上 Picea SP 下半部のみ
W329S136(22) 26層 Picea glchnii

Vヽ326S47(12) 25c層 下部欠 26層
48× 18× 1ユ

ほぼキ すりへる面あり

26層土 Picea SP P czoensls Type破 片
IItt A a
Vヽ40S485(55) 26層 先端下部欠 す りへる

Tヽ290S417(53) 26層上 25c層 先端下部欠 す りへる

26層 長 さ7 3cm,幅 18× 16 IItt A a
Vヽ40S476(55) 25c層 1/2程度

Шtt B d
W490S170付近 (2■ )

26層 上半部のみ 26層 破 片

26層 Picea SP P ezoenSs Type上 部のみ HttA a
Vヽ49S469(5-5)

25c層 P,cea 上部欠

IIItt B d

W490S170付 近(2■ )

26層 くらかすりへる 25b層

26層
ほぼ■ いくらかすリヘム

HttA a
h50S473(5-5) 25う 層

mtt B d
26層 上半部のみ 先端痛平で鈍 25b層 下部欠 先端鈍

26層 11区 Aa
25b層 上部のみ

mtt B d
lhr4SO S250(31) 26層 25b層

26層 と半部のみ 25b層 上部久す りへる

IIItt B d
26層 下半部のみ llL A a

W96S482付近(55)
25b層 先端下部欠

26層 Picea glehnti
ほぼ完 りん片の上縁はほとんど平清

25b層 Picea SP 破片す りへる

26層 Picea SP ezoenSs Type上 半部次
IItt A a

W96S482付近(59 25b層 Picea SP 破片すりべる

Vヽ431S212(31) 26層 Picea glehnti 先端鈍 25b層 Picea SP 破片す リヘる

26層 Picea glchnii 先端鈍 IIttA a
W96S482付近(55)

25b層 Picea SP 破片す りへる

mtt B b
26層上 下部欠 25b層

Ⅲ区Ka―③ ll 25層
m/mメ ッシュ水洗検出 HttA a

W100S431(55) 26層上 Picea SP P jezタ イプすりべる

IIItt K a―⑥コ 25層 La� x Kam m/mメ ッシュ水洗検出 26層上 上部欠

mttK a―⑥ 9 25層 ■区 Aa
26層上 上部のみ

IItt K=a③ 9 25層 しanx Kam 水洗検出

W93S433(55) 25c層

Ⅲ区K―a ④ 13 25層
lm/mメ ッシュ水 流 棟 出

Vヽ89S443(55) 26層上

IIItt K a ③ 7 25層 水洗検出 ａ

‐７

Ａ一
Ｓ４

区

６８
Ｉ
Ｗ

25c層 Picea SP 1′ ,13× 1lw

mtt K a―③ 7 25層
ln/mメ ッシ ュ水 流 棟 出

25c層 Picea SP ieZタ イプすりべる

IIItt K a―③ 7 25層 水 洗 IItt A a

W73S410付近
25c層 破片 すりへる

26層 半部のみ 先端 扁平鈍 25c層 存悪ヤ

26層 半部のみ
近付

ａ
１０

Ａ一
Ｓ４

区

７３
Ｉ‐
Ｗ 25c層 Picea SP 片

Vヽ266S97(13) 26層 渡片
W73S410付近 (55)

25c層

26層 半部のあ HttA a
W73S410付浙(5

25c層 表面す りへる 下部欠 先端やや とがる

Vヽ365S191(22) 26層 部のみ 25c層

25b層 ｃｎ
Ｈ

HttA a
W70S401(55) 25c層 破片す りへ る



地  点 層位 種  房J 地  点 層位 種 男1 備 考

IIttA a
25c層 ,V397S245(32)

25b層 先端欠 >40サ
リん片上縁平滑

25c層
IItt A b

25う 層

Htt A a
Vヽ75S378(45)

ワ5c層 Ⅳ385S221(32)
25b層

|ユ Iヨ完 4 8X1 7X1 2
りん片の上縁ほぼ平滑痛平

?5c層
片倒す りへ る他面保存良好

Ⅱ区 Ab
25b層 上半部欠

IIttA a
Vヽ87S861(45)

25c層 Picea glehn� 思」
餃

■
師

25b層 Picea SP 上半部のみ (P glehn� )

25c層 破片 (P glehn� )

Itt B c
25c層 Picea glehn�

IItt A a
Vヽ29S370(45)

26層 25c層
ほぼ完 45X16X10
りん片の上緑平滑組かい鋸歯あり

26層 い くらかす りべるが概 して保存良好

IItt A b
25c層

IttA a
Vヽ2e S370(45)

26層 Picea glehnii 25c層 Picea SP 先端下部欠 りん片広い くさび型

25c層
下部 の み

HttA b
W70S203(3-5)

25c層 Picea SP
先IITや や とが る 53X14XI Z

Htt A a
W83S3つ 2(45)

26層 Picea SP 上部のみす りへる P jez 25c層 Picea SP 先端やや とがる

26層 Picea SP すりへる P ie2タ イグ
IItt A b
邪「74S224(3-5)

25c層 上・下部欠 す りへる

IIttA a
Vヽ69S319(45)

26層 すりへる P iezタ イノ 25c層 上・下部欠 す りべる

26層 すりへる P jeτ タイブ
Ⅱ区Ab
Vヽ83S217(35)

25c層 Picea SP 上・ 下部欠 す りべる痛平

W60S319(4-5)
26層 すリヘる P,ezタ イプ 25c層 上部欠

26層 Picea SP すりへる P jezタ イプ
■区Ab
Vヽ57S220(3-5)

25c層
下那 少 し欠 40X16Xl l

Vヽ30S332(45)
25c層 下部欠 3 0cm iong

25c層
Htt A b
W47S214(3-5)

25c層 Picea SP 先端下部欠 す りへる

Vヽ59S292(35)
25c層 25c層 凶

助
11区 Aa

25c層
りん 片

「
綴 平 か 鋸 策状 の ところ有

HttA b
W126S204(34)

25c層 下部欠 3 5cn iong
りん片の上縁少 し凹んでいるもの有

25c層 25c層

IIttA a
25c層

りん 片
「

縁 平 か 鋸歯状 の ところ有 h131S223(34) 25c層
ほぼ完 下部久

25c層
IItt A b

25c層 上・下部欠

Ⅱ区 Aa
25c層 W136S219(34) 25c層 先端下部欠 す りへる

25c層 先端欠
IItt A b

25c層 上部欠 13′

Ⅱ区 Aa
25c層 25c,冒

りん片の上縁は平滑なもの多ヤ

下部欠 先端鈍す りべる

26層上 下部欠 す りべる
IIttA b
W143S211(34) 25c)冒 Picea glehnii 破 片

HttA a
Vヽ79S229(35)

26層上 下部 痛平 25c層 Picea SP 下部のみす りへる

25c層
上半部のみ 34′ ,17X13w
りん片の上縁平滑多少鋸歯状の ところ

HttA b
W181S207(34) 25c層 Picea SP 下部欠

HttA a
Vヽ225S227(33)

25c層 Picea glehnii 25c層

25c層 Picea SP 破片 上・ 下部火
HttA b
W180S220(34)

25c層 Picea SP

■区Aa
W227S235(33)

25c層 破片 下部欠 25c層

25c層
ほぼキ リん片の上縁鋸歯状

IItt A b

W244S222(33)
25b層 先端 下部欠

HttA a
W218S203(33)

D5c層 25c層 P,cea cf grehnii

25c層 凸や凹むところがある
IItt A b
W233S235(33)

25c層
りんぺん上縁平滑

HttA a
Vヽ237S200(3-3)

25c層 鴻王爆
４Ｘ
脱雛３

て
25c層

IItt A a
25c層 W292S235(33) 25c層

45テ ,16× 10w,Lanxの兵猿有
下部欠 りんぺん上縁平滑

lhr5 S202(3-5)
25c層

ほぼ完 47× 19X14
りん片上縁平滑す りへ りは鋸歯状

Itt A b
25c層 Picea SP 下半部のみすりべる

IItt A a
25c層 Picea SP 下部欠 す りべる W421S207(31) 25c層

りん片の上縁ほぼ平滑

25c層
す りへる Iま ぼ完

■区 Ab
25c層 Picea SP 上半部のみ

鰍区
確

Ⅱ
備

25c層 主７Ｘ．
味

４

す
25c層 Picea SP

下 部 欠 りん 片 の み

25c層
すりへる

Htt A b
Vヽ427S210(31)

25c層

HttA a
V′23S207(3-5)

25c層 すりへる 25c層
「

部 欠 りん片 す りへ る

25c層 P,cea glehn�
す りへる 下部欠

HttA b
W425S214(31)

25c虎肇 上部欠 りん片上縁は平滑

HttA a
Vヽ18S195(25)

25c層 Picea SP 25c層
りん片上縁は平漏50× 15× 13
片面やや欠 キ端やや とがる

25c層 1/2程 度
HttA b
W424S196(21) 25c層 Picea SP 先端欠 す りへる

HttA a
,V248S248(3-3)

25c層 26層 Picea SP? 破 片

25c層
開烈 気 咲 りん 片の

「
縁 は ほぼ平 滑 Vヽ156S280(3-4)

26層
ほぼ完 下部欠

Vヽ465S207(3-1)
25c層

下部 欠 >3 0cm long
りん片の上縁平滑

IIEX A d
25a層

HttA b
25c層 邸「48S322(4-5)

25a層 Picea gl訥 nii
りん片上縁平滑部分的に鋸歯状

lhr443 S202(3-1)
25c層

下半部欠

HttA d
25a層 Picea glehn� 破片 先端下部欠

Ⅱ区 Ab
25c層 26層 Picea cF glehn� 破片 上下部欠

25c層
IItt A d
W142S250(34)

26層

IIttA b
W438S191(21) 25c層 26層

25c層 Picea glehnii
ほ ぼ完 先 端 鈍

IItt A d

W181S283(34)
25c層 Picea SP 下半部のみ
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層位 種 房」 備  考 地  点 層位 種 男1 備 考

Htt A d
25c層 扁平 54,17XllW

ほぼ完 先端鈍 りん片の L縁平滑 Vヽ402S290(32) 26層上 先端下部欠 す リヘる

25c層 25c層 下部欠

HttA d
25c層 小型 す りへる 25c層

25c層 25c層 Larix

25c層 La� x Kam Itt B d
h395S365(42) 25c層 Picea 先端す りべ る

25c層 Lanx Kam 25c層
ほぼ完

26層上
ほぼ完 す りへる ,V385S272(32) 25c層 Picea 2/3程 度

IItt A d
Vヽ160S269(3-4) 25c層 Picea SP 下部のみす りへる 25c層

25c層 Picea SP Itt B c
W385S272(32) 25c層 下部欠

HttA d

'V260S254(33)

25c層 25c層
ほ′まキ

25c層 Picea plei載 ?
30× 15× 07下部欠
小型 りんぺんのm'1数 少い

Itt B c
W385S272(32) 25c層 先端下部欠

IItt A d

W260S254(33) 25c層
ほぼ完 りん片の上縁ほぼ平滑 95c層 下部欠

25c層
く
欠樫

椰
Itt B c
W385S272(3-2) 25c層

Ⅱ区 Ac
W470S241(31) 26層 P SP 破 片 25c層

26層
41X17X09下 部欠 Itt B c

Vヽ231S261(33) 25c層
ほぼ完 す リヘ る

IIttA c
Vヽ440S242(31) 26層

す りべる 下部欠 25c層

26層上 P SP 先端欠 す りへる
Itt B c

25c層

HttA d

～
V10S280(35) 26層上 Picea 25c層

25a層
ほぼ

=井
端飯すりヘム

Itt B c
25c層

I区 Bb
25a層 片面のみ

VヽiOS S275(34) 25c層

25層 下部少し欠 先端鈍 25c層
下部 や や 欠

HttB a
25層 上・ 下部欠 す りべる

W470S486(50 25c層 1/2程度上半欠

25b層 下部欠 先端ややとがる 25c層 Picea glehn�

(3-5)
25b層

ほぼ完 W390S472(5-2) 25c層 Picea SP 上・ 下部欠

M1374S490(52) 25b層 2/3程度すりべる 25c層

25b層 Picea 破 片
ｂ

れ

Ｂ．
ド

区

中

Ｉ

Ｗ
?5c層

IttB d

'V340S488(2-2)

25b層 25c層 岬勝
，

ほ

(3-3)
25b層 先端下部欠

IttB c
Vヽ230S310(43) 25c層 /1ヽ 型V2

IItt B a

W435S235(31) 26層上 25c層 Picea SP
下 部 や や 矢 チ 端 とが る

26層上 Htt A d
Vヽ432S258(3-1)

25c層

IItt B a

'V435S235(31)

26層上 下部欠 25c層 Picea glchnii?
υ

刑

お

（

４ Ｘ．

率

25c層 下部久
HttA d
W397S257(3-2) 25c層 Picea gichnii

HttB a
Vヽ330S210(32) 25c層 25c層

25層中
ａｎ

ｉｃｅ W371S255(32) 25c層 下半分のみ

HttB a
W330S210(32) 25層中

ほぼ完 先端やや とがる W342S230(3-2)
26層上 上部欠

25層 中 上部のみ 25c層
ｌＳｔ

ｈｎ

IIttB a
25層中

非常に馬平
工EX B b

26層上

郡r280S222(3-3) 25層中
Ｘ

々

お

部

凶

耐

，

屈 25c層 Picea glehn�

HttB a
25層 Picea 先端下部欠すりへる HttA b

25層 Picea gichniF

1796
HttB a
l1/74S225(3-5)

25層 Picea
３

へ凶
詢

凶
購

26層上 Picea SP 上・ 下部欠す りへ る

25層 HttA b

'V65S226(35)

26層上 Picea SP すりへる
IItt B a

M1431S433(51) 26層上 26層上 Picea SP 破 損

26層上
下部 や や矢

Htt B c
h490S230(3-5)

26層 P jezタ イプ

26層上 先端 下部欠 26層 すりへる

26層上 先端欠 す リヘる 区 Bc
26層 上部久

HttB a
W388S424(52) 26層上 Picea 下部欠 26層 Picea SP

26層上 下部のみす りへる 26層 下部欠すりへる

26層上
Ｃ

４ｎ咋勒
26層 下部欠すりへる

25層上 26層 下部やや欠

Vヽ93S490(55) 25層上
61X18X12
反面下部交 W92S2411(35) 26層 Picea

h45S475(55) 25層 Picea 下部欠
W50S270(35) 26層上

25層
ほぼ完 下部欠先端とがる

ｄ

７４

区

６３

Ц

Ｗ
26層上

Vヽ60S475(55) 25層 下部やや欠
ｄ

７４

』

椰

‐Ｉ

Ｗ 26層上 部欠 す りへ る

26層上 先端 下部次
ｄ

７４

区

６３

Ｈ
Ｗ 26層 上

26層上 先端 下部欠 26層上 部 欠



地  声 層位 種  別 摘  考 地   点 層位 種  別 術  考

IItt B d
Vヽ63S274(35)

26層上
Htt B c
W105S307(44)

26層上

ｄ

７４

』

ｍ

ｕ

ｗ
26層上 下部欠 25c層 1/3程度欠

IItt B d

Vヽ77S268(35)
26層上

Htt B c
Wi02 S312(44)

25c層 下部欠

25c層 上部欠 25a層

lI区 Bd 25c層 先端 下部次
Htt B c
W182S239(34)

25b層

25c層 2rob層 下部のみ

ｄ

２８

Ｂ
．

３ Ｓ

区

１５

Ｉ‐
Ｗ

25c層 下部欠
工区 Bc
W180S298(34)

25a層

25c層 先端欠 25c層

IItt B d
W40S320(45)

25c層 ほぼ完

IIItt A d

Vヽ309S274(32)
26層上 Picca

H tt lj d 25c層 1 5× 1 9 1承 ′ま完 25c層 Picea SP 破片 す リヘる

W40S320(4-5)
25c層 下部やや欠 先端鈍

1「 I区 Ad
W12S232(35)

25c層
20X13× 07
いくらかすりへる

IItt B C 25c層 下部欠 25c層 Picea SP 下部欠 先端部のみ すりへる

Vヽ470S280付 近 (3■ )

25c層
HItt A d
W20S293(35)

25c層 Picea SP 下部のみ す りべる

25c層 25c層 Picea SP 下部のみ す りべる

W470S280付近 (3■ )

25c層 Picea 下部欠
IIItt A d
W39S230(35)

25c層 Picea SP
午端 下部欠 上部のみ細い

IItt B― C 25c層 下部欠
mttA d 25c層

W470S280付近 (3■ )

26層上
IIItt A d
Vヽ36S260(3-5)

26層上 丼端 下部久 上部のみ

Htt B C
26層上 先端 下部やや欠

■1区 Ad 25c層 Picea SP 上・下部欠

W470S280付 近 (3■ )

26層上
S OX1 9X1 2
ほぼ嘉 W397S269(32)

26層上 下部 /1す りへ る

IItt B C 26層上
皿IttA c

26層上

W470S280付 近 (3■ )

26層上 ほぼ完
26層上 Picea gleh� i 上部欠 す りへる

Htt B C 96層上
IIItt A c

26層上 Picea SP 先端 の み

W470S280付近 (3■ )

26層上 Picea 上部次 26層上 底ぼ
=キ

端31す リヘる

HttB C
26層上 Picea 先端 下部欠

mtt A d
26層上 すりへる

IItt B c
W470S280付近 (3■ )

26層上 先端 下部欠 郡′41S287(35)
26層上 下部欠 上部のみ すりべる

HttB c
W470S280付近 (3■ )

26層上
mttA d
Vヽ35S290(35)

25c層 ほぼすりべる

W470ヽ2RO付折 (3■ )

26層上 25c層 Picea giehnii
保存良好43X17X10
〕X IP=す りべる 痛平

11区 Bc
W470S280付 近 (3■ )

26層上
IIItt A c

W310S290(3-2)
25c層

保存良好 32
下部欠

vV470£ 2RO付折 (3■ )

26層上 下部欠 IIItt A c 5] 25層
保存良好

Htt B c
W470S280付近 (3■ )

26層上 IIItt A c 5■ 25層
保存良好 42X17× Oυ

ほぼ完 先端鈍 扁平

I〔 区 ど C
26層上 甑IttA c 5 1 25層 Picea glehnti ιtt ι烹■ りA′ 片の に縁ほぼ平滑

W470S280付 近 (3■ )

26層上 Picea 先端 下部欠 すりべる ■1区 Ac51 25層
保存良好 65× 20X13
ほぼ嘉 りん片の上縁ほぼ平滑

IItt B C
26層上 P,cea SP 26層上

Vヽ470S230付 近 (3■ )

26層上 下部やや欠

Htt B d
Vヽ140S328(44)

26層上 Picea SP 破片 す りへ る

IItt B C
26層上 上部欠

Ⅱ区 j3d
26層上 破片上下部欠す りへる

Vヽ470S280イ i近 (3■ )

26層上
Htt B d
W140S328(4-4)

26層上
40+′,20+14v

IItt B C 26層上
HEX B d

26層上 下部欠 す りへる

Vヽ470S280付 近 (3■ )

26層上 下部欠 Vヽユ 40S328(4-4)
26層上 Picea giehnti

IItt B C

h412S32(11)
25c層 Picea glehnii

HttB d
26層土 Picea SP 破片 下部のみ

邸ア90S280(3-5)
25c層

34× 16X09
ほぼ宇 先端3tす りへる

'V140S328(44)

26層上 Picea SP 破片 先端 下部欠

狂区 Bc 25c層 先端欠 す りへる
IItt B d
Vヽ127S335(4-4)

26層上 下部欠 す リヘる

25c層 下部欠 25c層
ほぼ完 45X17X10
卜縁t求 いくらか凹凸あるがほぼ平滑

IItt B c 25c層
HttB c 25c層 Picea giehnii

ほぼ完 45X17× ユユ
■録 Jよ い てらか山凸あるがほぼ平滑

25c層 26層 Picea glぬ nii 上半部のみ りん片くさび形

HttB C
W68S298(35)

25c層 先端 下部欠 す りべる
IIItt A a

Vヽ364S242(32)
?6層 Picea SP 破 片

IItt L c 25c層 1966 26層 Picea SP 先端 下部欠 す リヘる

W68S250(35)
25c層

mtt A a
Vヽ332S234(32)

25c層 Picea SP すりへる

Ⅱ区 BC 25c層 26層 Picea SP 破片

Vヽ63S25つ (3-5)
25c提雪 tV345 S240(32)

25c層 Lanx Kam 15′ ,10× 08

HttB C 25c層
匝Itt A a

26層 Picea SP 下部欠 す りへる

Htt B c
VヽSR S259(3-5)

25c提撃 下部欠 26層 Picea SP 1/2程度 すりべる

HttB C
W68S259(35)

25c層 破 片
mtt A a

26層

26層上 先端欠 す りべる 26層 ほ lt辛 キ 端 や や とが る す りへ る

HttB c
郡1109S302(44)

26層上 1/2程度
mttA a

26層

26層上 上・ 下部欠 HttB c 3 2 26層



地  点 層位 種 別 備 考 地   点 層位 種 別 備  考

1976
Itt B c

'V393S310(4-2)

25c層上 Picea glehnii 下部欠 95c層 Picea SP 下部欠 す りへる

とIItt A― a-32 ワ0層 Picca gichnti 先瑞 下部欠
W120S298(34 25b層 43X18X10

IIItt A a-32 26層 Picea giehnti 25b層

26層上 Hcea SP 上部欠 す リヘる 25c層 Picea
39X18X10

mttA a
25c層 Picea gtehnii

ほぼ完 先端やや とがる 痛平
Ｄ

ｍ

レ
は

』
“

１．
Ｗ 25c層

25c層 Picea glehnii 上部欠 す リヘる
■区 Ca

25a層 Picea

Vヽ401S206(31) 25c層 Picea gichnii 下部欠 2003 25c層 Picea giehnれ

1983 26層上 25c層 Picea glehnii 先端欠 すリヘる

Vヽ216S282(33) 26層
55× 14X13

2005
Ⅲ区 Ac

25c層 Larix SP 2/3程度

25層 Picea glehnti 25c層 Larix SP 1/2程度

ⅡItt B d
25層 Lattx Kan 小型

ШItt A c
ワ5c層 Larlx Kam カラマツにいくらか似る

nltt B d
Vヽ459S265(31) 26層 下部欠 すりへる つ5層

111区 Bd
W409S274(3-1) 26僣 P,cea SP 下部欠 すりへる

W263S389(43) 25層

111区 Bd

'V17つ

S280(34)
25c層 Picea glehnti 下部欠 細ヤゝ りん片数多ヤ V区試掘 AC 19b層 破 片

肛I区 卜 a■ 5 26層上 Picea
45X20Xl
下部やや欠 V区試掘 CG 19b層 P,cea

HttA c
llr480 S419(5-1)

25層 Picea SP 下部欠 V区試掘 IC 25c振蚕 PIcea 破 片

敬

Ｏ Ｓ４‐

凶

４８

ユ

Ｗ 25層 Picea SP 下部のみ V区試掘 IG 25c層 Picea 破片

ユ993
Ⅱ区 Ac

'V480S419(51)

25層 Picea 下部欠 V区試掘 IG 26層 Picca 破 片

25層 Picea SP 下半部欠 I tt B― b=④ 19 26層 Picea lm/mメ ッシュ水洗検出

1995
HttA c
И「480S419(5■ )

25層 Picea 1/3程度欠すりへる 2016 I tt Bれ一③■2 26層 Im/mメ ッシュ水洗検出

1996 25層 下部欠 IttB b―③■3 26層 In/mメ ッシュ水洗検出

Ⅳ区C8dЧЭ 2 lm/mメ ッシュ水洗検出



〈堅果〉

地  点 層 位 種 房1 備  考 地  点 層位 種 別 備  考

IttB d 25層砂中 IIItt C c― ③■ 27層 lm/mメ ッシュ水洗検 出

25唐砂中 26層上面

IttB d
Vヽ204S406(53)

25層砂上
Htt A c
Vヽ460S231(31)

25b層

ａ
ｍ

一
は

医
「

ｌ
Ｗ

25層砂上 26層上面

IItt B d
Vヽ24S220(3-5)

II区 Ac
W195S154(24)

25b層

IVtt C 8a ③ 23 27層 lm/mメ ッシュ水洗検出

IItt B d
Vヽ23S222(3-5)

nltt c a― ③■2 26層 Pinus Koratensls lm/mメ ッシュ水洗検出

25層砂中
長下部 SIS P

IttB b ④ 10 25層 lm/mメ ッシュ水洗検出

W125S319(44)
25a層 Pinus Koralensls

Itt B b
邪れ47S2知 (34)

27層 集中

IItt A c 25a層
I区 じ め

27層上 Pinus Koraiensls

W226S479(53)
25b層 Pinus Koralensls W350S132(22)

27層上 Pinus KoraienSs 集中

IttB C 25a層 直下
[区 Bd

27層上

13
IV207 S69(13)

25a層 中 W122S396(44)
27層上 集 中

Itt B b 25b層 上面 Pinus KoraienSs
Itt B d

27層上

Vヽ207S40(13)
25a層 樹 皮 ,V250S245(31)

26層上

IttB C
W181S206(34)

2酌 層 I tt B― b④ 3 25層 lm/mメ ッシュ水洗検出

lvLr“ 6S198(24)
25b層 rttB b―③■5 25c層 ln/mメ ッシュ水洗検出

IttB C
2「Db層 IttB b―③■5 25層 lm/mメ ッシュ水沈検出

Vヽ180S172(24)
25b層 Plntls KoraienSs IttB c ② 17 25層 lm/mメ ッシュ水洗検出

IttB C
Vヽ186S153(つ 4)

25b層 Pinus Koratensls IttB b―② 2つ 26層 lm/mメ ッシュ水洗検出

WiAO S163(24)
25う 層 IttB b―③ 5 Im/mメ ッシュ水洗検出

1区 Bc
W173S163(歩 4)

25a層 IttB c 3 2 不明 Pinus Koralensls

WiSO S273(34)
25b層 IttB b―③ 19 25c層 lm/mメ ッシユ水洗検出

1区 Bc
W225S274(33)

25b層 IttB b ③ 24 2526層 lm/mメ ッシュ水洗検出

1区 Bc 25b層 Pinus Koralensts IV区■卜8a―② 4 27層

IttB c
Vヽ65S67(15)

25d層 Pinus Koraiensis 不明 不明

■区355E145N 27層 Pinus Koralensls tVtt CT-8b― ④-7 不 明

mttc a
Vヽ160S365(44)

20層上面

地   点 層 位 種 別 備 考 地   点 層位 種 別 備  考

IV区 25層 Picea SP 上つき Picea l ワ6層中 Larix Kam 短枝3 枝2

IV区 25層 Picea SP 土つき Hcea
111区 Aa
Wl15 S76(1-4)

26層中 Laix Kan 短枝11 枝4

IV区 25層 土つき 短枝5 校 4 26層 中 短枝1 枝1

IV区 25層 Larix Kam 土つき 短枝5 校 4
mttA a
Vヽ30S30(15)

96層 中 短枝4 枝 1

26層 中 短枝8 枝] 26層中 しattx 9 短枝28 枝6

mttA a
Vヽ375S23(12)

26層 中 Larix l 短枝14 枝 4
IItt A a
Vヽ70S167(25)

25層上 Lanx(an La� x 3 短枝1 枝 ユ

26層中 Lanx 2 短校37 枝 1
mttA a

25層上 しarix l 短枝10 枝3

mtt A a
Vヽ326S40(12)

26層 中 Lattx 3 短脚  枝3 W470S130(21)
25層下 Larix l短 伎1枝 2

26層中 Larix Kam Laix l 短枝21 模И
肛Itt A b 25層 Larlメ Larix 12 枝4

〈毬果 +枝〉

※「地点」のW S は出土地点を小グリッド (5m四方)の北東コーナーからの西方への距離 (W )と 南方への距離 (S )を

Cmで示している。(  )内の数値は登録用のデータである。

※この表の作成時には
'Pα

 gルカ″ゲと同定したが、その後の検 討の結果、これらを全て絶滅種である2θ¢αわ蒻力ω,9″ Sλ に種名を

改訂した。
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3.石器 (K-61)の 出土状況―ⅢC区



撃
・　
．‘
臣

一麓

1.Ⅳ区石器出土地点―Oの地点

(南から)

2.Ⅳ区石器出土地点―右側中央

(南から)

Ⅳ区石器出土地点一〇の地点

(】ヒから)

′
｀

―
、1

Ⅳ区

/

写真31 石器出土状況 (3)



1-___、 /

羞1海姦
古― _

判
，

，
導
尊
螂

……，
‥

要

．一
Ｐ
蓼

一帯肺撃娩咎〓礫

1.Ⅳ区石器出土地点近景

(西から)

2.Ⅳ区炭化物片集中箇所

石器出土地点近景 (東から)

Ⅳ区炭化物片集中箇所

石器出土地点近景 (東 から)

．峰一一一
「

感
上

写真32 Ⅳ区遺構の状況



算ケP',

法慧 Ⅲ

1.炭化物片集中箇所

(南 から)

2.炭化物片集中箇所細部

1壽ユ

こす

磯

■)

:を;::|ト

簸 筵

｝
↓
．

→Ч牡 ■ 1́騨黙 ■ ,豊 藤 嶋 理 藝 硼 醸 !

写真33 Ⅳ区炭化物片集中箇所 (1)

3.炭化物片集中箇所細部



Ｉ
身
考
究
野

Ⅲ
 ii― 士|

rつ  ■ ■ )

二f i/ギ|

=雅ダ

忌エガ
た;'

1.炭化物片集中箇所細部

2.炭化物片集中箇所細部

写真34 炭化物片集中箇所 (2)



フ
一″

，

ｉ
一
ヽ
≡
一

1.炭化物片集中箇所断面

2.炭化物片集中箇所断面

監 3.炭化物片集中箇所断面

熟赦i慧litti主ゴ
埓琴基矛イ

kⅢ :こ

燻
ttti

1顧●:t簿覇鰯瑾親1感・
辮 感 |

写真35 炭化物片集中箇所 (3) 537



1.ピ ット状遺構完掘状況

(南 から)

2.ピ ット状遺構

7三

=S(K-99・
 K-167b)

出土状況

3.ピ ット状遺構

石器 (K¬ 55・ K-167b)

出土状況

写真36 ピット状遺構 (1)



Ｆ

．
　

，
　

．

十

ヽ
■
．

¨ヽ

中

二・ 1-●す

ヽ

「一

韓∵一一中一韓

ｔ
灘

|工:|1琴ざh唇巣濯扇呼K1661雌状況

「
注
【ヽ
ヽ

）́
〓

_● 章.■

写真37 ピット状遺橋 (2)

2.ピ ット状遺構

石器 (K-98・ K-166)出 土状況

3.ピ ット遺構

石器 (K-154)出 土状況

一
一
タ

・井す一４一

´

アヽ

工
葺
４
）

Ｆ

　

ｉ
ｉ

ぎ .

539



1.石器出土状況
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(西 から)

2.I区先行調査区26層出土樹木

(東 から)

3.IB・ ⅡA・ ⅡB区

(西 から)

ゞ



rtコ

〃i

_1カ堪
ア と拷ど

1.IB・ ⅡA区 (東 から)

2.IB～ ⅡB区 (西 から)

写真43 樹木の出土状況 (2)



1. IB区 (東 から)

2. IB区 (南から)

写真44 樹木の出土状況 (3)

3. IB区  (西力】ら)
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計i澄聟覧鑽賢輩警電蟄堂F理理寧ビ甲苧

1. IB区  (西力Ⅲら)

21B区 (西から)

写真45 樹木の出土状況 (4)

3.IB区 (西から)



1螢拳

1. IB区  (】 ヒ西から)
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魅
1.IBd区 (西 から)一樹木No17・ 20。 26付近

IBd区 (南東から)一

樹木No20。 26付近

写真47 樹木の出土状況 (6)



.Ⅱ A～ ⅢA区 (東 から)

2.Ⅱ A区 (北 から)

写真48 樹木の出土状況 (7)

3.Ⅱ A区 (東 から)



⊆

1.Ⅱ AⅡ B区 (北から)

2.Ⅱ A・ ⅡB区 (北から)

3,Ⅱ Aa区 (北から)

樹木Nα44付近

写真49 樹木の出土状況 (8)
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1.Ⅱ Aa・ d区 (北 から)一

樹木No54・ 62付近

2.Ⅱ Ab・ c区 (北から)一

樹木No49・ 51・ 66付近

3.Ⅱ Ac区 (北東から)一

樹木No66・ 67付近

ぜ

写真50 樹木の出土状況 (9)
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1.Ⅱ B区 (南から)
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写真51 樹木の出土状況 (10)

2.Ⅱ B区 (北 から)

準
―

!■
ゝ ネ ー

3.Ⅱ Bd区 (南西から)一

樹木No1 01付近
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1.Ⅱ Bad区 (北から)―

樹木No93.101.103付 近

2.Ⅱ Ba区 (北 から)―

樹木No85付近

3.Ⅱ Ba区 ●ヒ東から)―

樹木No93.101付 近



韓 垂 I_

声||と ,iギ栞錢登∵Ⅲ

2.Ⅱ Bb区 (北西から)

樹木Nα88付近

1. ⅡBb区 (ヨヒから)哺木No88付近

贅i訂IIど

二椒f二|l fマ 1尋
打ri・  ‐ iFi

写真53 樹木の出土状況 (12)
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写真552
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マ
写真553

↓一帝
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1.Ⅲ A区 (東 から)

2.Ⅲ A区 (北から)

挿
,穂

写真54 樹木の出土状況 (13)

3.Ⅲ A区 (北 から)



1.皿 Aacd区 (北 から)―

樹木No1 26.128.136付 近

2.Ⅲ Aa区 佃ヒ西から)―

樹木No126.127,128付 近

3.Ⅲ A区 (南西から)



1.皿 A区 (南西から)

2.Ш Ad区 (西 から)―

樹木No1 50.151付近

写真56 樹木の出土状況 (15)
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年ギ
11

1.Ⅲ B区周辺 (北 から)

2.Ⅲ B区 (東 から)

3.Ⅲ Bd区 (北 から)―

樹木No1 79付近

一♂

事
一

一
■
予

写真57 樹木の出土状況 (16)
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ⅢBd区 (北 から)

樹木No1 79付近

ⅢBd区 (西から)―

樹木No179付近

3.Ⅲ BC区 (南 から)―

樹木No1 95.196付近

臨
悪
ミ
く

ふ顎
ま と玉 Ⅲ

樹木の出土状況 (17)



ⅢC区 (東 から)

2.Ⅲ C区 (西 から)

写真59 樹木の出土状況 (18)



1.Ⅲ C区 (南 から)

2.Ⅲ C区 (北西から)

諄ゾ
|

写真60 樹木の出土状況 (191

3.皿 C区 (北 から)



J

1.Ⅲ Ca区 (西 から)

2.皿 Cd区 (北西から)

樹木No232.233付 近

3.皿 Cd区 (南 から)一

樹木No230付近

観

写真61 樹木の出土状況 (20) 563
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1.Ⅲ Cb区

2.Ⅲ Cb区
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写真62 27層 上面の亀裂

3.Ⅲ Cb区
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}写ミ伴2
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1.Ⅳ区 (南から)

2.Ⅳ区 (西から)

3.Ⅳ区 (南から)―

樹木No270.279付 近

写真63 樹木の出土状況 (21) 565



1.Ⅳ区 (南から)―

樹木Nα282.286付 近

Ⅳ区 (東 から)―先の尖った

樹木片の分布状況

写真64 樹木の出土状況 (22)

3.先の尖った樹木片



.ヤ馨

:森 ;

1.毬果の出土状況―皿Ab区 25層

毬果+枝No1 3(グ イマツ)

2.毬果の出土状況―Ⅳ区25層

毬果+枝No 3.4(グ イマツ)

3.葉の出土状況一ⅢAa区25層

葉Nα75(ヤ ナギ属)

写真65 大型植物化石の出土状況 (1)
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3.葉の出上状況一ⅢBa区25層 4.葉の出土状況



1.毬果の出土状況―Ⅳ区25層 2.毬果の出土状況―ⅡAc区 26層

3.毬果の出土状況一Ⅳ区25層

lf i tri:豫、tFギ
く

!riざrttg上
 ・ こ

7.種子の出土状況―HAC区 25a層 堅果No13(チ ョウセンコヨウ)

6.種子の出土状況―IBd区 27層上面 堅果No40～ 42(チ ョウセンゴヨウ)
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写真67 大型植物化石の出土状況 (3)
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1.フ ンNo l(南 から)

2.フンNo 3(西 から)

写真68 フンの出土状況 (1)

3.フ ンNo 4(西 から)



1.フ ンNo 5(北 から)

2.フ ンNα 7(北 から)

13.フ ンNα 8(西 から)

|ヽ.■lⅢ●I｀ |1耳攀鞣懲辞遵墨麟撹醸盪縛覇翻饉襲騎

写真69 フンの出土状況 (2)
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1.フ ンNo 9(北 から)

苺手Ⅲく趣蒐

2.フ ンNo1 0(東 から)

俗一薫ド
擁
中
幣
喧

〔麓藝 霧 !翁ξ環聾諄雪騒鵡翠摯t'祠″ |ィ 五手材 葛塩か

572 写真70 フンの出土状況 (3)

3.フ ンNoll(東 から)



1.フ ンNo12(西 から)
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Nα15

フンNo17
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フンNα16

日

日

日

日

Ｈ

日

Ｕ

2.フ ンNo1 5(南 から)

写真71 フンの出土状況 (4)

3.フ ンNo1 5(南 から)
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1.フ ンNα 13(北から)

2.フ ンNo1 6(南 から)

ξ夢群i
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写真72 フンの出土状況 (5)

3.フ ンNo1 7(南 から)
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ξ く
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1.フ ンNo18(南 から)

2.フ ンNo21(南 から)

575写真73 フンの出土状況 (6)
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Ⅲ区南西深掘区-26層上面

(耳とから)

Ⅳ区北側深掘区-26層上面

(北から)

3.Ⅲ F区深掘区-30層上面

(西 から)

写真74 深掘区の完掘状況
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1.V区試掘 Aト レンチー19c層上面

(東 から)

2.V区試掘 Aト レンチセクション

(南 から)

3.V区試掘 Aト レンチセクション

細部 (南から)
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写真75 V区試掘 トレンチ (1)
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軒II■ 1!1憫

1.V区試掘 Aト レンチセクション

(南 力ゝら)

2.V区試掘 Bト レンチー19c層上面

(南 から)

3.V区試掘 Bト レンチセクション

細部  (南から)
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写真76 V区試掘 トレンチ (2)



V区試掘 Cト レンチー19b
層上面  (南から)

V区試掘 Cト レンチ樹木の

出土状況-19c層上面 (東から)

V区試掘 Dト レンチー19b層上面

(東 から)

写真77 V区試掘 トレンチ (3)



V区試掘 Dト レンチー19C層

上面  (北から)

V区試掘 Dト レンチー19C層

上面細部 (北 から)

3.V区試掘 Dト レンチ

植物化石出土状況-19b層

写真78 V区試掘 トレンチ (4)



1.V区試掘 Eト レンチー19b層

上面  (東 から)

V区試掘 Eト レンチ樹木の

出土状況-19c層上面 (北 から)

V区試掘 Eト レンチー

19b層上面の亀裂

写真79 V区試掘 トレンチ (5)



■横 、ヱ

V区試掘 Fト レンチー19b層

上面  (東から)

V区試掘 Fト レンチセクション

(東 から)

V区試掘 Fト レンチセクション

(東から)

写真80 V区試掘 トレンチ (6)
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1.V区試掘 」トレンチー19b層

上面の亀裂 (東 から)

2.V区試掘 Iト レンチセクション

細部 (東 から)

3.V区試掘 Iト レンチ樹木の

出土状況-26層中 (東から)

t犠罐
五lri主

写真81 V区試掘 トレンチ (7)



2.V区西壁深掘区樹木の出土状況-27層上面 (東から)

3.V区西壁深掘区樹木の出土状況-27層上面 (東 から)

1.V区西壁深掘区樹木の出土状況

-27層上面 (北から)

4.V区西壁深掘区毬果の出土状況-25層毬果No1 504

写真82 V区西壁深掘区



1.調査風景 (南東から)

2.樹木の検出作業一 I～Ⅲ区

(南東から)

3.樹木の検出作業一 IB区 (西 から)

ゝ

写真83 調査スナップ (1)
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1.樹木の検出作業

2.樹木の検出作業
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写真84 調査スナップ (2)

3.樹木の検出作業一Ⅲ区 (北 から)
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1.実浪」風景―皿区 (北西から)

2.Ⅲ C区の精査風景 (北東から)

残留磁化測定サンプリの採取

風景一Ⅳ区

写真85 調査スナップ (3)
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|.植物珪酸体分析サンプルの

採取風景 ―Ⅳ区東壁

2.堆積層の検討風景―Ⅳ区東壁

3.磁化率の測定風景

一ⅢC区南東隅 (北 から)
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写真86 調査スナップ (4)
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1.土壌の水洗作業

2.V区西壁の壁面剥ぎ取り作業

(南東から)

3.遺構保存のための埋め戻 し作業

巽
雷
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写真87 調査スナップ (5)
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写真88 1区・ Ⅲ区出土石器 (1～ 10:I区 、11・ 12:Ⅲ区)



写真89 Ⅳ区出土石器 個体別資料 IA+IB(黒 色頁岩)
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写真90 Ⅳ区出土石器 個体別資料IA打面①～③ (黒色頁岩)
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写真91 Ⅳ区出土石器 個体別資料IA打面④～⑥ (黒色頁岩)
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写真92 Ⅳ区出土石器個体別資料IA打面⑦ o③ (黒色頁岩)
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打面③・⑩

打面@(石核)K-33

写真93 Ⅳ区出土石器 個体別資料 IA打面③～⑫ (黒色頁岩)
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写真94 Ⅳ区出土石器個体別資料IB打面① o② (黒色頁岩)



碇 樹 部

Ⅳ区出土石器 個体別資料IB打面③・④ (黒色頁岩)
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B打面⑤～③写真96 Ⅳ区出土石器 個体別資料 I
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Ⅵ区出土石器 (5) (凝灰質頁岩・頁岩 )
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